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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　CONTENTS









プロローグ

FirstEncounter　勇者因子ブレイブ・ファクター

SecondEncounter　王を見つけし者

ThirdEncounter　クレス・バーンフィールド

FourthEncounter　妖精因子フェアリーズ・ファクター

FifthEncounter　観測者因子オブザーバーズ・ファクター

FinalEncounter　覇王と勇者

エピローグ













プロローグ　prologue






　災難とは往々にして不意を打ってくるものである。

　世界から敵てき視しされている『王の因子』の一つである『覇王因子ヴアンキツシユ・フアクター』に覚かく醒せいしてしまった将まさ人とは、外郭アウトサイドからやってきた殺し屋の少女二人を奴ど隷れいにし、因子軍ギアフアクターズからの刺客である殺人鬼との戦いを経て、ようやく取り戻したかった日常に帰ってきた。

　しかし安心などできるわけもなかった。

　どうせまた変なのが襲ってくるんだろ？

　そんな不安を抱いた矢先に──

「貴様が『覇王』──桐き生りゆう将人だな？」

　──さっそくなんか来た。

　リゼットとアイリを従えて、麗うららかな春の日差しを身体からだいっぱいに浴びながら日常に感謝しつつ登校していた矢先のことだった。

　まずリゼットが振り返り、次にアイリが振り返る。

　そして将人も、振り返りたくない気持ちを抑えつつ、ゆっくりと後ろへ振り返った。

　それなりに覚悟はしていた。スーツ姿の二挺ちよう拳けん銃じゆう少女に、制服姿のナイフ女、チェーンソー振り回すイカれた殺人鬼幼女とくれば、次に来るのはマシンガンを持ったトリガーハッピーさんとか火薬の匂においが大好きな爆弾魔あたりだろうと、ある程度覚悟はしていた。

　しかし結果は──想像を絶した。

「ふっ……世界の均きん衡こうを崩さんとする王の一人でありながら、なんたる無防備。従者を二人しか連れておらず、その上丸腰とはなっ」

　なんだか若じやつ干かん自分に酔ったような口調で、そいつは不敵な笑みを浮かべていた。

　まず目に入ったのは身体からだを包む鋼鉄だった。

　両手、両足、胴。余すところなく鋼鉄に守られている。鋼鉄の色は雲ひとつ無い青空のように澄み渡った蒼あおだ。

　さらには、腰に携えられたケースのようなものに収納された細長いナニカと、右手に装着された円盤型の鉄の板。そのどれもが蒼色をしている。

　一瞬それらの装着物がいったいなんなのだろうと考えようとした。

　でも考える必要もなかった。

　できれば深く深く考えて、その上でそれが何なのかわからないままでいたかった。

　なぜならば、どう見ても──鎧よろいと剣と盾だったからだ。

　鎧と、剣と、盾だ。

　将まさ人とは今が何時代かを考える。因子フアクターが開発されて百年以上が経過しているから、西暦でいうと何年だ？　２１５０年くらい？　うむ、そのくらいだ。

　では、剣とか鎧を装備することが自然だった時代はどれくらい前だろう？

　考えてみて、気が遠くなった。できればそのまま気を失ってしまいたかった。

　その新たに現れた刺客っぽい誰かさんは、将人へ向けて鞘さやから剣を抜き放った。

　そして、切っ先を向けるなり、聞いてもいないのに名乗りを上げる。

「我こそは『勇者因子ブレイブ・フアクター』に目覚めし選ばれし者、クレス・バーンフィールド。覚えておけ覇王、貴様を倒す者の名だ！」

　その凛り々りしい姿は、日輪を浴びて光り輝いていた。

　勇者。そう名乗るに相応ふさわしいポーズと台詞せりふだった。

　無論、現代の朝の登校風景でなければの話だ。同じ学園の生徒達がぞろぞろと将人や自称勇者様の横を通り過ぎていく。皆、最初は何事かと将人や甲かつ冑ちゆう女を見ていたが、すぐに目を逸そらしてそそくさと歩いて行ってしまう。たぶん、みんな関かかわりたくないのだろう。

　そりゃそうだ。勇者様だもの。

「…………ちょっと失礼」

　将人は勇者を前にしばし啞あ然ぜんとしていたが、片手を上げてからスタタタッと民家の塀に近づいていった。

　そして──ゴン！

　いきなり、塀に額を思い切り打ち付けた。

「……き、桐き生りゆう？」

「……将まさ人とさん？」

　アイリとリゼットが心配そうな声をかけてくる。

　将人は塀に額を押しつけたまま、人知れず涙を流した。

「もう嫌、この世界……っ」

　心の底から出た呟つぶやきだった。

　暗殺者、処刑人、殺人鬼。

　まあ、わからなくもない。非現実的だが現代にいてもおかしくはない。

　でも勇者って。

「完全にファンタジーじゃねぇか……！」

　もはや時代なんてあんまり関係無かった。

　異世界の存在だった。

　また訪れた災難に嘆なげく将人の背中を、リゼットとアイリはぽんぽんと叩たたきながら慰める。

「うん……まあその……気持ちはわかるわ。さすがに勇者は外郭アウトサイドでも見たこと無いし」

「刺客がやってくるなら、革命軍の兵士あたりがくると思っていたのですが……世の中、わからないことばかりですね」

　二人も現実を受け止め切れていないのか、新たな刺客を前にしてものん気だった。

　自称勇者……クレス・バーンフィールドとやらは、将人達の反応に一瞬眉まゆをひそめたが、すぐにまた凛り々りしい顔で剣の切っ先を向けなおした。

「聞こえなかったようなのでもう一度言ってやる。我こそは勇者因子ブレイブ・フアクターにめざましえらばりしもにょ……」

「「「…………」」」

「選ばれし者──クレス・バーンフィールドだ！」

　嚙かみ嚙かみでも慌てずに言いなおして、クレスは剣の切っ先を日輪の輝きに翳かざしている。

　将人は頭痛と額の痛みと眩暈めまいをもよおしながらも、とりあえずクレスと対たい峙じする。

「えーっと……クレス・バーンフィールド……クレスって呼べばいいのか？　それともバーンフィールドさん？」

「貴様に名前を呼ばれる筋合いなどない！」

　じゃあ何な故ぜ名乗った。

「あのさ……俺を追ってきた理由はなんとなく察しはつかなくもないんだが、とりあえず場所を変えないか？　言葉が通じるなら話し合おう」

　冷静に、あまり相手を刺激しないように穏おだやかな口調で言ってやる。

「フッ……そうやってクレスを誘い、罠わなにはめるつもりだな。すべてお見通しだぞ覇王！」

　切り捨てるように、クレスが剣を振るう。

「ＯＫ。話が通じないのは了解した。でもこんな往おう来らいで戦ったら周りの人間に被害が出るし、お前だって勇者なんだから一般人に被害が出るのは──」

「──問答無用！　覚悟ー！」

　ダメだった。剣を上段に構えたまま突っ込んでくる。

　さすがに周りの生徒達も悲鳴を上げる。

　アイリとリゼットが将まさ人とを後ろへ下がらせて、応戦しようとデバイスを展開。

　そして、クレスの剣が振り下ろされようとした、その時。

「──ふぎゃ！」

　将人たちの目の前で、クレスが小石に足を躓つまずかせてずっこけた。

　ギャラリーを含め、周りが静まり返る。

　倒れたクレスは地面にキスしたまま動かない。

　啞あ然ぜんとしていた将人だったが、アイリとリゼットにデバイスを納めさせてから、倒れたクレスの前にしゃがみこんで頰ほおをつんつんつついてみる。

「……気絶してる」

「……なんだったのよマジで」

「どうします？　ふんじばって海にでも沈めますか？」

　リゼットの物ぶつ騒そうな提案を、将人はやんわりと首を振って断る。

「今、こいつは俺達を攻撃しようとしたよな……」

　将人が尋ねると、アイリとリゼットが頷うなずく。

　二人の肯定を確認して、将人は街路樹の陰までクレスを引きずった。

　そして他者を奴ど隷れいにできる《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》を出現させ、クレスの首に首輪を装着させた。

　将人は、クレスの身体からだを抱き起こして背中に背負う。

「え、何？　殺さないの？」

「いや……さすがにそういうわけにもいかないだろ。まず、こいつがどこの組織に所属しているのか聞き出さねぇと」

　そう言いつつも将人はため息を吐ついた。覚悟はしていたが、まさか日常に復帰して間もないのにこんなに早く新たな刺客がやってくるとは思わなかった。

　しかも別の意味で厄やつ介かいそうな奴が来た。

　一難去ってまた一難。げんなりしつつ、将人はクレスをおんぶしながら学園の保健室へと向かうのだった。






FirstEncounter　勇者因子ブレイブ・ファクター






　将まさ人とが覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターに目覚め、その情報を外郭アウトサイドの組織に流してからというもの、いつもの保健医の行方は知れない。

　因子測定器から資料、何から何まで持ち出した痕こん跡せきがあり、逃げ出したのは明らかだった。しかし、あれだけの機材を持ち出すのは女性一人では不可能。何らかの組織に所属しているのは間違いないのだが、因子軍ギアフアクターズ側の人間でもなければ、ローグや雑伎団サーカスの人間とも考えにくかった。

　現在の保健医は因子軍ギアフアクターズ側から派は遣けんされた軍人である。

「……それで、君はいきなり襲ってきたこの少女に、迷うことなく首輪をかけたというわけか？」

　派遣されてきた軍人、もとい新保健医は刺すような視線を向けながら、将人に問うた。

　見た目は20歳くらいだろうか。長い黒髪をポニーテールにまとめたその女性は、名を岳たけ汐しおサナギという。およそ軍人には見えないスレンダーな美人だ。

　しかし彼女から放たれている眼がん光こうにはこちらを萎い縮しゆくさせるだけの独特の威い圧あつ感かんがあり、将人はすくみ上がる思いだった。

「け、剣を抜いてこっちに走ってきたんだ。相手が小石でずっこけるようなおっちょこちょいでも、殺しにこられたら応戦するさ。条件からは外れていないはずだぜ」

　負けじと堂々とした姿勢で強気に出るが、声は上ずっていた。

　サナギは、じろり、と上目遣いで睨にらんでくる。若じやつ干かんじと目に近かったが、そこに可愛かわいげは無い。疑いの眼まな差ざしというものは、その筋の人間に本気で向けられると威圧感で肌がぴりぴりとするのだ。

「……まあ、いいだろう。彼女の測定結果も出ている。見ておくか？」

「勇者因子ブレイブ・フアクター、だったっけ。いや、一応こっちで確認できますから」

　将人が意識すると、網もう膜まくに文字が浮かび上がる。

　奴ど隷れい化した人間の因子パラメーターは、将人が求めればこうして網膜に表示することができるのだ。




【覚かく醒せい者名、丸まる山やま園その子こ。俗称『勇者因子ブレイブ・フアクター』】

【身体強化ＳＴＲ　×】

【知能指数強化ＩＮＴ　×】

【感覚強化ＡＧＩ　×】

【第六感強化ＣＨＲ　20】

【精神強化ＭＮＤ　20】

【リアライズデバイス『ブレイバー』】

【ＥＸＰスキル　《キー・オブ・ザ・ビクトリー》《ラストブレイバー》】




「名前、全然違うじゃねぇか……」

　クレスなんとかさんではなくただの丸まる山やまさんだった。

　将まさ人とはまだ覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターが成長しきっていないため、ＥＸＰスキルなどの概要までは知ることはできない。それにしたってずいぶんと偏ったパラメーターの持ち主である。

　第六感強化ＣＨＲと精神強化ＭＮＤが20……とんでもなく高い数値だが、身体強化ＳＴＲや感覚強化ＡＧＩ無しに襲いかかってきたのだから、リアライズデバイスはそれなりの性能を持っているのだろう。

　しかし、サナギが分析結果を見ながら、こんなことを言ってくる。

「リアライズデバイスの《ブレイバー》は、ただの剣と盾と鎧よろいだ」

「え？」

「剣は一応切れるし、盾と鎧も鋼鉄程度の強度は有しているようだが、殺さつ傷しよう能力は高いとは言えんな」

　将人は、ベッドの上ですやすやと寝息を立てる丸山さんを見やる。

　幸せそうな寝顔だった。

「マジで何しにきたんだこの子……」

「当然、君を殺しにきたのだろう。戸籍が無いため外郭アウトサイド出身者だろうが……能力的にどこかの組織に所属しているとも考えにくい。まあ、このまま奴ど隷れいにしておきたいなら好きにしろ。この程度の因子覚かく醒せい者ならば、我々因子軍ギアフアクターズの脅きよう威いにはならん」

「えぇ？　でもこの子、たぶん俺を殺しに来たんですよ……？」

　不安げに言うと、サナギは無表情でまっすぐに将人を見つめた。

「我々には関係のないことだ。因子軍ギアフアクターズは、覇王である君が凶悪な因子覚醒者を下僕にすることで力をつけてしまうことを恐れているだけだ。君がどこで死のうがどうでもいい」

「……だったら、因子軍ギアフアクターズは俺が刺客に襲われないように守ってくれるのが一番効率いいんじゃないですか？　その方が、俺が敵を奴隷化して力をつける可能性が減るわけだし」

「さあ、そこは私の関知するところではない。私は上の決定に従っているだけだ」

　そっけなく言って、サナギはデスクの書類にペンを走らせていた。古風な人なのだろうか、今時手書きというのも珍しい。

　切れ長の瞳ひとみはどことなく眠そうである。垂れてきた髪を耳にかけ直す仕草も相まって、絶妙に色っぽい。

「サナギさんは」

「岳たけ汐しおさん」

「すみません。岳汐さんは、どんな因子フアクターを持ってるんですか？」

　将まさ人とが問うと、サナギは筆を止めずに「ふん」と鼻で笑った。何な故ぜ笑うのか将人には理解できなかったが、しばらくしてサナギはため息を吐つくように話し始めた。

「私は未覚かく醒せい者だ」

「……え!?」

　予想外の告白に、将人は驚きを隠せなかった。

　サナギは将人の反応を予想していたのか、やはり動じない。

「覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターが奴ど隷れいにできるのは覚醒者に限定されている。君ももう知っているだろう？」

　サナギの言う通り、将人はノアとの戦いの後、因子軍ギアフアクターズに同行して様々な実験を行った。

　その中で、未覚醒者に将人を攻撃させて、《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》の首輪を装着させるというものがあったのだが、首輪がはまらなかった。そこでようやく説明書に【未覚醒者を奴隷にすることはできません。無意味です】と表示されたのである。

　殺人鬼ノアとの戦いの中で瀕ひん死しの妹、りんごを奴隷化して救おうとした時も【奴隷にはできません。無意味です】と表示された。後から判明する事実が多く、説明書としては不親切極まりなかった。

　サナギは文書を書き終えたのか、椅い子すをくるりと回して将人と向き合う。

「故に、私のような未覚醒者は君の監かん視し役に適任というわけだ」

「……未覚醒者でも因子軍ギアフアクターズに入隊できるんですね」

　将人も今まで未覚醒者だったので、これまた意外な事実である。

　18歳までに因子を覚醒できなければ永遠に未覚醒者となってしまうため、今まで将人は必死に因子覚醒に努めてきた。未覚醒者として社会に出るという進路は、茨いばらの道を進むことを余よ儀ぎなくされる。

　だが、未覚醒者でありながらそれなりの職と地位に就いている者も、少なくはあるが存在する。

　それが、天才イレギユラーと呼ばれる人々だ。人工的な天才である因子覚醒者に匹ひつ敵てきする、天然の天才である。戦うことに特化した因子軍ギアフアクターズに所属している未覚醒者ということは、因子覚醒者に匹敵する戦闘力を有しているのだろうか。

「意外そうな顔をしているな。まあ、無理もないが──」

　静かにそう言うと、サナギはゆっ……くりと、口角を歪ゆがめた。

「──試しに戦ってみるか？　この私と」

　ぞくぞくぞくぅっと、将人の背筋に寒気が走った。

　それだけの殺意と威い圧あつ感かんが、サナギから放たれていた。

「……い、いえ、やめときます」

　首を横に振ると、サナギは笑みを浮かべたまま立ち上がり、将まさ人との肩に両手を乗せた。

　そして少し恍こう惚こつとしたような顔を近づけてくる。

　なまじ美人なため、威い圧あつ感かんと相まってさらに将人は萎い縮しゆくする。

「遠慮することはない。後悔はさせないぞ？」

「なんでそんな、いきなりノリノリ？　ち、近いですよ岳たけ汐しおさん」

　サナギは将人の膝ひざの上にまたがり、将人の両りよう頰ほおを手で包み込む。

　ミントの甘い香りがする熱い息が鼻をくすぐる。

「私もデスクワークばかりで暇なのだ。少し相手をしてくれ」

「相手って何の!?　これ何の相手!?」

「無論、殺し合──」

　唇と唇が触れあいそうになったところで、突然。

　がばりと、ベッドで横になっていたクレス、もとい丸まる山やまさんが起き上がった。

「…………」

　クレスは起きるなり保健室を見回し、椅い子すの上で密着している二人を見た。

「…………はわわわわわわわ！」

　古典的な慌てふためきっぷりで、クレスは見る見るうちに顔を赤くする。












　将まさ人とは慌ててサナギを押しのけた。

「これは、違うんだっ……」

　何が違うんだ。というか、別にクレスに勘違いされたところで自分にとって不利益を被こうむることは一切ないのだが、反射的にそんな一言が出てしまった。

　クレスがいきなり起きたものだから、まず何から話せばいいのかわからない。

　そう思っていると、クレスは剣を出現させて窓際へ寄った。

「白昼堂々……っ、破は廉れん恥ちな！　覇王が好こう色しよくというのは歴史の示す通りというわけか！」

「お、落ち着けって、別に俺はお前に危害を加えるつもりはない。ただ話をしたいだけだ」

　どうどう、と馬でもあやすように、将人は慎重にクレスへ近づく。

　クレスは切っ先をカタカタと震わせながら将人を警けい戒かい。

「だ、騙だまされるものか！　貴様ら王達はいつもそうやって弱者の警戒を解き、甘かん言げんで惑わせてて、て、て、てごめに！」

　てごめって。

　他の王がどうかは知らないが、少なくとも将人にそんなことをする気はない。

「なんでもいいが、とりあえず話を聞いてくれ。今、お前の首についてる首輪……そいつは《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》っていう俺のリアライズデバイスだ。その首輪がついている限り、お前は俺に危害を加えられない。今自分がどういう状況か、理解できるよな？」

　将人が言うと、クレスは警戒しながら自分の首もとに触れた。

　指先に触れた金属のような感触に、クレスは驚いて首輪をかちゃかちゃと弄いじった。

「なんだこれは！　貴様、眠っている間にクレスに何をした！」

「……今、説明したつもりなんだけどなぁ……」

　将人は頭が痛くなってくる。

「……ひとつ言えることは、俺はお前をどうこうしようとは思ってないってことだ。ちゃんと話を聞いてくれれば、その首輪も解除する。それだけわかってくれりゃいい……だから剣を下げてくれ」

　真剣な表情と瞳ひとみで、将人はクレスに言った。

　将人の真しん摯しな態度に、クレスは少しだけきょとんとして一瞬警戒を解いた。

　……あれ、意外と素直？

　そんな風に思ったのもつかの間、クレスはすぐに剣の柄つかを強く握った。

「ふ、ふんっ……騙されないぞ！　寝込みを襲うような奴の言葉など信用するものか！」

「いや、お前が勝手にどじっただけだろ……？」

「ど、どどどどじっ子じゃない！」

　顔を赤くしているあたり、自覚はあるのだろう。

「たとえクレスのどじが原因でも、貴様が寝込みを襲ったのは事実だ！」

　全然話が進まなかった。クレスは今にも斬きりかかってきそうな感じである。

（仕方ない……ここはひとまず、武器を引っ込めてもらうとするか）

　将まさ人とは意識を集中させて、クレスに装着させた首輪に命令を下す。

　デバイスを消せ、と。

「覚悟しろ覇王──！　って、ほぇ？」

　クレスが剣を上段に構えた瞬間、両手で握っていた剣が霧む散さんする。

　将人はほっと安あん堵どの息を吐こうとしたが、消えたのは剣だけでは終わらなかった。

　盾と鎧よろいも粒子となって弾はじけてしまったのだ。

　その結果──クレスは全裸になってしまっていた。

　なんで下に服を着ていないのか。

「……ふ、ふぁぁぁあぁあぁあぁあ!?」

　悲鳴を上げて、クレスは自分の身体からだを手で隠そうとする。

　そして涙目になって将人を非ひ難なんの視線で見つめた。

「誤解すんなよ!?　お前がこっちに剣を向けるのが悪いんだからな!?　別に俺はっ」

「うううぅうぅうぅううううううう！」

　恨うらめしいと言わんばかりの目だった。

　何な故ぜだ。襲われたのはこっちだし、今襲われそうになっているのもこっちだ。なのに正当防衛に出た俺がどうして加害者っぽくなっている？

　サナギに助け船を求めようにも、彼女は二人のやりとりを無視してさっさとデスクワークに戻っている。

「ここでナニをしようが構わないが、ベッドは他の生徒も使う。汚すなよ」

「そんなつもりありませんよ！」

　将人が叫んだ瞬間──ガラリと、保健室のドアが開いた。

「桐き生りゆう！　大丈夫!?」

「将人さん！　今の悲鳴は!?」

　扉の外に控えていたアイリとリゼットが飛び込んできた。

　二人は将人の状態を確認してから、クレスへと武器の照準と視線を移す。

「「…………」」

　全裸になってしまって恥ずかしそうに顔を真っ赤にするクレスを確認すると、アイリとリゼットはナイフの切っ先と銃口を、今度は将人へ向けた。

　完全に目が据すわっている。

「どうにか敵対しないように話し合うって言ってたけど、何、性交渉？　奴ど隷れいは奴隷でも肉奴隷ってわけ……？」

「……なるほど、あなたが覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターで奪うばうのは自由ではなく衣服のことだったのですね。では私も奪うばいましょう。あなたの命を」

「──この展開は予想できてたけど俺にどうしろってんだ！」

　頭を抱えて将まさ人とが叫ぶと、その隙すきを見てクレスは剝はぎ取とったベッドのシーツをマントのようにして、自分の身体からだを覆おおい隠した。

「っ、デバイスを無力化するとは、卑ひ怯きような奴め！」

「いきなり襲ってくるのは卑怯じゃないのか!?」

「クレスはちゃんと名乗ったし宣戦布告もした！　非ひ難なんされる謂いわれは無いッ！」

　なんだその開き直りは、と将人は思った。

　クレスは窓枠に足をかけて、キッと将人を睨にらんだ。

「ここは一いつ旦たん引く……！　が！　逃げるわけではない！　撤てつ退たい的てき戦せん略りやくというやつだ！」

「いやそれ逆……ってちょっ、ちょっと待て！　ここ３階だぞ!?」

　将人の制止の声も聞かず、クレスはそのまま窓から外へ飛び出す。

「この屈くつ辱じよく──必ず晴らすぞ、覇王！」

　青い髪を尾のようにたなびかせて、クレスは地上へ。




　──ガサガサガサガサガサ！　ドスン！




　格好良かったのは窓から飛び出すところまでだった。

「…………いた～い……」

　下の方から明らかに素で痛がっている声が聞こえてきて、将人は窓から下を覗のぞき見みた。

「ま、丸まる山やま！　大丈夫か!?　怪け我がは!?」

「クレス・バーンフィールド……だ……っ」

　わりと本気で心配しながら声をかけた時には、クレスは藪やぶの中から這はい出でてよろよろとどこかへ歩き出していた。どうやら木の枝がクッションになったためたいした怪我は無いようだったが、頑丈な女である。

　別の校舎に逃げ込もうとしているクレスの背中を見守りつつ、将人は嘆たん息そくする。

「なんでこう、来る奴来る奴常識外れなんだ……」

　気づけば両隣でアイリとリゼットも窓から顔を出していた。

「雑用係と殺人鬼はともかくとして、あたしとアレを一緒にしないでよね。ていうかあの中二病女……どこの組織所属なの？」

「岳たけ汐しおさんは組織には所属してなさそうって言ってたけど……」

　将人が言うと、アイリは盛大にため息を吐ついた。

「あんたほんとバカね……」

「え……なんで？」

　リゼットがデスクワークに勤いそしむサナギの後ろ姿を見てから、将まさ人とに耳打ちする。

「岳たけ汐しおサナギは気づいていないようですが、組織の人間で無いはずがありません……彼女はあなたが覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの持ち主だと知っていたでしょう？」

　それを聞いて「あ！」と将人は声を上げた。

　慌てて口をつぐんで、サナギに気づかれていないかを確認する。

　大丈夫なようだった。

「覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの存在を知っているのは因子軍ギアフアクターズと外郭アウトサイドの組織だけです」

「じゃ、じゃあ……」

「他の王からの刺客と考えた方が自然でしょうね。首輪をつけておいた将人さんの判断は正解でした。因子軍ギアフアクターズの監かん視しがありますからあからさまには動けませんが、彼女からいろいろと情報を引き出すべきです」

　リゼットの進しん言げんを耳にして、将人は腑ふに落ちないながらも頷うなずいて返した。

　他の王からの刺客となれば、由ゆ々ゆしき事態だ。

　また先日のような殺し合いに発展するのだけは避けたい。

　……とは、思うのだが、

（それにしたって……）

　刺客があまりにもどじっ子すぎやしないか？　と思わなくもない将人であった。





　　　　◆◆◆



　将人達が去った後、保健室に残されたサナギは小さく息を吐いた。

「……見くびられたものだ。この私が気づいていないわけがないだろう」

　言いながら、サナギは携帯電話を耳に当てた。

　通話相手はワンコールで出た。

「私です。覇王が掌握した新たな奴ど隷れいの因子フアクターが判明しました。予想通り勇者因子ブレイブ・フアクターです。いかがいたしましょう？」

《ふむ……彼女の持つ因子が『勇者』であるのなら、必ず他の王の居場所へ導いてくれるはずだ。しばらく泳がせておきたまえ》

　通話相手の返答を聞いて、サナギは目を細めた。

「つまり、覇王以外の王を探すための駒こまに覇王を使うというのですね？」

《そういうことだ。元々覇王と因子軍ギアフアクターズが手を組んだのは奴を餌えさに使うためでもある。内郭インサイドに潜んでいるであろう『魔王』を探すための恰かつ好こうの餌だ。その上勇者の力が手に入ったとなれば、二人の王の衝突は避けられまい》

「…………」

《王同士というものはお互いに相あい容いれぬものだからな》

　サナギは内心、因子軍ギアフアクターズの判断に呆あきれ返っていた。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの力の特性を理解していたならば、因子軍ギアフアクターズですらもてあましている殺人鬼など送り込んではいけなかったのだ。

　殺人鬼が彼の手中に落ちたということは、覇王が不死身になってしまったのと同じだと言える。因子軍ギアフアクターズは覇王に手出しができない状況を自分で作ってしまったのだ。

　だから因子軍ギアフアクターズは覇王を餌えさにして魔王を誘おびき出だそうとしている。

　同士討ちを狙ねらうために。

　実に、浅はかだ。

　サナギは内心で因子軍ギアフアクターズを嘲あざ笑わらった。

「……では、私はこのまま監かん視しを続ければよろしいのでしょうか？」

《ああ、そうしてくれ。くれぐれも手を出さないように。覇王が別の王と潰つぶし合あってくれればそれに越したことはないのだから、今は傍ぼう観かんに徹してほしい》

　通話が一方的に切れる。

「……傍観ね……弱腰の馬鹿共が。『勇者』がそばにいるというのに自分達で囲おうとしないとは、軍が聞いて呆れるな」

　サナギは携帯をデスクに置き、立ち上がって腰のホルスターから拳けん銃じゆうを取り出し、シリンダーラッチを外して残弾を確認する。

　この拳銃は、ディバイザーと呼ばれる対因子覚かく醒せい者用の兵器である。弾丸は着弾時に破裂するタイプと、薬品をターゲットの体内に注入するタイプがある。

　この銃が発射するそれらの弾丸は、因子の活性化を抑よく制せいする効果を持っている。

　弾薬が非常に貴重であるため無む闇やみに使用することはできないが、全弾当てれば覚醒者の因子を一時的に使用不可にまで追い込める。念のためいつでも撃てるように安全装置を外して、サナギはホルスターにディバイザーを収納した。

「仕方ない。予定変更だ」

　目を鋭く細めて、サナギは保健室を後にした。


　　　　◆◆◆






　将まさ人とはアイリとリゼットを引き連れて、クレスの捜そう索さくへと向かっていた。

　因子開発学校の敷地は無駄に広い。学生の因子を育成するために様々な実験施設が点在しているためだ。望もち月づき学園は開発学校の中でも広い方だった。

「くそっ、無駄にすばしっこいぞあの子……！」

　足早に校舎を回りながら、将人は膝ひざに手をついて荒い息で悪あく態たいを吐つく。

　反面、アイリとリゼットはけろっとしていた。

　身体強化ＳＴＲのパラメーターが俺も欲しい、と将人は思う。

「どうする？　手分けして探した方がいいんじゃない？」

　アイリの進しん言げんに、リゼットが呆あきれたような顔をする。

「バカですかあなたは。この状況下で将まさ人とさんのそばを離れるわけにはいかないでしょう。まったく、護衛としての自覚が足らない人にはほとほと呆れます」

　ふぅやれやれとでも言いたげな顔に、アイリの頰ほおがひくついた。

「そんなことわかってるんですけど？　護衛はあたし一人で十分って言ってんのよ。桐き生りゆうのそばにはあたしがいるから、雑用は雑用らしく学園の中駆けずり回ってなさいよね」

「っ、前から気に入らなかったのですが、その雑用というのはやめていただけませんか？　ローグはやめても、私は処刑人です！」

「あんただってあたしのこと道化ピエロ道化ピエロって言ってんじゃん！　言っとくけど雑伎団サーカスをやめたあたしはあんたみたいにいつまでも自分の立場に固こ執しつしたりしてないわ！　桐生の奴ど隷れいのくせしていつまでも処刑人名乗ってんじゃないわよ！」

「奴隷なのはあなたも同じでしょうが！」

　両隣で不毛な言い争いを始めた二人に、将人はげんなりする。

　この二人の仲の悪さは相変わらずだった。ただの言い争いならば放置するのだが、放ほうっておくとまたデバイスを具現化させかねないので、仲裁しないわけにもいかない。

　その時、突然廊下の先から悲鳴が上がった。

　アイリとリゼットが言い争いを止めて走り出す。将人も二人の背中を追った。

　廊下の曲がり角にはすでに人だかりができていた。

　将人達はギャラリーを押しのけて、その光景を目の当たりにする。

　人だかりの中心には、剣を生徒に突きつけるクレスの姿があった。

「貴様が王か！」

「な、な、何？」

「貴様が王かと聞いている！」

　剣を突きつけられた生徒はわけがわからないという顔で震えている。

　将人はその光景を目の当たりにして、廊下の壁に額を打ち付けた。

「…………………勘弁してくれ」

「……あ、あんたの奴隷でしょ……なんとかしなさいよ」

「……これは私にもどうにもできません」

　アイリとリゼットもどうしたらいいかわからず、将人に丸投げである。

　将人だってこの場から逃げ出したい気持ちだった。

「っ、違う、こいつじゃない……貴様か!?」

　今度はギャラリーの中の女生徒にクレスが剣を向ける。

　悲鳴が上がり、さらにギャラリーがざわめいた。

「なんだあいつ……頭がおかしいのか？」「あの剣、リアライズデバイスだよな……さすがに無む闇やみに止めに入れねぇよ」「なんで服を着てないのかしら……」「ちょっと～、風紀委員まだなの～？　誰か呼びなさいよ～」

　囁ささやき声を聞いて、まずいなと将まさ人とは思った。

　風紀委員を呼ばれるのはよろしくない。この学園での風紀委員は、因子軍ギアフアクターズ志望者で構成されており、特定条件下でのみ、校内でのリアライズデバイスの使用が許可されている。

　万が一戦いになって拘束されてしまうと厄やつ介かいだ。

　ここは何とかして状況を誤ご魔ま化かさねばならない。

「……よ、よ～う、クレス～！　まーたこんなところで勇者ごっこか～？　お前の空くう想そう癖へきもここまでくると病気だぞ～」

　引きつってはいたが、人の良さそうな笑顔で将人はクレスに近づいていく。

　皆の視線が自分に集中する中で、将人はクレスの剣を再び消失させる。

　同時に、クレスの身体からだを動かないように硬直させた。

「き、貴様……覇王め……！　またもや面めん妖ような技を……って、あっ、わっ！」

　剣を向けた姿勢のまま動けないクレスの身体から、はらりとベッドのシーツが落ちてしまう。裸が衆目に晒さらされる寸前で、将人がシーツを摑つかみクレスの身体を包み直してやる。

　しかし何な故ぜこの少女は、もう鎧よろいも具現化できるのに剣だけに留とどめているのだろう。困惑しすぎて忘れているのだろうか。なんというか実にアホな子である。

　クレスは将人の行動を不ふ審しんに思いながらも、裸を見られずに済んでほっと息を吐いた。

「お前どういうつもりなんだ？　逃げたかと思えばなんで他の生徒に絡んでんだよっ」

　シーツが解けないように端と端を縛りながら、将人は周りに聞こえないようにクレスに小声で耳打ちする。

「お前の狙ねらいは俺だろうが」

「ふんっ、自惚うぬぼれるな。貴様は後回しだ……今は別の王を捜している。邪魔をするなっ」

　一瞬聞き流しそうになったが、クレスが妙なことを言った。

　別の王？

「勘違いするな。別にお前を見逃してやるつもりはない……危険度の高い方を優先したまでのことだ」

「ちょっと待て……どういうことだ？　ここに俺以外の王がいるのか？」

　学園の中に別の王。信じられないことだが、事実だとしたらとんでもない事態だった。

　将人はクレスの肩を摑んで問い詰めようとした。

　その時、

「お～いお前達、何を騒いでいるんだ？」

　のんびりした声が、将人の鼓こ膜まくを震わせた。

　音量はたいしたことないのに、不思議と廊下全体に響き渡る声だった。あれだけ騒がしかったギャラリーが、たった一声で黙り込んでしまっている。

　将まさ人とには聞き覚えのある声だった。

　声の方を見れば、ギャラリーが自発的に道を開ける様子が見えた。

　その男を将人は知っていた。というか、この学園の生徒で知らない者はいないだろう。

　寝癖のように乱れたぼさぼさの黒髪。長身で細身な体形。切れ長ながらも眠たそうな瞳ひとみも相まってどことなく軽けい薄はくそうな印象を受ける。しかし男から見てもイケメンだと思えるほど目鼻立ちが非常に整っており、だらしない身なりを完全に打ち消していた。

「予鈴もう鳴ってるぞー……なんだよどうした？　みんなして集まって」

　彼は望もち月づき学園生徒会長、御み堂どう光みつ秀ひでだった。

　腕時計に視線を落としながら、光秀は将人の近くまでやってきた。

　女子生徒から黄色い声が上がる。

　光秀は女子に笑顔を振りまいてから、男子生徒の肩に気さくに手を置いた。

　そして、その生徒から事情を聞くと、「なるほど」と頷うなずいた。

「事情はわかった。まぁなんだ、とりあえずもう授業始まっからさ。みんな教室戻ってくれや。ここは俺に任せなさいよ」

　キリッ、と顎あごに手を当てながら決め顔を炸さく裂れつさせる光秀。

　しかし生徒達はその一言に笑い声を上げた。

「大丈夫かよ生徒会長で」「風紀委員呼んだ方がいいんじゃね？」「ミッチーが怪け我がしたらあたしも寝込んじゃう～」「副会長がいるから安心だけどミッチーはひ弱だからね～」

　笑い声が響く中、光秀は大げさにずっこけるような動きをしてみせた。

「おいおい信用ねぇな！　俺一応、お前らが選んだ生徒会長様なんですけど!?」

　つっこみを入れて光秀がさらに笑われる。

　しかし、笑いながらも皆は光秀に場を任せて、散り散りに去っていった。

「ったくあいつらめ、ぜってー俺のことお飾り会長とか思ってやがるなちくしょうめ」

「まあまあ。皆さん、なんだかんだ言って会長に従ってくれていますし、これも信頼の証あかしと前向きに考えた方がいいですよ」

　光秀の横に控えていた女生徒が、上品に口元に手を当てながら笑っている。

　彼女の名前は光ひかりノ河かわアカネ。望月学園生徒会副会長だ。

　おそらく、学園内で男子からの人気が一番高い女子だろう。色素の薄いしなやかで長い髪や、整った顔立ち、一切の無駄が見当たらない完かん璧ぺきなスタイル。一見近寄りがたい雰囲気を持ちつつも、微笑ほほえみを絶やさない明るい性格なため、彼女の周りにはいつも人がいる。

　生徒会の制服は他の生徒とは異なり、特注となっている。

　白を基調とした引き締まった制服は、若じやつ干かん悪趣味だがひと目で生徒会役員とわかるのだ。

「ほんで？　お前らこんなところで何してんだ？　校内でデバイスは使用禁止だぜ？」

　ぼけっとした顔で、光みつ秀ひでが将まさ人と達に尋ねてくる。

　将人は光秀の登場で、少しだけほっとした。生徒会に目をつけられるのは、風紀委員より幾分マシだからだ。

　この生徒会長は、因子フアクター開発学校の会長としては少し変わっている。

　生徒会長は因子の特異性と成績の優秀さによって選ばれるのが普通なのだが、彼の場合はその人柄によって得た票の割合が大きかった。

　見た目通りのずぼらな性格だが、彼の振る舞いと言動は不思議と人を引きつける。

　もちろん、特異な因子を持っているのは他校の生徒会長と同じなのだが。

（この人なら俺達を悪いようにはしないだろうけど……まずいな。クレスはどう言い訳しても部外者だし……）

　将人が悩んでいると、アカネがずいっと前へ出てきた。

「え……あの……？」

「…………」

「ちょ、ちょっと？」












　鼻先まで顔を近づけられて、将人は身体からだを硬直させた。アイリやリゼットも美少女ではあるが、アカネは一段階レベルが違う。下手をするとアイドルをやっているりんごよりも姿形が整っている。

　完かん璧ぺきな美人に急接近されるというのは、想像よりもずっと緊張するのだ。

　アカネは長いまつげをこちらへ向けて、パチパチと瞬まばたきをしながら不思議そうな顔で将まさ人とを見つめている。

　将人が狼ろう狽ばいし切っていると、アカネはにっこりと微笑ほほえんだ。

「失礼、コンタクトレンズを忘れてしまったんです。人の顔を認識するにはこのくらい近づかなければならなくて」

　天使のような微笑みを浮かべるアカネ。将人はそのあまりの神々しさによろめいた。

　ここまで人間離れした美人に微笑まれた経験は無い。お嬢様の仮面を被かぶっているアイリとは違う、本物のお嬢様だ。

「不快だったかしら？　ごめんなさいね」

「い、いえ……そんな、ありがとうございます」

　将人が心臓の音をドキンドキンさせていると、両の脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつが突き刺さった。

　結構な威力に、将人は呻うめく。

　両隣にいたアイリとリゼットがむくれたような顔をしていた。

「なんでありがとうございますなのよっ！」

「謝られて礼を言う人がいますかっ」

「だからってなんでお前らに脇腹を攻められなきゃならん……！」

　据すわった目をした元殺し屋二名の真ん中で、将人は蹲うずくまった。

　アカネはクスクスと笑いながら、光みつ秀ひでの横に並び礼をした。

「桐き生りゆう将人さんに、立たち花ばなアイリさん、それとリゼット・ドラクロワさんですね？」

　名前を呼ばれて、アイリとリゼットが少しだけ警けい戒かいしたのを将人は感じ取った。

　何な故ぜ名前を？　三人とも同じ疑問を抱く。この学園の生徒数は３０００人以上だ。表向きは特殊でもなんでもない将人達の名前を知っていることに違和感を覚える。

「俺らは生徒会だからな。生徒の顔と名前は全部把握してるさ」

　光秀がふふんと胸を張って自慢げに言う。

「クラスメイトの顔と名前すら一致していない人が何をおっしゃいますか？」

「……俺は生徒会長だから、覚えなくてもいいんだよ……うん、忙しいからな」

　この人は相変わらずだな、と将人は思う。

　全校集会とか体育祭などのイベント時には必ず生徒会長の挨あい拶さつがあるのだが、そういう時にいつも素すっ頓とん狂きようなことを言ったり、的外れな自慢話をして生徒達を笑わせてくれる。

　実力主義の学園で人柄と人徳だけで地位を得ている人間は本当に珍しい。

「確かそこの女の子二人は別の海上都市からの転校生だったよな？　んで、お前はうちの生徒だ」

「は、はい、そうです」

「うんうん……で、その子は誰だ？」

　光みつ秀ひでが廊下の窓の方を指差して尋ねてくる。

　全員の視線が窓際へ。

　そこには、またもや飛び降りようと窓枠に足をかけているクレスがいた。

　慌てて将まさ人とはクレスの服（ベッドシーツ）をひっ摑つかんだ。

「ふぁぁ!?」

　またもやシーツが解けてクレスが全裸になる。

　今のはわざとだ。

「わ～！　返せ～！　あ～ぅ！」

　将人はベッドシーツをひらひらさせながらクレスを誘導、自分の目の前にやってきたところをシーツでくるんでやり、がっしりと肩を摑つかんだ。

《これ以上事をややこしくしないでくれ……！　悪いようにはしないから！》

　将人が鎖を通じて声を送ると、クレスはびっくりしたように辺りを見回していた。

　将人は愛想笑いを浮かべて、光秀の問いに答えようとした。

　が、それより先に光秀が苦笑を浮かべて一歩前へ出た。

「まあ、なんだ。ぶっちゃけ聞く必要もないんだけどな……俺の因子フアクターが、その子が部外者である可能性は１００％だって結果をもう出しちまってるし」

　光秀が腕時計をコツコツと指で叩たたきながら言った。

　将人は彼の因子を思い出して、しまったと思った。

　御み堂どう光秀の因子は、《可能性因子プロバビリテイー・フアクター》と呼ばれるものだった。

　因子パラメーターにほとんど変動が無い代わりに、彼の腕時計型デバイスの性能は『あらゆる事象の確率を瞬時に算出する』というものだった。

　恐らく、クレスが部外者である確率をデバイスに算出させたのだろう。

　生徒会は風紀委員と同じく、特定の条件下でデバイスの使用が許可されている。

「安心しろよ。なんかしら事情があるってことはお前の顔みりゃわかる。話も聞かずにふんじばって因子軍ギアフアクターズに渡すなんてことはしねぇからさ、一応生徒会室まで来てもらえるか？　事情はそっちで聞くから」

　光秀が気さくな態度で言うと、クレスは将人の後ろに隠れてしまった。

　いや、これは隠れたというより、きっと将人を盾にしているのだろう。背中の後ろに回り込んでぐいぐい押してきている。

「なぁんだこいつ、小動物みたいな奴だな……ほれ、怖くな～い怖くな～い」

　光秀が手を差し出すと、クレスが猫みたいに威嚇した。

「う！　う！」

「ほぉら、るーるーるー」

「フーッ！」

　光みつ秀ひでが面白がって小動物に接するようにクレスをおちょくっている。

　将まさ人とは目を細めながら、どうするか考えた。

　将人としてはクレスが因子軍ギアフアクターズに拘束されたところで困りはしないが、クレスが無事で済むかはわからない。

　岳たけ汐しおサナギはろくに尋じん問もんを行わなかったため知らないのだろうが、クレスが他の『王』の存在に気づいていることを知れば、因子軍ギアフアクターズもクレスを拘束し、尋問なり拷ごう問もんなりを行って情報を吐かせようとしてくるだろう。

（……さすがにそれは夢見が悪い）

　自分を殺しにやってきた奴を守ってやる義理など無いのだが、こんな年端もいかない女の子が拷問されるのを黙って見過ごすのは忍びなかった。

　将人が生徒会にクレスを差し出さずに済む方法を模も索さくしていると、突然背後から靴音が響いてきた。

　全員の視線が背後へ向く。

　酷ひどく冷れい淡たんそうな無表情に、新品の白衣。その白衣とはあまりにマッチしない、軍用と思おぼしき厚手のブーツ。

　岳汐サナギだった。サナギは白衣のポケットに手を入れたまま、まっすぐに将人達のところへやってきた。

　サナギは背筋をピンと伸ばしたまま、将人の横に並んだ。

「……君は生徒会長だったな。すまない、うちの姪めいが迷惑をかけてしまったようだ。謝罪する」

「…………へ？」

　サナギの言葉に、将人は呆ほうけてしまう。

　姪？　クレスが？

　そんな馬鹿な、と思ったところで、サナギが助け舟を出してくれたのだと理解する。

　将人は咄とつ嗟さにクレスの口を強制的に噤つぐませて、声が出ないようにした。

　光秀は頰ほおを指で搔かきながら、サナギの顔をまじまじと見ている。

「新任の保健医だ。前任の方が行方知れずでな。代わりに派は遣けんされてきたのが私だ。岳汐サナギと言う」

「あー、そうなんすか？　この子、先生の姪めい御ごさんだったんすか」

「望もち月づき学園に入学させる審査を行うために連れてきたのだが……空くう想そう癖へきが酷い子でな。精神的に難ありと判断されて、入学は却下となってしまった。早々に連れ帰るつもりだったのだが、目を離すとすぐにどこかへ行ってしまう。私の責任だ、すまない。この子は私が叱しかっておくから、君達は教室へ戻りなさい」

　淡々と言って、サナギはクレスの両肩を摑つかんだ。

　しゃべれなくて口をモゴモゴしていたクレスは、驚いて将まさ人ととサナギを交互に見やる。

「先生の姪めいっ子こだってんなら問題ないわ。ほんじゃ俺らはこれで失礼するよ……じゃあまたな、姪っ子ちゃん」

　光みつ秀ひでがからかうように笑うと、クレスはぷくーっと頰ほおに空気を溜ためてふて腐れた。

　光秀とアカネが去り、将人はどっと息を吐いた。

「すみません岳たけ汐しおさん……助かりました」

「君が覇王だということがバレてしまうのは我々にとっても不利益になる。もう少し奴ど隷れいの管理はしっかりしてもらわないと困るぞ」

　ごもっともすぎて何も言い返せない。

　サナギがクレスの肩から手を離す。

　その隙すきにクレスは将人の尻を蹴け飛とばして、窓際に小走りで近づくと、窓枠に足をかけた。

　尻を蹴られて仰あお向むけにぶっ倒れた将人は、顔を上げてこめかみに血管を浮かべた。

「……お前、いい加減にしろよ？」

「ふ、ふははー！　隙だらけの貴様が悪いのだー！」

　すげームカつくことを言いながら、クレスが再び窓から飛び降りる。

　──ガサガサガサガサガサガサ！　ドスン！

「……いた～い……」

「大丈夫か～!?　怪け我が無いか～!?　丸まる山やま園その子こ～！」

「ク……クレス・バーンフィールド～！」

　またも運良く木の枝と植木がクッションになって助かったのか、クレスはふらふらになりながら去っていく。

「あんたの因子フアクターで動き止めたままにしときなさいよっ。また逃げられてんじゃないのっ」

「そんなこと言われても……あんまり慣れてねぇんだよこの力……」

　使えないわねっ、と悪あく態たいを吐ついてくるアイリに、将人は口を尖とがらせる。

　ともあれ、彼女の言うことはもっともだ。

　これ以上逃げられないように身体からだを硬直させて──

《将人さん、彼女を拘束するのは待ってください。一いつ旦たん逃がしてしまった方がいいです》

　鎖を通じてリゼットの声が聞こえたことで、将人は思いとどまった。

《どうしてだ？》

《この学園は因子軍ギアフアクターズの監かん視し下にあるはずですから、捕らえるならば学園の外に出た後の方がいいと思います。もし本当にいるならばの話ですが……他の王についての情報を聞かれてしまう可能性が高いです》

　さりげなくリゼットを見ると、彼女は横目でサナギを睨にらんでいた。

　サナギはため息を吐つきつつ腕時計の針に視線を落としている。

「授業に戻るなり彼女の捜そう索さくに向かうなり好きにしろ。仕事が残っているので失礼する」

　サナギは踵きびすを返し、あっさりとその場を去ってしまう。言動と態度から察するに、因子軍ギアフアクターズがクレスのことを重要視していないというのは恐らく間違いないだろう。

　サナギの姿が見えなくなったのを確認してから、リゼットは神妙な顔つきになる。

「……因子軍ギアフアクターズは信用できません。岳たけ汐しおサナギは、もしかしたらクレス・バーンフィールドが他の王の存在を知っていることに気づいているのかも……あのタイミングで助けに入るのは怪しすぎます」

「気づいているなら、因子軍ギアフアクターズはクレスを渡すように交渉してくると思うんだが……」

「理由はわかりませんし、確かく証しようもありません。ただ、私は因子軍ギアフアクターズを信用していません。彼らはいつだって、自分達の利益を優先します。将まさ人とさんだって、因子軍ギアフアクターズが信用できないからクレス・バーンフィールドの持つ他の王の情報を守ろうとしたのでしょう？」

　問われて、将人は首を傾かしげた。

　将人の反応に、リゼットも同じように首を傾げている。

　二人の横で、アイリが深くため息を吐いた。

「このお人ひと好よしがそんなお利口なこと考えられるわけないじゃない……」

「……なんかそれ、すげー馬鹿にされてる気がする。馬鹿にされてる気がするぞ」

「どーせあんたはあの中二病女が因子軍ギアフアクターズに捕まっていろいろされちゃうのは夢見が悪い～とか、そんな理由で生徒会に引き渡さなかったんでしょ？」

　図星。将人はうぐっとうなり声を上げた。

　アイリと同じように、リゼットも呆あきれ顔になる。

「自分を殺しにやってきた人間に同情するなんて……理解できません。仮にもあなたは王なのですよ？　将人さんは自分を守ることだけを考えていればいいのです」

「その理解できない思考回路のおかげであたし達が生きていられてるわけだから、とやかく言うつもりないけどさ？　気前のいい同情心のせいで自分から厄やつ介かい事に首突っ込むのだけは勘弁してよね？」

　アイリとリゼットが抗議するように顔を近づけてくる。

　外郭アウトサイドで暮らしていたというだけあって、アイリとリゼットの考え方はすごくドライだ。

　言っていることは間違っていないのだが、将人は二人ほどドライには徹しきれない。

「ちょっと変……いやかなり変な子だけど、なんか憎めないっつーか……放ほうっておけない感じしないか？　二人だってあの世間知らずそうな子が酷ひどい目に合うのは──」

「「どうでもいい」」

　二人は声を揃そろえて、じと目になりながら言った。

「できることなら、将まさ人とさんにはこの件が片付くまで家で大人しくしていてほしいです」

「ノアがいればあんたの家はたぶんこの世界のどんな場所よりも安全なんだから、しばらく引きこもってなさいよ」

　また言っていることが被かぶる。

「そんなわけにはいくかよっ。俺の知らないところでお前らになんかあったら──」

「あんたはあたしが守ってあげるんだから自分の心配してればいいの！」

「将人さんは大人しく私に守られていればいいのです！」

　アイリとリゼットは顔を赤くしながら、お互いに摑つかみかかった。

「さっきから何真ま似ねしてんのよ……っ！」

「あなたは親戚に鸚おう鵡むでもいるんですか……!?」

　両手をがっしりと摑み合いながら、よくわからない押し合いを始めるアイリとリゼット。

　また始まった。将人はうんざりして、ため息を吐つくのだった。





　　　　◆◆◆



　将人達と別れた光ひかりノ河かわアカネは生徒会室へと戻ってきていた。

　カーテンが閉め切られた薄暗い生徒会室で、一人の人物が椅い子すに座っている。

「お勤めご苦労様でした。隠かくれ蓑みのとはいえ、他人を演じるのはお疲れになるでしょう？」

　人差し指を自分の唇に当てて、アカネは片目を瞑つぶりながら楽しげにそう言った。

「必要なことだ。どうということはない」

「勇者因子ブレイブ・フアクターが覇王の手に落ちたのですから、我々がこれ以上学園に潜伏するのも難しくなってきましたね」

「問題ない。あの外郭居住者アウトサイダーが勇者因子ブレイブ・フアクターの持ち主だとわかっただけでも重ちよう畳じようだ」

「勇者因子ブレイブ・フアクター……王の因子を見つけ出す力、でございますか」

　アカネは口元に手を当てて、上品にクスクスと笑った。

　椅子に座っている人物は眼球だけを動かして、アカネを見た。

「何がおかしい」

「いえ、失礼致しました。楽しくなってきたな～と思いまして。今まで何の障害もなく上う手まくいっていたものですから、少し退屈していましたの。魔王様も実際はそうなのではないですか？」

　アカネの楽しげな様子を見ても、『魔王』と呼ばれた人物は何も返さなかった。

「勇者因子ブレイブ・フアクターはあなた様にとっては最も厄やつ介かいな因子フアクターです。早々に奪うばってしまう方がよろしいかと」

「そのつもりだ」

　魔王のはっきりとした答えに、アカネは艶えん美びな仕草で唇を指先で撫なでた。

「……では、覇王の力も同時に奪うばうおつもりで？」

「…………」

「因子軍ギアフアクターズの送り込んだ殺人鬼をも掌握してしまったあの力……《覇王化オーバーロード》は、とても魅力的な力だと思いますわ。奪うのであれば、早い方がよろしいかと存じます」

　アカネの進しん言げんに、魔王は目を細めた。

「……奴から奪うのはもうやめだ」

　その言葉に、アカネは驚いてわずかに目を見開いた。

　そして、彼女は気づく。魔王の細められた瞳ひとみの奥に、赤い光が宿っていることに。

　魔王は自らの掌てのひらに視線を落とした。

「実際に対たい峙じすることで初めて得られる感情というものは存在する」

「……？」

「俺はこの世に産まれ出いでて、初めて苛いら立だちというものを経験した。俺はあの因子フアクターが……あの男が存在していることが酷ひどく許せない」

　魔王は拳こぶしを握り、再び前を見た。

　その時、アカネは確かに聞いた。魔王の、歯は軋ぎしりの音を。

「あれは潰つぶす。俺の存在が、奴の存在を認めるわけにはいかないと疼うずいている」

　赤く染まった魔王の瞳は、確かに怒りを表していた。

「…………」

　理由を問おうとして、アカネは思いとどまった。

　問うまでもないと思い直したのだ。

　彼の眼め、彼の存在から滲にじみ出でる怒り。

　アカネにとって、理由などそれで十分だった。

　アカネは目を見開いたまま、足下からこみ上げてくる感情にぞくぞくと身み震ぶるいした。

「それでこそわたくしの『魔王』様ですわ。アカネは、あなたのそばにいられることを幸福に感じています。案ずることはありませんわ。覇王はあなたの敵ではありません」

「何な故ぜそう思う」

　魔王の問いに、アカネは嘲あざけるような微笑で、前を見たまま答える。

「彼の顔つきを間近でよく観察させていただいた時……正直驚いてしまったのですよ。覇王と言えば覇道を征いく者の称号ですわ。あなた様に匹ひつ敵てきするほどの方だと期待していたのですが……」

　クスクスと小さく笑いながら、アカネは将まさ人とへの評価を口にした。

「アレは、王の器ではございません。あのような凡ぼん庸ようの輩やからが、王の力を持つなどあってはならないことでございます」

「…………」

「この世界で王たりえるのは、あなた一人だけですわ……魔王様」

　うっとりとした視線を魔王に向けながら、妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

　魔王がアカネに返す言葉は、一言だけだった。

「当然だ」

　魔王は笑わない。魔王は驕おごらない。当たり前の事実として、そう述べた。

　ただ前だけを見み据すえて、彼は自らの進むべき『魔道』を歩く。

　望もち月づき学園生徒会。極めて優秀な因子フアクターを持つ生徒で構成された彼らは、魔王に絶対服従を誓っている。

　彼こそが、クレスが探っていたもう一人の王なのだ。

　他者から因子を奪うばい、我が物とする『魔王因子サタニツク・フアクター』。

　魔王は生徒会を利用し、生徒達の因子を調べ、優秀なものであればそれを奪い、我が物としてきた。

　この一年間に手に入れた因子は優に３００を超えていた。


　　　　◆◆◆








SecondEncounter　王を見つけし者






　夕刻が過ぎ、すっかり日が落ちてしまった午後８時。

　将まさ人ととリゼットは、予定通りクレスの捜そう索さくに出向いていた。

　アイリは現在別行動中だ。別に将人がリゼットを選んだわけではなく、たまたま今日がアイリの用事の日だったからだ。

　内郭インサイドの繁華街を一通り歩き回り、現在二人は人気の無い路ろ地じ裏うらなどを捜索している。

　リゼットは平気な顔をしていたが、将人は肩で息をしながら膝ひざに手をついていた。

「どじっ子のくせになんでこんなに動き回るのがはえーんだ……！」

「《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》の力は成長過程のようですからね。方角と距離だけでは追跡には不十分と言えるでしょう」

　大丈夫ですか？　と、リゼットが背中を摩さすってくれる。

「……やはり鎖の力で彼女の動きを停止させてしまった方が早いのでは？」

　呆あきれた顔で、リゼットが言ってくる。

　将人は少し考えた後、肺に必要な空気を吸い込んでから首を横に振った。

「視界を盗んでも似たような風景ばっかでよくわからないし、いきなり動きを止めたら車に轢ひかれちまったり、変態に襲われたりしちまうかもしれない。やっぱこのまま捜させてほしい」

「……ハァ、あなたは本当にお人ひと好よしですね」

「…………すまん、迷惑かけるな」

　でも性分だから許してほしい、と将まさ人とは苦笑する。

　リゼットはそっぽを向きつつ、頰ほおを指で搔かいた。

「別に……悪いとは言っていませんよ。むしろ私は将人さんのそういうところ……嫌いじゃないですし」

　頰を染めながらリゼットがそんなことを言ってくる。

　将人は嬉うれしそうに笑ってみせた。

「迷惑かけてる身でこんなこと言うのもなんだけど、短所だと思っていた部分を好きって言ってもらえるのは正直嬉しいぜ。ありがとう」

「！　す、好きとは言っていませんよっ！　じじじ実際、将人さんにはお世話になってはいますが、結構振り回されているのも事実ですしっ。お人好しは短所になることが多いんですからね!?　『王』の一人になったのですから、誰彼構わずお人好しを発はつ揮きする悪癖を直す努力をしてくれないと困ります！」

「あ、はい……善処します」

　怒られてしまって、将人は肩を落とす。

　リゼットは顔を真っ赤にしながら、「まったくもぅ」とほっぺを膨らませた。

「そ、それで、現在のターゲットの位置はどこですか？　そろそろ見つけないとこのあたりも物ぶつ騒そうになってきますよ」

　誤ご魔ま化かすようにリゼットに催促されて、将人はリアライズデバイスに意識を集中させた。

　鎖から熱のようなものが身体からだに伝わってきて、脳に直接情報を叩たたき込んでくる。

「……近いな。この近くの路ろ地じ裏うらから動いてないみたいだ」

　将人達は薄暗い路地裏を進み、クレスのいる場所へと急いだ。

　すれ違うのはたむろする若者やいかがわしい店の客引き、酔っ払いばかりだ。浮ふ浪ろう者しやの類たぐいは一切いない。たとえ路地裏であろうとも、内郭インサイドに落ちこぼれの居場所は無いのだ。

　将人は客引きをかわしながら、路地裏の奥へと進んでいく。

　次第に人の気配は無くなり、路地裏の闇やみが濃くなってきた。

「……この辺りのはずなんだが……」

「一応警けい戒かいしてください。内郭インサイドと言えども、危険が無いとは言い切れません」

　リゼットがデバイスを出現させて、両手に装着する。

　将人も念のためいつでも鎖を展開できるようにしていた。

　靴音と水滴の落ちる音だけが路ろ地じ裏うらに響いている。繁華街の明かりも、ここまでくるとほとんど届かない。

　自然と、将まさ人との背中に冷たい汗が伝った。

「……止まってください。人の声が聞こえます」

　リゼットが将人の胸の前に手を当てて、銃口を道の先へ向ける。

　将人はリゼットが聞こえたという声に耳を傾けた。

　確かに、呟つぶやくような声が聞こえた。

「えへへ……やはりダンボールは素晴らしい……人類の生み出した英知の結晶だ～」

　なんだか間の抜けたような声だったが、聞き覚えがある。

「間違いない……クレスの声だ」

　将人とリゼットは音を立てないように慎重に声の方へ歩く。

　次第に、声がはっきりと聞こえてくる。

　他に人の気配は無い。どうやら独り言をしゃべっているようだ。

　将人はさらに耳を澄ませた。

「ここまで安くて実用性の高い防寒具は他にあるまいよ～。ただの紙でできているのに、どうしてここまで暖かいのかな～……不思議だな～……えへへ～」

　…………。

「内郭インサイドとはすごいところだ……ダンボールなど外郭アウトサイドでは貴重品だったのに、ここでは無造作に道端に置かれていたりする……裕福層インサイダーは贅ぜい沢たく三ざん昧まいな生活をしているのだな～」

　…………。

「がっこうという場所も驚きだ……一番びっくりしたのは綺き麗れいな水が蛇口を捻ひねっただけであふれ出てきたことだな……あれはどういう仕組みなのだろう。魔法の類たぐいなのかな？」

　…………。

「は～……今日は大変だったけど、実にラッキーだったぞ。魔法の蛇口で水浴びができたし、こんなにいっぱいダンボールが手に入った。覇王は倒し損ねたが、収穫としては十分すぎる」

　…………。

「あったか～い……もう寝て、明日がんばろう。今日はいい日だった……明日もいい日でありますように……」

　…………。

「星でも見えれば……いいのにな～……むにゃむにゃぐぅ」

　………………。

　……………………。

　……声が寝息に変わって、将人とリゼットは目の前のソレを見て無言になってしまった。

　路ろ地じ裏うらの端っこに、ダンボールの山が置かれている。

　こんもりと積みあがったダンボールの下には、何かが丸まっていた。

　それは子猫のように身体からだを丸めて寝転がる、鎧よろいを着た少女だった。

　すごく幸せそうな顔で眠っている。

「むにゃむにゃ……おなかいっぱ～い……もう食べられないよ～……」

　どう見ても、ホームレス勇者様だった。

　ホームレス丸まる山やま園その子こさんだった。

「……ま、将まさ人とさん……見つけましたけど……どうしましょう？　私はどう反応したらいいのかわかりません」

　リゼットが引きつった顔でクレスを見下ろしている。

　将人は黙っていた。

　不思議に思ったのか、リゼットが将人の顔を覗のぞき込こんだ。

「あの……将人さ──」

「不ふ憫びんすぎるよっ！」

　将人は、滝のような涙を流しながら号泣していた。

　うわ……と、リゼットが引いてしまうほどの号泣だった。

「なんでっ、なんでこの子、路地裏でダンボール敷いて寝てんだ？　外郭アウトサイドの人達ってみんなこういう生活してんのっ？　なあリゼット答えてくれっ……俺……なんかもうっ、いたたまれなくてどうにかなりそうだ……っ」

「い、いえ……全員がこうというわけでは……確かに浮ふ浪ろう者しやは多いですが」

　それを聞いて、将人は地面に膝ひざをつき、両手で顔を覆おおい隠した。

「俺、自分がどれほど恵まれた環境にいたのか今日ほど思い知ったことないわ……すげー自分が恥ずかしい……」

「どうして将人さんが落ち込んでるんですか!?」

「どうしてこの子幸せそうなんだよ……ダンボールで寝れるってだけでなんで幸せそうなんだよ……古典的な寝言も哀あい愁しゆう漂ただよいすぎだろ……絶対おなかいっぱいじゃないじゃん！　飢うえてるって言ってるようなもんじゃん！」

「感情移入しすぎです！　しっかりしてくださーい！」

　落ち込んでいる将人の肩を揺らして、どうしたらいいかわからないリゼットが叫んだ。

　その拍子に、クレスがもぞもぞと動いて、うっすらと瞼まぶたを開けた。

「うにゅ……？」

　目を擦こすりながら、クレスがダンボールの中から這はい出でてくる。

　そして、寝ねぼけ眼まなこで将人とリゼットを見た。

「…………なん……で……!?　覇王!?　あっ、わっ、ど、どうしよっ、どうしようっ！　えとっ、剣～！　剣は～!?　あぅ！」

　クレスは慌てふためき、涙目になりながらダンボールの中に埋もれているであろう剣を探す。デバイスなのだから再構築させてやれば具現化することを、寝ぼけていて忘れているらしい。

　将まさ人とはそんなクレスの両肩にそっと手を置く。

　びくりとクレスが身体からだを震わせて硬直。

　固まった彼女の身体を、将人が振り向かせる。

「き、き、き、貴様っ、またもやクレスの寝込みを襲うとは……！」

　気き丈じように振舞っているが、その姿はプルプルと震えるチワワのようだった。

「クレスを、どどどどうするつもりだ!?　た、た、戦おうというのなら、う、ううう受けて立つぞ！」

「……俺からお前にしてやれることなんか、一つぐらいしかねぇよ」

「ま、まさかここでっ、ククククレスをてごめに!?」

　将人はゆっくりと首を横に振り、顔を上げた。

　そして滝のように涙を流しながら、

「飯、腹いっぱいになるまで好きなだけ奢おごってやるよ！」

　親指をグッと立てて、健やかな笑顔でそう言った。







　──30分後。

「さあ、なんでも好きなもの頼んでくれ。遠慮なんかしなくていいぜ」

　メニューをクレスに手渡して、将人は両手を広げた。

　現在、将人とリゼット、そしてクレスは、ファミリーレストランの端の席に座っていた。アイリとリゼットが将人の奴ど隷れいになった日に訪れたファミレスである。立地が微妙な場所であるため、まだ夜９時前だというのに客はまばらだった。

　クレスは受け取ったメニューを恐る恐る開き、料理の写真を眺めていた。

「……わ～」

　感嘆の声が漏れたが、クレスはすぐにハッとしてメニューを閉じた。

「ふ、ふんっ、食べ物で釣ろうというのなら無駄だぞーっ。覇王の施しなど受けてたまるものか！」

　そう言いつつも、クレスの口からはよだれがだらだらと流れている。ここまでついてきてしまった時点で自分が釣られてしまっていることに気づいていないようだ。

　将人の横に座っているリゼットが、ため息と共に胸の前で両腕を組んだ。

「信じられないのも無理はないですが、将人さんはあなたをどうこうしようとは本気で思っていません。この人は純粋にあなたに同情しているだけ……つまりただのお人ひと好よしです」

　ただの、は余計だと突っ込みたくても突っ込めない将まさ人とであった。

　クレスはよだれを拭ぬぐいながら将人を指差した。

「お人好しの覇王などいるものかっ！」

「私もそう思いますが、残念ながらいるんです。ここに」

　リゼットも将人を指差す。

　将人は辛しん辣らつなリゼットの評価にいちいち傷つきながら、肩を落とす。

「貴様がどう言おうと信用などできん！　覇王は何があろうとクレスの敵なのだっ」

　ふんだっ、とでも言いそうな顔で、胸の前に腕を組んでクレスがふんぞり返る。

　リゼットは穏おだやかな口調と態度を辞めて、瞳ひとみから光を消してから将人を見た。

「これ以上説得するのは面倒です。将人さん、すみませんが脅きよう迫はくに切り替えさせていただきますね。あなたの尊そん厳げんを傷つけるかもしれませんが、ご理解を」

「……へ？」

　いきなり出てきた脅迫という単語に、将人は間抜けな反応を返す。

　リゼットは両りよう肘ひじをテーブルにつき、組み合わせた手の上に顎あごを乗せてクレスを睨にらんだ。

「今現在のあなたの状況を、私の過去の立場と現在の立場を説明して理解してもらいます。外郭アウトサイド出身者であるのなら、私の立場がどれだけ異常なのかがわかっていただけるかと思いますので」

　リゼットはコップに入った水を一口飲むと、クレスにここ数日間で起こったことの全すべてを話した。

　自分がローグカンパニーの元処刑人であり、将人の奴ど隷れいになってしまったこと。現在は将人を守るために、内郭インサイドで生活をしていること。桐き生りゆう将人という人間がいかにお人好しで世間知らずかということ。

　将人の覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターは、首輪をつけた相手の身体からだを自由自在に動かせてしまうということ。

　そして、将人を殺せばその奴隷もまた命を落とすということ。

　などなど、洗いざらい全部しゃべった。

「──以上のことから、あなたは将人さんに逆らうことはできません。殺すも生かすも将人さんの意思次第なのです」

「……あわわ」

「今彼があなたに求めているのは、ここの料理を注文し、食すことです。意地を張るのは時間の無駄ですよ。たとえこれが罠わなだろうと、あなたはさっさと料理を注文して好きなだけ貪むさぼるしかないのです」

「……そ、そんな……」

「早くなさい──聞こえなかったのですか？　料理を注文しろと、将人さんはあなたに命令しているのですよ」

　殺意すら込めて、リゼットは言い終えた。

　最後の一言で、クレスがびくんと肩を飛び上がらせてから、大人しくメニューに視線を落とした。手が震えてうまくページをめくれなくて、クレスは今にも泣きそうだ。よっぽどリゼットの脅きよう迫はくが怖かったのだろう。

　さすがローグカンパニーの処刑人と言うべきか、要点だけを並べ立てて突きつけるようなしゃべり方と、殺し屋特有の眼がん力りきはちびっ子といえども様になっていた。

　将まさ人とは頰ほおをひくつかせる。このままでは完全に自分が悪役ではないか。

「脅してどうすんだよ、せっかく腹ペコだったのに食欲なくなっちまうだろう？」

「？　こういうはなから話をする気の無い手合いには脅迫が一番効果的なのですよ？」

　常識でしょう？　とでも言いたげにリゼットはキョトンとしている。

　恐ろしい子だった。さすがにまだ外郭アウトサイドでの常識が抜け切っていないようだ。

　将人はクレスを怖がらせないように笑顔を取り繕った。

「大丈夫だからな、クレス。用が済んでお前が俺に危害を加えないと約束してくれるなら、すぐに首輪は解除してやる」

「……うぅ」

「だから今は好きにご飯を食べていいんだ。腹が減ってちゃ話に集中できないだろ？　合成食品ばっかだけど結構美う味まいんだぜ、ここの飯」

　人の良さそうな笑顔で言うと、クレスは多少安心したようで、落ち着いてメニューと睨にらめっこを始めた。

　そしてしばらくしてから、おっかなびっくりといった様子で、小さい指でメニューの一つを指差した。

　目玉焼きハンバーグだった。

「……これ」

「一つでいいのか？　もっと他のも食べていいんだぞ」

「こ、これがいい。これ……５個」

　恐怖が消えきらない上目遣いで、クレスは言う。

「５個か……ハンバーグ好きなんだな。ＯＫわかった」

　にっこり笑って、将人は店員を呼び出すベルのボタンを押した。

　店員がやってくるまでの間、席には静せい寂じやくが漂ただよっていた。

　リゼットはクレスへの警けい戒かいを解いておらず、ずっと睨みつけている。クレスはクレスで、気き丈じように振舞いたいっぽいのだが、リゼットが怖くて大きく出られないでいるようだ。

　将人は気を誤ご魔ま化かすために水を飲もうとしたが、もうコップには氷しか入っていなかった。

（なんかつい最近も同じ状況にあった気がするぞ……頼む、早くきてくれ店員さんっ）

　祈るような気持ちでいると、ようやく店員が将まさ人と達の席までやってきた。

「いらっしゃいませぇ♪　ご注文をどうぞ～♪」

　ほっと一息吐いてから、店員さんへ注文を口にしようとする。

　が、その店員と目があったところで、将人は硬直した。

「本日のオススメはこちらのビーフシチュー……ハンバ……グ……──!?」

　店員も、ニコニコ笑顔のまま将人を見て硬直した。

　隣に座っていたリゼットは店員を見ても落ち着き払っていたが、口元にだけ笑みを浮かべて「ふっ」と嘲あざけるような笑い声を吐いた。

　店員さんは電卓を手に持ったまま動かない。

　ここは制服が可愛かわいいと評判で、店員も可愛い子ぞろいなことで有名なファミレスだったりする。こういった店は外見を重視するところも多く、採用条件が因子フアクターの性能だけに囚とらわれていない。

　ようは可愛いかイケメンならば無条件で採用されることもあるのだ。

　そう、たとえ面接に来た相手が外郭居住者アウトサイダーで、殺し屋だったとしても、だ。

「……アイリ……お前のバイト先ってここだったのか……」

　将人は驚きつつも、店員さん……アイリの姿に見み惚とれてしまう。

　いわゆるメイド服だった。

　白と黒を基調とした乙女チックなスカートやレースの手袋は、着ている者の清せい楚そさやおしとやかさを際立たせるものだ。

　似合っているし可愛いのだが、スタイルが良くて比較的露出が高めなアイリを知っている人間から見ると、とても違和感があった。

　アイリは顔を真っ赤にして、恥ずかしそうにスカートの裾すそを摑つかんでいた。

　そして、涼しい顔で水を飲むリゼットに怨えん嗟さの視線を向ける。

「雑用係ぃ……！　ここは絶対に使うなって別れる時に言ったわよねぇ!?」

「いいではありませんか。あなたのシフトは夜９時までのはずですし、バイトが終わればそのまま私達の話し合いに参加できるのですから、報告が省けて一石二鳥です。私なりに気を遣ってあげたのですよ？」

　フフン、と流し目を送りながらリゼットが笑う。

　アイリは悔しそうに「ぐぬぬ」と唸うなるばかりだった。

　何な故ぜアイリがバイトをしているのかというと、桐き生りゆう家に厄やつ介かいになる上での生活費を家に入れるためだった。

　もちろん強要したわけではなく、二人は自主的にバイトをしている。

　しかしまさかこのファミレスでウェイトレスをしていたなんて思いもしなかった。

「恥じることはないですよ。あなたのふしだらで男性を誘惑することに長たけた肉体は、その衣装がとてもお似合いです」

「っ！　ほんと頭にくる女ね！　あんただってここの店員でしょうが！」

「そうなのか？」

　将まさ人とが問うと、アイリは制服のポケットをごそごそとまさぐって携帯を取り出した。

　そして画面を将人へ押し付けるように差し出す。

　そこにはアイリと同じ制服を着たリゼットの姿があった。

「!?　何を見せているんですかあなたは！　いつ撮りやがったんですー!?」

「脅きよう迫はくのネタになると思って着替え中に隠し撮りしたの。ほら見なさいよ桐き生りゆう、こいつ自分の胸のスカスカッぷりを気にして手で押さえてんのよ。あっは、惨みじめよね～」

　携帯を奪うばおうとリゼットが身体からだを乗り出して手を伸ばすも、アイリはひょいとそれをかわして将人の目の前に画像を持っていく。

　リゼットは将人の膝ひざの上にうつぶせに倒れながら、じたばたと手足をばたつかせることしかできない。

「わーわーわー！　将人さんそれ以上見ないでくださぁい！　そんな姿を見られてしまったら私は……私は～！」

「お、おいお前らこんなとこで喧けん嘩かすんなっ！　アイリっ、仕事中だろうがっ！　リゼットもそこどいてくれ、他のお客さんに誤解を招く！」












「因果応報とはこのことね～！　おーっほっほ！　せっかくだから他の客にも見せびらかしてこようかしら。みなさん！」

「ギャー殺します！　今すぐそのたわわな乳ごと亡き者にしてあげますからねー！」

「だー！　お前らもう外でやれ外でー！」

　いい加減周りの視線が集中してきて、将まさ人とも手に負えなくなってくる。

　いつもこんな調子である。おかげで学園内では二人が犬猿の仲だということが知れ渡ってしまった。リゼットはアイリが嫌いで、アイリはリゼットの前だと性格が変わる……などなど、二人の仲については若じやつ干かん触れてはいけない話題になっていた。

　二人に板ばさみ状態にされながら、将人はふとクレスを見た。

　クレスはきょとんとした顔で将人を含めた三人を眺めている。

　どうやら怖おそれは消えてくれたらしい。

（とりあえず結果オーライ……か？）

　自分達が言うほど物ぶつ騒そうな存在ではないことがわかってもらえたのならば重ちよう畳じようだった。







　アイリとリゼットのじゃれあいという名の殺し合いが始まりそうになったが、ウェイトレスの先輩が二人に拳げん骨こつ制裁をお見舞いしたことで事態は収まった。

　ありがとう先輩さん、二人のじゃれあいはライオン同士のじゃれあいに匹ひつ敵てきするほど物騒なのです。助かりました。

　将人は心の中でとても美人なウェイトレスの先輩に感謝を送った。

　やっとテーブルも落ち着いたので、左隣にリゼット、向かいの席にクレスとバイトを終えたアイリが隣同士で座っている。

「あむっ、むぐっ……はむはむ……はむっ」

　クレスはナイフとフォークを不器用に使いながら、一生懸命に目玉焼きハンバーグを頰ほお張ばっている。美お味いしそうにというか、一生懸命だ。食べるスピードがものすごく速い。

　完全に食事に集中していて、将人達を見向きもしなかった。

「もうちょい落ち着いて食えよ。ハンバーグは逃げたりしないぞ」

　将人が苦笑しながら言うと、アイリが頰ほお杖づえをつきながらクレスの顔を眺めて目を細めた。

「ハンバーグなんて食べたことないんでしょうね。外郭アウトサイドの浮ふ浪ろう者しやだったんなら、この必死な食べ方にも納得がいくわよ。あそこの連中にとって食事は楽しむものじゃなくて栄養補給。人間は動物と一緒よ」

「…………」

「あたしも外郭アウトサイドに行ったばっかの頃はこうだったし」

　アイリ達から前に聞いたことがあるので、外郭アウトサイドの状況は知っている。それでもやはり本当にあそこで暮らしていた人間を見ると、心が軋きしむようだった。

　複雑な心境で、将まさ人とはリゼットを見る。

　リゼットも、ボロネーゼ風パスタを三皿ほど頰ほお張ばっていた。

　すごい幸せそうな笑顔だった。

「もぐもぐ！　もぐもぐ！　ん～♪」

「…………」

「──はっ！」

　リゼットは将人の視線に気づいて、慌てて平静を装い、喫茶店でコーヒーを飲むように、お上品にホットミルクを口に運んだ。しかしほっぺたにソースがくっついちゃっているので、いろいろ手遅れである。

　将人は再びクレスに視線を戻す。

　クレスは食べることに一生懸命だけれど、瞳ひとみに涙が浮かんでいた。

　その涙がどういう意味を持つのか、少しは想像がつく。

「……美う味まいか、クレス」

「……（コクコク）」

「そっか……遠慮しなくていいぞ。好きなだけ食べな」

　クレスは口をもぐもぐさせながら涙を拭ぬぐい、不思議そうに将人を見た。

「……もにょにょもにょもにょ」

　何を言っているかわからなくて、将人は首を傾かしげる。

　丁度そこで、クレスの横顔を眺めていてずっと貧乏ゆすりをしていたアイリがテーブルのナプキンを二枚手に取った。

　一枚をテーブルの上を滑らせてリゼットへ。もう一枚をクレスの口元に押し付けた。

「あーダメ。イライラする。あんた達女子なんだから口ぐらいちゃんと拭ふきなさいよ……あとしゃべるのは口の中のものを飲み込んでからにしなさい」

　アイリは気だるそうにクレスの口元を拭ってやった。雑だったが、まるでお母さんが子供にしてやるような仕草だった。

　それを言ったらきっとアイリは怒るだろうが、なんとなく微笑ほほえましい光景だ。

　クレスは大人しく口を拭われながら、アイリと将人を交互に見やった。

　そして、口の中のものを飲み込んでから、

「……お、お前達は、食べないのか？」

　声を抑えながら、そう言った。

　アイリは頰ほお杖づえを吐つきながらそっぽを向く。

「あたしはまかないで食べさせてもらったからいらないだけ。そういえば桐き生りゆうはなんで食べないの？」

「や……俺はその……財布がな。ちょいと寂しいんで」

　将まさ人とがバツが悪そうに頰ほおを搔かく。

　するとクレスが口をあわあわさせた。

　リゼットもやってしまったと言わんばかりにパスタの皿を見るが、もう完食済みである。

「すみません将人さん！　わ、私、気づかないでがっついてしまいました！」

「いやいや、お前らは気にしなくていいって。俺が好きなだけ食っていいって言ったんだし」

　腹が減っていないと言えば噓うそになるが、奢おごると言った手前引くに引けなかったのである。

　それに、クレスが嬉うれしそうに食べているのが見れただけでも満足だった。

　当然自己満足だが、誰も損をしていないのだからそれでいいと将人は思う。

「あんたも馬鹿よね。普段から食費抑えるために自炊してんのに、なんでファミレスなんかで奢るかな。ここ結構高いわよ」

「まあ、今月俺の分の食費を抑えればいいだけの話だから。最近ちょっと腹周りが不安だったし、ダイエットにもなって一石二鳥だ」

　そう言ったところで、タイミングよく腹の虫が鳴ってしまう。

　最高に格好悪かった。

　将人が照れ隠しに頭を搔きながら苦笑していると、クレスがフォークとナイフを握ったまま下を向いた。

　視線の先には、最後の目玉焼きハンバーグ。

　クレスはハンバーグの乗った皿を、ずいと指で滑らせて将人の方へ寄よ越こした。

「……腹が減っては話し合いに集中できないと言ったのは……き、貴様だ」

　出会った時と同じような尊大な口調にしようと努めているのだろうが、覇気が無い。

　恥ずかしがっているのだろうか。

「気にすんなって、まだ食い足りないだろ？　俺は平気だから」

「……むぅ」

　唸うなり声ごえのようなものを上げてから、クレスはハンバーグにナイフを通す。

　続いて付け合せのポテトや、にんじんやほうれん草も半分に分けていく。

　そして危なっかしい手つきで半分にした品々を別の皿に載せると、将人に差し出した。

「食えっ。飢うえているのならば、たとえ倒すべき相手であろうと食料を分け与えるべしっ。対等な条件下で戦うのが勇者としての在り方なのだと、クレスは兄から教わった」

「…………」

「だ、だからっ、半分こだ！」

　言い終えると口を一文字に結び、クレスは顔を引き締めた。

　突然のことに将人は呆ほうけてしまったが、こんなことを言われては受け取らないわけにはいかなかった。

　皿に載った半分のハンバーグ。しかし目玉焼きの黄身は半分にされておらず、全すべて将まさ人との方に載っていた。

　クレスはすでに自分の食事に戻っている。リゼットは何か思うところがあるのかクレスを真まっ直すぐに見つめており、アイリは肩をすくめていた。

　将人は黙ってナイフとフォークを手に取り、半分にされたハンバーグを口に運ぶ。

　何な故ぜだかわからないが、半分にされたハンバーグはとても深い味がした。

「……ありがとな」

「ふんっ。どっちがだっ」

　顔を赤くしながらハンバーグを食べるクレスを見ながら、将人は改めて思う。

　やはりこの子は悪い人間にはとても見えない、と。







「「「──王を見つけ出す力？」」」

　食事を終えた後、将人、リゼット、アイリは声を揃そろえて訝いぶかしげにクレスに問うた。

　クレスは胸の前で腕を組みながら、ふふんとふんぞり返った。

「さよう、クレスの勇者因子ブレイブ・フアクターが具現化する《ブレイバー》には、パラメーターに表示されない隠された力が宿っているのだ」

「それが……王を見つけ出す力だっていうのか？」

　訝しげな将人達に、クレスは不服そうにほっぺを空気で膨らませた。

「貴様ら信じていないな？　いいだろう、では見せつけてやる！　クレスの力を！」

　クレスが立ち上がり、天に掲げるように腕を伸ばした。

　そして、

「悪しきを照らしし我が力よ！　悪を切り裂く我が剱つるぎよ！　今こそその威い光こうを示すのだ！　顕けん現げんせよ──」

　聞いていて心が痛くなってくるような恥ずかしいセリフと共に、クレスが拳こぶしを握る。

「ブ～レ～イ～」

「「「…………」」」

　イ～、のあたりでクレスの右手が輝き、剣が出現する。

　その剣は一瞬で霧む散さんしてしまった。

　将人が鎖に命令してデバイスを消失させたのである。

「バ!?　あ、あれ!?　ナゼダっ!?　貴様の仕業か覇王！」

「人前で剣なんか出すんじゃねぇよ……テーブルの下に出せ、テーブルの下」

　不服そうではあったが、クレスは将人に言われた通りテーブルの下に潜り込んだ。

　将まさ人と達も揃そろってテーブルの下に潜り込む。

　とても狭かった。

「よし、いいぞ」

「わかったっ。悪しきを照らししししし──」

「そこからやんのかよっ。はぶいてくれ、お願いだからっ」

　むぅ、と不満そうに頰ほおを膨らませたが、クレスは大人しく剣を出現させた。

　見た感じ、ファンタジーなＲＰＧによく出てきそうなデザインの剣だ。玩具おもちや屋とかで売っているレプリカっぽいが、岳たけ汐しおサナギが言うにはちゃんと切れるらしい。

「この剣は『王の因子』を持つ者が近くにいるとピカピカするのだ」

「ピカピカ……光るってことか？」

「むろんだ」

　ふふーんと胸を張ろうとして、テーブルに頭頂部を強打するクレス。

　涙目になりながら、クレスは剣の柄つかを強く握った。

　すると──剣の刀身が、確かに琥こ珀はく色いろの輝きを放った。

　おお、と将人やアイリ達も感心したような声を上げた。

「すげぇ、マジで光ってる」

「王の種類によって光の色が変わるのだ。クレスが確認しただけでも、『英雄』は白、『冥王』は紫、『女王』は赤だ。そして『覇王』、貴様はキンピカということになる」

　どや？　としたり顔をするクレスに、リゼットは真剣な表情で顔を向けた。

「色が判明しているということは、他の王にもすでに接近したことがあるのですよね？　何な故ぜわざわざ遠い場所にいる将人さんを狙ねらってここまでやってきたのです？　別に英雄でも女王でもよかったのでは？」

　リゼットに痛いところを突かれて、クレスはしたり顔を引きつらせて目を逸そらした。

「うぐ……英雄にしろ女王にしろ冥王にしろ……組織自体の力が強大だ。お、王になったばかりの覇王なら……クレス一人でも対処できると……思ったのだ」

　もにょもにょと歯切れ悪く事情を打ち明けるクレス。

　つまり、一番弱そうなのから倒そうとしたわけだ。

　勇者としてそれはどうなのだろう、なんてことを将人は別に思ったりはしていない。

　しかしクレスは将人達がそう感じたのだと思ったのか、慌てて自分の因子フアクターの凄すごさをアピールし始めた。

「ひ、光の強さによってだいたいの距離がわかるのだ！　光り始める距離は……えーと、１３００クレスくらいからだなっ！　すごいだろう？」

　……たぶん、クレスを１３００人くらい縦に並べた距離、ということだろう。

　身長は１５０㎝あるか無いかだし、だいたい２㎞といったところか。

「距離が近ければ近いほど王のパラメーターや、名前なんかもわかるのだぞ。どうだ、すごいだろうすごいだろう？」

「確かにすごいけど……ここから外郭アウトサイドまで２㎞以上あるわよ。あんたどうやって桐き生りゆうのことを感じ取ったのよ？」

　アイリが問う。

「距離がすごく離れていても、時折一瞬だけ剣が光ることがあるのだ。その時は、王がいる方向だけなんとなくわかる」

「……ふぅん。それで桐生がいる方向に延々歩いてきたってわけか……その時々光る時って、何かきっかけがあるわけ？」

　アイリが再び問いかけると、クレスはキリッとした凛り々りしい顔を彼女に向けた。

「わからん」

「……アバウトな能力ね」

　ため息を吐つくアイリの横で、リゼットは自分の顎あごに手を当てた。

「確かにアバウトですが、我々にとってとてつもなく有用な因子フアクターですよ。この力があれば、他の王との戦いを避けることも、こちらから先に仕掛けることも可能になります」

　リゼットが物ぶつ騒そうなことを言う。

　将まさ人とはクレスの説明を聞いて、ごくりと喉のどを鳴らした。

「……クレス、お前言ってたよな。あの学園内に、もう一人王がいるって」

　廊下で暴れていた時、確かにクレスは将人以外の王を捜していた。

　非常識な奴の行動だからそこまで深刻に考えていなかったが、生徒達に剣を突きつけるクレスの表情は真剣だった。

　クレスは少し怯おびえたような表情になり、一度だけ頷うなずいた。

「……うん、貴様以外に、あそこにはもう一人、王がいる。クレスも知らなかった。覇王にてごめにされそうになった時、逃げる途中で剣が別の色に光ったのだ」

　若じやつ干かん人聞きが悪いことを言われた気がしたが、今はそれどころではないのでスルーする。

「学園の中にいるとわかったということは、かなり近い距離にいたはずです。名前やパラメーターはわからなかったのですか？」

　リゼットの言葉に、クレスは困ったような顔でうつむいた。

「光はとても強かった。でも、一瞬で消えてしまったのだ。クレスもこんなことは初めてだ」

　しゅん、と肩を落とすクレス。

　一瞬で消えた？　瞬間移動でもしたというのだろうか。

　推測はどうあれ、王なのだから何かとんでもない力を持っているのは間違い無かった。

「光の色は何色だったんだ？」

　将まさ人とが尋ねると、クレスは言った。

「…………黒だ」

　そして、自分の肩を強く抱く。

「あれは……とっても嫌な光だった」

　声が震えている。学園の廊下であれだけ取り乱していたのは、きっと剣が放った光の歪いびつさに危機感を感じたからなのだろう。

「黒……色から連想されるのは『魔王』ですが、新たな王の可能性もありますね」

　リゼットは顎あごから手を放し、将人を見た。

「将人さん、どうしますか？　因子軍ギアフアクターズに報告して協力を得るのはオススメできません。勇者因子ブレイブ・フアクターを彼らに手渡してしまえば、因子軍ギアフアクターズは王の殲せん滅めつに乗り出すかもしれません。恐らく外郭アウトサイドは戦争状態に陥おちいってしまうでしょう。今はひとまず丸まる山やま園その子こ──」

「クレス・バーンフィールド！」

「……クレス・バーンフィールドをそばに置き、因子軍ギアフアクターズには内密でもう一人の王への対処を考えるべきかと」

　将人は下唇を嚙かみながら考え込んでいた。

　リゼットの言う通り、因子軍ギアフアクターズに協力してもらうのはやめておいたほうがいいだろう。クレスの力は、他の王を捜すためのレーダーとして最適だ。

　万が一外郭アウトサイドに因子軍ギアフアクターズが攻め込めば、罪の無い人々も犠牲になってしまう。何より、因子軍ギアフアクターズにクレスを道具のように使われるのは避けたかった。

　そして、学園にいるというもう一人の王。

　その王が敵対的なのか、友好的なのか、覇王である将人の存在に気づいているのか、いないのか。現状、それすらもわからなかった。

　今必要なことは、もう一人の王に関する情報と、そしてクレスの因子フアクターの力を因子軍ギアフアクターズから隠すことだ。

　将人はしばし考えた後、皆をテーブルの下から出るように促した。

　席に座り直すと、将人はクレスを見た。

「クレス、お前の目的は王を倒すことなのか？」

「うむ。全すべての王を倒し、世界に平和をもたらすことがクレスの目的で、そんざいいぎだ」

「……じゃあ、お前が王を倒そうとする理由はなんだ？」

　聞くとクレスは目を細め、将人を睨にらんだ。

「王は悪しき存在だ。世界に混こん沌とんをもたらしているのは、まぎれもなく王達なのだ。クレスは兄にそう教わった」

「王だって人間なんだぜ。悪い奴もいると思うけど、そうじゃない奴もいるとは思わないのか？」

　将まさ人との言葉にクレスは一瞬瞳ひとみを揺らしたが、すぐにそっぽを向いた。

「思わない！　王は絶対悪なのだ！　覇王、貴様もこの首輪を外した後、必ずクレスが葬ってやるから覚悟しろ！」

　クレスの言葉に、将人は少しだけ胸が痛んだ。

『王の因子』は存在しているだけで疎うとまれる。

　王は世界の敵。

　因子軍ギアフアクターズや外郭アウトサイドの組織の考え方とクレスの考え方は一緒だった。

「……殺し屋だったあたしが言うのもなんだけどさ……平和なんてものを掲げているなら、お兄ちゃんに教わったから王を倒すだなんて、理由としては最低中の最低だと思うけど」

　アイリが頰ほお杖づえをついたまま、不快そうに言って一瞬だけ将人を見た。

　けれど、すぐに視線を逸そらしてしまう。きっと将人に気を遣ってくれたのだろう。

「っ、兄を愚ぐ弄ろうするか、貴様っ！」

　顔を真っ赤にして、クレスは隣のアイリに怒鳴った。

　アイリは横目でクレスを睨にらみつける。

「あたしが愚弄してんのはあんたの兄貴じゃなくて、あんただけよ」

「何をぉ……！」

　クレスがテーブルに手をつき、椅い子すから腰を浮かせる。

　二人が一いつ触しよく即そく発はつとなった時、リゼットが咳せき払ばらいをした。

「大声で王に関して口にするのはやめていただけますか。ここはファミリーレストランですよ。まだ他にもお客さんがいるのです」

　リゼットが冷静にホットミルクを口に運びながら言う。

　しかし、彼女も目はまったく笑っていなかった。

「私はあなた個人のことは正直どうでもいいです。たとえ外郭アウトサイドでのたれ死のうが、戦う力も無いくせに王に特攻して蟻ありのように潰つぶされようが構いません」

　冷たい声に、クレスはびくっと肩を震わせた。きっとリゼットのことが苦手なのだろう。

「私達はあなたの協力を得ようとは思っていません。私達はあなたを利用するだけです。全すべてが終わって、あなたが将人さんを殺そうとするのであれば、好きにすればいい。その時が来たら私は迷わずあなたを蟻のように殺します。あなたのような人間は正直言って不愉快なのですよ」

「……っ」

「クレス・バーンフィールド。人を殺そうとするのであれば自分の意志で殺しなさい。信念も無く、自分以外の人間の言葉に従って殺すのは愚の骨こつ頂ちよう。そんな人間が私の主を殺そうとするのであれば、私は迷わない」

　ぴしゃりと空気が張り詰める。

　クレスは言い返すことができずに、浮かせた腰を椅い子すに下ろした。

　重たい静せい寂じやくが蔓延はびこっている。

　クレスは悔しそうに下を向きながら、膝ひざの上で拳こぶしを握っていた。

（……たぶん、理由が無いわけじゃないんだろうな）

　なんとなく、将まさ人とはクレスのことを眺めながらそう思った。

　理由が無ければ、単身で王に立ち向かおうなんて思わないだろう。

　因子フアクターのパラメーターを見ても戦闘に特化してるとはとても思えない。

　それでも彼女は一人でここまでやってきた。

　それはとてつもなく勇気のいることなのではないだろうか。

　方針が決まらないまま、夜はふける。

　このままファミレスにいても仕方が無い。

　ひとまず将人は今夜をどうするか決めて、クレスに一つ提案することにした。

　そして将人はこれからやり遂げねばならない使命に向かって、ぐっと腹をくくるのだった。






ThirdEncounter　クレス・バーンフィールド






　夜10時頃、桐き生りゆう家玄関にて。

「…………………………………また増えてる」

　玄関のドアを開けて最初に出迎えたのは、パジャマ姿で歯磨きを口に突っ込んだままじと目を向けてくるりんごだった。

　将人はすかさず玄関でジャンピング土下座をした。

　将人の提案とはクレスを桐生家に泊めることであり、やり遂げねばならない使命とはこの土下座である。

「──ごめんりんご！　一人増えた！」

「見ればわかるんですけど。今度はコスプレ女？　あにぃも気が多いよね」

「そういうんじゃないんですっ、決して！」

「ふーん。じゃあどういうのなの、説明してよ」

　キコキコと車椅子を動かして、むすっとした顔のりんごが将人のそばにやってくる。

　将人の身体からだをだらだらと冷たい汗が伝った。

　機嫌が悪くなければ「あっそ」で済ませてくれる可能性も考えられたが……。

　やばい。すげぇ機嫌悪そう。

「え、えと……それはその……この子は家出したらしくて、路ろ地じ裏うらでダンボールで寝ようとしてたから、あまりに不ふ憫びんで……」

「じゃあ親元に連絡しなよ」

「け、携帯持ってないっぽくて……親元にいたくなくて家出してきたわけだから、一日ぐらい、居い候そうろうさせてあげてもいいんじゃないかなぁと……」

「あにぃ、リゼットさんとアイリさんの時も一日だけって言ってたよね？　で、結局どうなったんだっけ？」

「それは……その……」

「ほら、言ってみなよ。どーなったんだっけー？」

　言いながら、りんごが足の裏を将まさ人との頭に押しつけてくる。

　これはどう考えてもご機嫌斜めだ。きっとアイドル活動が軌道に乗り始めた時に休業することになって、昼間にマスコミが押し寄せたせいだろう。

　完全に目が据すわっていた。機嫌が悪いときのりんごは、将人にとってキレたリゼットよりも恐ろしいのだ。












「甲か斐い性しよう無しがよくもまあいけしゃあしゃあと女の子連れ込めるよね。頼む前にさぁ、稼ぎ頭のりんごに対して何か言うことはないのかなぁ？」

「ごもっともで……い、いつもお勤めご苦労様です」

「それでぇ？」

「わたくしのような穀ごく潰つぶしが、女の子を三人も居い候そうろうさせるようなことは許されない──」

「四人目なんですけどー？」

「よ、四人も居候させることなど許されないことはわかっております。ですがっ、ですがここは、何なに卒とぞご容よう赦しやを……！」

　ぐりぐりぐり……踵かかとが頭頂部を刺激してくる。

　将まさ人とは黙ってされるがままだった。

　そんな情けない姿を、後ろでアイリとリゼットが目を線にしながら眺めている。

　クレスは驚きよう愕がくのオーバーリアクションで身体からだを仰のけ反ぞらせていた。

「は、覇王が傅かしずいている……!?　まさかこのような民家にもう一人の『女王』がいたとは……！」

「まあ、確かにりんごはここの女王よね……居候させてもらってる手前、あたし達には何にも言えないっていうか……」

「りんごさん、私達やノアさんに対しては普通なんですけどね……」

　三人が将人の不ふ憫びんな姿を眺めていると、向かいの階段から足音が響いてきた。

　ギシギシと階段を軋きしませながら下りてきたのは、ノアだった。

　無表情なノアは、ゆらりとした動きで顔を上げる。

「…………」

　ノアは玄関前にいる将人、アイリ、リゼットを見てから、最後にクレスを見た。

　そして右腕を横に広げたかと思った、次の瞬間──空気中の粒子が集束した。

　まずいと思った将人は、咄とつ嗟さにノアの首輪に命令を下して、具現化しようとしていたチェーンソー型のリアライズデバイス、《13〓日の金曜日ハートレス》を霧む散さんさせた。

《ノア！　この子は危険じゃない！　すでに俺の奴ど隷れいにしてある！　手を出すな！》

　鎖を伝って声を送ると、ノアは動きを止めて階段から将人を見下ろした。

「…………」

　頭を踏まれているので将人からは見えないが、寒気がするような視線を感じていた。

　下を向いたまま、将人は愛想笑いを浮かべる。

「ノ……ノア、悪いんだけど、お袋を呼んできてもらえるか？」

「…………」

　寒気をもよおす視線は数秒間続いたが、やがて階段を上っていく足音が聞こえてきた。将人はほっと息を吐いた。ノアを前にすると、いまだに将人は緊張してしまう。

　奴隷となったノアにはこの家を守る役割が与えられている。将人はノアの精神強化ＭＮＤパラメーターの値を下げてやれるので、ノアも今は大人しく将まさ人との命令に従っていた。

　学園前での戦いから２週間近くが経たち、ノアもこの家に馴な染じんできたかと思われたが、実際はどうなのかわからなかった。

　というのも、ノアは一言も言葉を発さないのだ。

　特に将人に対しては実にそっけない。視界に入れることはあっても、睨にらんでくるだけで何もしゃべらない。幸い何な故ぜか母親の詩し織おりには心を許しているようで、歩けない詩織の面倒をよく見てくれていた。

　ありがたいことなのだが、そろそろ一言くらいしゃべってくれてもいいんじゃないかと将人は思っている。

　しばらくして、再び階段からさっきよりも重い足音が聞こえてきた。

　将人の頭からりんごの足がどいて、顔を上げるとノアにおんぶされている詩織がいた。

　最終決定を下すのは家主の詩織だ。

　どう説得したらいいか将人は考える。

　だが考え始めたところで、説得などという行動こそが無駄であることを思い出した。

　一通り説明を終えた後、詩織から出てきた一言は、

「おっけ～い！」

　アイリとリゼットを泊まらせた時と同じように、それだけだった。







　夜12時丁度、家の明かりを落とし終えた将人は、廊下で大きく伸びをした。

（考えなきゃいけないことはたくさんあるけど、今日はとりあえず風ふ呂ろに入ってさっさと寝ちまおう）

　疲れているわけでもないのだが、今後のことを考えると英気を養っておいたほうがいい。

　将人は脱衣所の扉を開けて中に入った。

　脱衣所の明かりをつけて、上着とズボンを脱いだところで、風呂場の扉の向こうから水音が響いていることに気づいた。

　明かりはついていないのに、シャワーの音がする。

（最後に入ったのはクレスのはずだから……止め忘れたのかな）

　将人は特に不気味に思わず、風呂場の明かりをつけてから引き戸を開け放った。

　そして、視界に飛び込んできた白くて柔らかそうなものに、目が点になる。

「…………」

「…………えうぅぅぅ……」

　クレスだった。

　クレスは一糸まとわぬ姿で、シャワーを手に持ったまま固まっていた。何故かシャワーのお湯が出るところを必死に手で押さえながら、涙をぽろぽろと流している。

　身体からだに目が行ってしまうのは男の性さがなのだろう。どういうわけか、風ふ呂ろ場ばには湯気が一切無かったため、いろいろはっきりと見えてしまっていた。

　白くて潤った肌についた雫しずくが、キラキラ光っている。まだ子供なためスタイルはいいとは言えないが、胸には成長過程のふくらみが確認できた。反して、少し大きめな形のいい尻はとても柔らかそうだ。

　将まさ人とは冷静に分析している自分に気づいて、引き戸を閉じようとした。

「ワルカッタ」

　午前中にいろいろ見えちゃってたので慌てることはなかったが、言葉は意思に反してカタコトだった。

「ま、待て！」

　出て行こうとする将人を、予想外にもクレスが止めた。

　将人は引き戸を閉じ切ろうとした寸前で手を止めた。

　てっきり「変態！」とか「スケベ！」とか叫ばれるものだとばかり思っていたので、正直意外だった。クレスはシャワーを手に持ったままあたふたとしていたが、助けを求めるようにこちらを見てくる。

「……どうした？」

「ぅぅ……と、止まらないのだっ。スイッチが無いっ。これはどうすればいい？」

　屈くつ辱じよくと悔しさの入り交じったような顔で、そんなことを言ってくる。

　なるほど。風呂場の明かりがついていなかったのもそういうことか。

　桐き生りゆう家のシャワーは赤外線センサーが反応して、手をかざせばお湯が出るという仕組みなので、スイッチが無い。もう一度かざせばお湯が止まるのだが、クレスはわかっていないようだった。

　まさか、今の今までずっと、一時間以上風呂場で悪あく戦せん苦く闘とうしていたのだろうか。

「……た……助けてくれ……覇王……」

　本当に悔しそうに下を向いて、クレスは口をへの字にしていた。

　なんて保護欲をそそる表情をしやがるのだろう、と将人は思った。

　こんな表情をされては助けないわけにはいかない。

　脱衣所のタオルを二枚引っつかんで、一枚を自分の腰に巻き、もう一枚を急いでクレスの身体に被かぶせた。

　そこで、風呂場に湯気が立ちこめていなかった理由が判明する。

　シャワーから流れ出るお湯は、冷たかった。

「水じゃねぇか……温度調節できるんだぞ。これじゃ風邪引くだろ」

「？？？」

　全然わかっていない顔で、クレスは首を傾かしげている。

　将まさ人とは水の温度を上げてお湯にしてやってから、一度シャワーを止めた。

「オーケーか？　使い方、今のでわかったよな？」

「う……うん、感謝だ」

　タオルで一生懸命に身体からだを隠しながら、小さく頷うなずく。

　顔は真っ赤で、瞳ひとみは潤うるんでいた。

（やばい……なんかしおらしいぞこいつ……変な気分になってきた）

　まずいと思い、将人は早々にその場から退散しようとした。

「あのぅ」

「!?　こ、今度は何だ？」

「……石せつ鹼けん」

「……はい？」

「……石鹼が無い。どうすればいい？」

　石鹼……桐き生りゆう家は石鹼は使わない。ボディーソープ派だ。

「……できれば石鹼で身体を洗いたいのだ……その、匂においが……は、恥ずかしいし……」

　クレスは相変わらずもじもじしていた。急に女の子っぽいことを言われたので驚いたが、クレスだって女の子なのだから当たり前だった。

　将人はボディーソープの使い方を口頭で教える。ボディーソープとシャンプーとコンディショナーの違いなど、つらつらと。

　しかし馴な染じみが無いためか、クレスはなかなか理解しなかった。

「わかったか？　大丈夫か？　一人でできる？」

「？？？　わ、わか、わかった、大丈夫、ひひ一人で、できるもん」

「…………」

「…………」

　……そんな、不安そうな顔でこっちを見ないでくれ。

　将人はため息を吐つきつつ、頭の髪をもしゃもしゃと搔かいた。

　仕方が無いと腹をくくり、クレスを鏡の前に座らせた。







　五分後。

「…………」

「……かゆいとこあるか？」

「…………すこし、右」

「おっけ」

　将まさ人とはクレスの後ろに座り、シャンプーで彼女の頭を洗ってやっていた。

　洗っている間、クレスは鏡に映った将人の顔を恥ずかしそうにちらちらと見ている。

　すごく変な状況であるが、こういう状況に将人は慣れていた。

　足が動かないため、りんごがいない時は将人が詩し織おりの風ふ呂ろを手伝っていたからだ。現在はノアが率先してその役をやってくれている。

　もちろん、母親ではなく同い年くらいの女の子が相手となれば、緊張しないと言えば噓うそになってしまうのだが……。

（……ずいぶん瘦やせてるんだな。身体からだも、まるで子供のまんまだ）

　リゼットもかなり幼いが、クレスも負けないくらいに背が小さかった。

　こうして間近で裸のクレスを見てみると、よくわかる。

　肩や脇わき腹ばらは折れそうとはいかないまでも、かすかに骨が浮いていた。

　いたたまれない気持ちになる。こんな小さな女の子が、今までどれほどの苦労を経験してきたのだろう。お湯の出し方や、シャンプーやリンスを知らない子供が、外郭アウトサイドには大勢いる。

　そう思うと胸が痛い。この世界の理不尽さが、憎たらしくなってくる。何な故ぜここまで追い込まれなければならないのだ。

　でも将人が考えられるのはいつもそこまでだ。

　憎むだけで行動できない。その力が無い。だから何もしてやれない。

　偽善じみた自分の思考に自己嫌悪するのは毎度のことだった。

（やめだ……気が落ちる）

　将人は気を取り直し、クレスの背中をタオルで洗ってやって、前をクレスに任せる。

　そして全体的に洗い終えた後、将人が突然クレスを両腕に抱えて持ち上げた。

「よっと」

「なな、何をする!?」

　クレスが狼ろう狽ばいしたところで、将人は自分の行動に気づいた。

　いつも詩織をこうして湯船に浸つからせていたので、つい癖で同じようにしてしまった。やっちまったと思ったが、まあいいかと、そのまま湯船にクレスを浸からせてやる。

　ぽーっとした顔のクレスに「ちゃんと１００数えるんだぞ」と言ってから、将人は自分の身体を洗い始めた。

　身体を洗っている間中、クレスはお湯に肩まで浸かりながらも、チラチラと将人を横目で見ていた。

　考えてみれば、倒すべき相手と一緒にお風呂に入っているというのは、クレスにとってはとてつもなく異常なのだろう。

　将人からしてみれば、クレスのことを敵とは思えないし、悪い子とも思えなかった。根拠なんか無いが、彼女からはリゼットやアイリが持っていた外郭居住者アウトサイダー特有の闇やみが感じられないのだ。まっとうな教育を受けたとは思えないが、ハンバーグの一件で善良な精神的支柱があるのだと感じた。

　恐らくそれは、彼女の兄に由来するものなのだろう。

「……なあ、クレスには兄貴がいるんだよな？」

　将まさ人とが問うと、クレスは戸惑いつつも、小さく頷うなずいた。

「……正確には、いた、だ。もういない」

「…………そっか。悪い」

　この答えは予想できた。これもなんとなくだ。

「どんな人だったのか、よければ聞かせてもらえるか？」

「……な、何な故ぜ貴様が私の兄のことを気にするっ」

　少し怒ったように、クレスは湯船から肩を出した。

　将人は頭をシャンプーで洗いながら、冷静に返す。

「俺はさ、お前のこと敵だとは思ってねぇし、できれば仲良くしたいと思ってる。だからお前のこと知りたいんだ。そんで、俺のことも知ってもらいたい」

「…………」

「口べたなだけでお前にだっていろいろ事情があるのはだいたいわかる。俺はそれを知りたい。お前が王を狙ねらう理由は何だ？」

　将人が問うと、クレスはしばし黙り込んだ。

　口まで湯に沈ませて、怒ったように目を細めている。

　話してもらえないかと将人が諦あきらめかけた時、

「……あそこで言ったことは事実だ。クレスは、兄の考えに従っている」

　ぼそりと、呟つぶやくようにクレスが言った。

「死んだ兄は言っていた。外郭アウトサイドがこんな状況にあるのは王達のせいだって……」

「……それは」

　極論だ、と将人は言おうとした。

「わかってる。クレスだって、最初は兄の言うことは間違ってると思ってた。でも、実際に王は……クレスから全部奪うばった」

　クレスが奥歯を嚙かみ締しめる音が響いた。

「クレス達が生きてきた場所は、『クズ溜ため』と呼ばれている場所だった。内郭インサイドからの不法投とう棄きが行われている場所だ。クレス達はそこでゴミを拾って生きていた」

　でも、と言って、クレスは続ける。

「弱い者が寄り集まって、全すべてを失った者が身を寄せ合ってなんとか生きている場所だったのに……そんな場所からすら、力ある者達は奪っていく。外郭アウトサイドをまとめている王達がどういう奴なのか、貴様は知らないだろう。奴らがどれほど、弱きを踏みにじってきたのか……！」

「…………」

「《革命軍》の『英雄』は打倒因子軍ギアフアクターズを掲げてところ構わず戦っている。戦いに巻き込まれて死んでいく弱い者達に見向きもしない…！　《招かれざる者達》の『冥王』は弱き者を受け入れ衣食住を提供しているが……あそこで配られる食べ物に何が使われているのか、クレスは知っている。連中だって、弱い者を再利用しているだけだ。クレス達だって、人の道を踏み外してまで生きたいとは思わない」

「…………」

「《雑伎団サーカス》の『女王』は言わずもがなだ……争いを煽あおることしかしない……！」

　クレスは憎しみを吐き出しながら、拳こぶしを握っていた。

　その言動に、今までのようなつたなさはどこにもなかった。憎しみに染まった信念と言うべきか。凝り固まった考え方は、リゼットやアイリの闇やみに近いものを感じさせた。

「私の兄は、革命軍と因子軍ギアフアクターズの戦いに『クズ溜ため』が巻き込まれた時に死んだ。みんなを守るために、争いを止めようとして殺された」

「…………」

「兄は未覚かく醒せい者だった。何の力もないのに、みんなを守るために戦って死んでいった。クレスはそんな兄のことを誇りに思う。兄は勇者だった……私も、兄のようになりたい。クレスは力が無くても戦えるような……立派な勇者になるのだ」

　使命感に満ちた顔で、クレスは湯の中で剣を出現させた。

　その剣は、将まさ人との『王の因子』に反応して琥こ珀はく色いろに輝いている。

　勇者。その称号は強き者に与えられるものでも、選ばれし者に与えられるものでもない。

　勇気ある者。クレスの兄に相応ふさわしい称号だと、将人も思った。

「私は兄の意志を継ぐために王を追っている……弱き者が奪うばわれずに済むように、世界を導くのだっ。貴様らに否定されてもクレスは構わんっ。だれが何と言おうが、クレスは王の討とう伐ばつをやめないぞっ」

　ぷいとクレスはそっぽを向いてしまった。

　将人には否定するつもりは毛頭無かった。

　でも、

「その剣で、クレスは俺も殺すのか？」

　クレスにとっての憎しみの対象に、自分も含まれるのかが気がかりだった。

　クレスは慌てて質問に答えようとしたが、口を開いた後に言葉が続かなかった。もごもごと口を動かした後、結局言葉が見つからなくて、またぷいっと他よ所そを向いてしまう。

「……必要ならな」

「？」

「お前を倒す必要があるなら、そうするっていう意味だっ。クレスの第六感強化ＣＨＲは、相手が悪人かどうかがわかるようにできてる。善人なら白、悪人なら黒い光が胸のあたりに見えるのだ。お前は……その……灰色だから……まだわからん」

　口を尖とがらせるクレスの横顔に、将まさ人とは苦笑した。

　勇者因子ブレイブ・フアクターというのは、まったくもってアバウトな因子フアクターだと思う。

　でもクレスにこの因子が覚かく醒せいしたのは必然のように感じた。

「それじゃあ悪人かどうか判断できるまでは、俺とお前は協力し合える関係ってことでいいんだよな？」

「……協力？」

　驚いたようにクレスが顔をこちらへ向ける。

　将人はシャワーで流し終えて、髪を搔かき上げた。

　丁度２週間前も、同じようなことをアイリとリゼットに言った。

「お前は学園にいる王を見つけたい……俺も同じだ。他の王が俺の命を狙ねらってるわけだし、学園にいるもう一人の王がどうかはわかんねぇけど、確認だけはしておきたいんだ」

　将人が言うと、クレスはふんと鼻を鳴らして腕を組んだ。

「王同士は決して相あい容いれないという噂うわさを聞いたことがある。貴様が他の王を潰つぶしておきたいと思うのは当然であろうな」

「別に俺は他の王と争おうとは思ってねぇよ。俺は俺自身と家族、アイリとリゼットを守るために覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターを使うって決めたんだ。それ以外には使用しないっつーか、できないようになってる。俺は覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターでこっちから攻撃をしかけることはできないんだ」

　将人が自分の首元に手を当てると、姿を消していた首輪が出現する。

　その首輪はアイリやリゼット、クレスにつけられているものと同じだった。

　クレスは目を見張った。

「俺は自分を奴ど隷れいにして、『敵が俺に危害を加えるか、大切な人を傷つけようとしない限り他者を奴隷にできない。もしも条件を満たさないで奴隷化させた場合、即座に自害しろ』っていう命令を下してあるんだ」

「…………」

「相手が俺から奪うばおうとしない限り、俺は何も奪わない。それが俺のやり方だ」

　将人の言葉に、クレスは口を一文字に結んで黙り込んだ。

　視線は真まっ直すぐに胸へ向いている。まるで桐き生りゆう将人という人間を見定めるように、彼女は将人の姿を瞳ひとみに映し続けた。

「……やはり灰色だ。でも、貴様がその姿勢を貫き通すのであれば、クレスはお前に手を貸してやる。首輪をつけられている以上、クレスも自由に動けないからな」

「そっか。助かるよ」

「でも勘違いするなよっ。この協力は一時的なものだっ。クレスは貴様の味方になったわけではないし、奴ど隷れいになるつもりもないっ。もう一人の王を見つけたら絶対に首輪は解除してもらうからなっ」

「ああ、わかってる。約束は守るぜ」

「そ、それとぉ──！」

　湯船からこちらを指差して、頰ほおを赤く染めながらクレスは言う。

「……い、一緒にお風ふ呂ろに入ったことは、誰にも言うなよ……！」

　最後に言うことがそれか。

　将まさ人とは身体からだを洗いながら思わず噴き出しそうになりつつ、クレスの要求に頷うなずくのだった。







　朝になり、朝食を作り終えた将人は家族を起こすために一階の詩し織おりの部屋の前にやってきていた。アイリとリゼットはすでに一階にいるのだが、りんごと詩織、そしてクレスがなかなか現れないため、こうして呼びにきたのである。

　部屋のドアをノックするが、返事が無い。

　しかし中から声は聞こえてきていた。

『キャー！　クレスちゃん可愛かわいいよ～！　鎧よろいもかっこよかったけど女の子なクレスちゃんもばっちぐーだよ！』

『……うぅ……』

『りんごとあんまり身長変わらないし……まあ、丁度いいんじゃない？』

　何やら部屋の中が騒がしい。

　将人は一応声をかけてから、ドアを開けた。

　部屋の中央に詩織とりんごに挟まれる形で、クレスが立っていた。

　着ている服が鎧ではなく、学園の制服だった。

　将人の存在に気づくと、クレスはぐぬぬと睨にらみつけるような顔で見てきた。

　クレスの鎧以外の服装を初めて見るが、意外なことにしっくりきていた。

「おぉ、似合うじゃん。ちゃんと普通の女子高生に見える」

　率直な感想を述べると、クレスはふてくされたまま横を向いてしまう。

　クレスが制服を着ている理由は、学園にいるもう一人の王を探し出すためだった。岳たけ汐しおサナギに頼んでクレスの転校手続きをしてもらったので、彼女は生徒として学園の中に入っても……表面上は問題なくなった。

「変な服だ。なんでこんなにヒラヒラしてるのだ……？　鎧の方がかっこいいのに……」

「あんな恰かつ好こうで学園にいたら目立ちすぎるだろう？　りんご、制服貸してくれてありがとな」

　将まさ人とが車椅い子すのりんごに礼を言うと、りんごはいつものじと目を向けてきた。

「別にあにぃのためじゃないし……」

「ハハッ、お前はなんだかんだいつも兄ちゃんのこと助けてくれるよな。兄貴思いの妹が持てて俺は幸せ──」

「──ベツニオニイチャンノタメジャ、ナインダカラネ」

　よく聞くツンデレな台詞せりふなのに、調子のんな、という心の声が聞こえてくる。

　将人は顔を青くして反射的に「ごめんなさい」と謝った。

「制服を忘れた丸まる山やまがあんまりにもアホで不ふ憫びんだったから貸してあげただけだし」

「丸山ぢゃない！　クレス・バーンフィールドっ！」

「別にりんごの制服を着ていくのは構わないけど、汚したら承知しないよ丸山園その子こ」

「うぅぅ！」

　りんごに冷たく言われてクレスが涙目になっている。

　りんごはクレスのことをじと目の無表情で見ていたが、将人にはその姿が「楽しそう」に見えた。将人は幼い頃から知っているので、感情をあまり表に出さないりんごのことは誰よりもよく理解している。

　昨晩、詩し織おりの言いつけでクレスはりんごと同じ部屋で眠った。そのせいか、二人はなんだか仲良くなっていた。

　何な故ぜだろう。一人称が名前な者同士波長が合ったとでもいうのだろうか。

　取り巻きは多いが友達の少ないりんごにはいい傾向だと将人は思った。

「……フッ」

　が、りんごの口角が、楽しげに歪ゆがむのを将人は見た。笑みというより歪みだった。いじめっ子の笑みだった。

　黒い妹の反応を見て見ぬ振りをして、将人はふと部屋の隅に目をやった。

　そこには、膝ひざを抱えて将人をじっと見つめるノアがいた。

　……何故かこいつも制服姿だった。

「…………」

　さすがに小学生くらいの年齢の子供には制服は大きすぎたが、ノアもかなり将来性に期待できる外見をしているので可愛かわいくないと言えば大おお噓うそになる。

　しかしどうしてこいつまで。

　まさかノアまで学園に通うとか言い出す気ではあるまいな？

「ノアちゃんは私が趣味で着せたげたの～。か～い～でしょ～？」

　詩織の言葉を聞いて、内心ほっとする。

　さすがに『殺人鬼因子ブギーマンズフアクター』の持ち主を学園に通わせるのは将人もいろいろと怖い。

　思考を悟られたのか、突然ノアが立ち上がった。

　思わず身構えてしまったが、ノアは将まさ人との前を素通りして、扉の横にある折りたたみ式の車椅い子すを広げると、詩し織おりの前へ持って行った。

　詩織がひまわりみたいな笑顔で両手を広げると、ノアがそれに抱きつく。

　ノアはそのまま詩織を抱きかかえ、車椅子に座らせた。

「ありがと～ノアちゃ～ん」

「…………」

　ノアは頷うなずきもせずに、キコキコと車椅子を押して部屋の外へ出ようとする。

　将人は慌ててノアに鎖を伝わせて声を届けた。

《ノア……お袋のこと、いつもありがとうな》

「…………」

《もしかするとまた物ぶつ騒そうなことが起こるかもしれない。悪いんだが……お袋とりんごのこと、引き続き頼んだぞ》

「…………」

《いざとなったら『13〓日の金曜日ハートレス』を使用しても構わない。でも……なるべく人は殺さないでいてくれると助かる》

　一度だけ将人の声に立ち止まったが、ノアはドアを開け放つとそのまま出て行ってしまった。












　小さく息を吐いて、将まさ人とは気を引き締める。

　これからすべきことは決まっていた。

　もう一人の王がどんな奴なのかを確かめる。

　そして、もしもそいつが将人のことに気づいていて、こちらと敵対する意思を持っていた場合は……。

（その時は────奪うばうだけだ）

　拳こぶしを握って、将人は覚悟を決めた。





　　　　◆◆◆



　望もち月づき学園生徒会執行部生徒会室は、部室棟や委員会教室の並ぶ場所ではなく、地下に設置させられていた。昔から地下にあったわけではなく、御み堂どう光みつ秀ひでの代からこの場所に移動させられたのである。

　望月学園生徒会執行部は、表向きは全うな生徒会である。

　優秀な因子フアクターを持った生徒で構成された将来有望な人物の集まりであり、生徒達の代表をきっちり務めている。

　だが彼らの裏の顔は──『魔王』の配下だ。

《魔王軍》

　生徒会役員の中には、自分達をそう呼ぶ者もいた。

「呼ばれたのはわたくしだけでございますか？」

　生徒会室に集まった面々を見て、アカネはきょとんとしながら呟つぶやいた。

　集まった生徒会役員はアカネを入れて二人だけ。

　アカネと、対面に座る眼鏡の少年だけだ。

　彼の名前は灰はい原ばら貞さだ明あき。望月学園生徒会会計である。

　灰原はタブレットＰＣの画面に指先を滑らせながら、アカネを見て眼鏡を指で押し上げた。

「現在の魔王軍の幹部は４人だ。一人はひきこもり、もう一人は今日はサボり。他の利用されているだけの連中を呼ぶ必要はない」

　灰原の報告に、アカネはため息を吐ついた。

「まあ仕方がありませんわよね。本来20人以上いた生徒会メンバーは、全すべて魔王様の魔王軍入りしてしまったのですから」

　アカネの言葉を聞いて、灰原はタブレットを操作する指を止めた。

「……魔王軍とは生徒会の裏の呼称ではなく、『魔王因子サタニツク・フアクター』に奪われた因子達のことを言っているように聞こえるな」

「あら、違うのですか？　我々生徒会はあくまで魔王様の雑用でございます。魔王軍は生徒会のことではなく、あの方の持つ数多あまたの因子フアクター達のこと。我々が魔王様の配下を名乗るのはおこがましいのではなくて？」

　目を細めながら口元に手を当てて、アカネは上品に笑う。

　灰はい原ばらはもう一度眼鏡を押し上げた。

「やはり君とは相あい容いれないな。僕は魔王の志に惚ほれているだけだが、君の心酔はもはや信仰に近い。そこまで行くと不気味だよ」

　横目で睨にらみつけてくる灰原に、アカネはにっこりと微笑ほほえみを返すだけだった。

　灰原は呆あきれたように首を横に振ると、長机の上に肘ひじをつき、両手を口の前で組み合わせた。

「まあいい、本題に入ろう。今日役員を呼び出したのは他でもない……覇王の件についてだ」

　灰原が言うと、アカネはわずかに目元を痙けい攣れんさせた。

「……その件に関しては、まだわたくしと魔王様しか関知していないはずですが」

「僕の情報量を甘くみないでもらいたい。君達が僕をのけ者にして二人で動いていたのにはとっくの昔に気づいている。因子で視みていたからね、君達の行動を」

　はっきりとした声でそう言って、灰原は眼鏡を指で押し上げた。

　アカネは彼のこの癖が非常に気にくわないようで、上品な笑顔に邪悪さを含ませた。

「恥ずかしげもなく覗のぞきを公言するのはいかがなものかと。男性としての品性を疑いますわ。魔王様が知ったら、あなたも晴れて魔王軍入りが決まるかもしれませんね」

「心配ご無用。僕の因子による護衛については魔王に許可を取ってある。自分だけが魔王を守っていると思っている君は実に滑こつ稽けいだ」

「…………」

「視ていたよ。君が色仕掛けで必死に従じゆう僕ぼくとしての価値をアピールして、魔王に華か麗れいにスルーされていた光景も、全すべてね。学園のアイドルのあんな姿を見たら、君に懸け想そうしている男連中はどう思うだろうね？」

　灰原は含みのある笑みを浮かべて、アカネを挑発した。

　笑みを完全に消したアカネが、薄目を開けて今度こそ灰原を睨みつけた。

「あまり調子に乗っていると、その眼鏡かち割りますよ？　ついでにその変態じみた煩ぼん悩のうだらけの頭も割ってさしあげましょうか？」

「ふは。君の本性はいつ前にしても恐ろしいな。でもやめときたまえ、君では絶対に僕には勝てない。相性が最悪だからね」

「やってみなければわからないでしょう？」

　ふわりと、アカネの髪が重力に逆らって宙に浮く。身体からだ中じゆうの血液が発光している。リアライズデバイスを出現させようとしているのは明らかだった。

　灰はい原ばらは肩をすくめて皮肉屋っぽい苦笑を浮かべた。

「戦うのは別に構わないが、せめて話を聞いてからにしてくれないか？　今回の件は君にとっても魔王の寵ちよう愛あいを受けるチャンスなのだよ。今僕とやりあっても君に一切得はない」

　意味深な灰原の言葉を聞いて、アカネは因子フアクターの反応を抑えた。

　灰原は計画通りとでも言いたげにいやらしく眼鏡を押し上げる。

「結構。魔王のことに関してだけ素直な、君のそういうところ僕は嫌いじゃない」

「気色が悪いことを言わないでください。わたくしの堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れる前に、さっさと話を進めていただけますか？」

　不愉快そうに椅い子すに座り直して、アカネは灰原の話に耳を傾けた。

　灰原は右手の人差し指を立てて、ニヤリと笑う。

「では簡潔に言おう──覇王を僕と君で倒さないか？」

「…………は？」

　アカネは眉まゆをしかめながら疑問符を浮かべた。

「言葉通りの意味さ。君の敬愛する魔王様の手を煩わせるくらいなら、部下である僕らで仕し留とめてしまおう。僕としても、魔王からの評価は上げておきたいのでね……故に君と協力して覇王を討ち取りたいのさ」

　とんでもないことを言い出した灰原に、アカネは訝いぶかしげな視線を向ける。

「……腑ふに落ちません。あなたはわたくしになど相談せずに、単独で仕留めに向かうタイプでしょうに」

「僕は戦局を見極めるのに長たけていると自負している。覇王を直接相手にするのは自分自身ではリスクが高すぎる。そこで──」

　アカネは見下すような視線を灰原へ向けた。

「……わたくし、ですか」

「いかにも。覇王を相手にするのは僕ではなく君の方が適任だ。君には学園を迷宮に造り替えて覇王を孤立させてほしい。僕は傀かい儡らい共と共に彼の奴ど隷れいを相手にする……どうだろう？　うまくいくと思わないか？」

「覇王の存在を傀儡達に公表するのですか？」

「いいや？　桐き生りゆう将まさ人とが覇王だと伝える必要などないのさ。魔王から桐生将人を捕らえろという命令が下されたと伝えれば、連中は理由など気にせず動くだろう」

　灰原は嘲あざけるように口角を歪ゆがませる。

　そして、しつこいくらいに何度も眼鏡をカチャカチャと指で押し上げた。

「この学園にいる生徒の２割はすでに一度魔王に因子を奪うばわれ、再び与えられた者達だ。彼らが最も恐れているのは完全に因子を奪われ、魔王に見限られることだ」

「私兵乱用ということになりませんか？　魔王様が許可を出すとは思えません」

「ふっ……すでに魔王には許可を取ってある。好きにしろ、だそうだ」

　先手を打つように、灰はい原ばらはアカネの指摘に即答で返し続けた。

　アカネはしばし考えた後、酷ひどく冷めた視線を灰原へ向け、椅い子すの背もたれに背を深く預けて見下すように顎あごを上げる。

「……作戦はあるのですか？」

「まずは君が『妖精因子フエアリーズ・フアクター』で二つの校舎を迷宮化させ、覇王を孤立させる。僕は数人の傀かい儡らいを連れて覇王と分断させられた奴ど隷れいの対処だ」

「覇王は鎖が繫つながっている限り、奴隷との通信が行えるはずです」

「放送部に優秀な傀儡が一人いる。因子フアクターでの通信はそいつに遮断させるさ。他の傀儡連中には……そうだな、彼の家族を人質に取ってもらうとしよう」

　ゲスの極みのような灰原の笑みを見て、アカネは呆あきれたように首を横に振った。

　思慮が浅い、とでも言うように。

「覇王の家には殺人鬼がいるのをお忘れですか？　傀儡程度の因子でどうにかできる相手ではありません。恐らくあなたにも対処することは不可能でしょう」

「別にいいのだよ、殺人鬼を倒す必要なんて無いのさ。僕らの目的は覇王を倒すことただ一つなのだから」

「……傀儡はわたくしが覇王を孤立させるまで、殺人鬼の目を逸そらすための時間稼ぎというわけですか。その結果、彼らが殺人鬼の餌え食じきになろうがどうでもいい、と？」

「理解が早くて助かるよ」

「最低ですが、悪くはない作戦です」

　酷く冷たい瞳ひとみを三日月のように細めて、アカネは再び身体からだ中じゆうの血液を発光させた。

「わたくしの因子があれば覇王を孤立させることは容易たやすい……いいでしょう、魔王様が認めているのであれば、一つあなたの策に乗って差し上げます」

　長く美しい髪がふわりと宙に舞い、ゆらゆらと蛇のように漂ただよう。

「ですがもし、今回の作戦が失敗に終わった場合。その時は……」

　アカネの言葉に、灰原は黙って眼鏡を押し上げる。

「──あなたには魔王軍入りしていただきますから、覚悟だけはしておいてくださいね？」

　サディスティックなアカネの笑みを、灰原は鼻で笑うだけだった。

　覚悟の上だ、とでも言うように。






FourthEncounter　妖精因子フェアリーズ・ファクター






　家を出て学園に辿たどり着ついた将まさ人と達は、さっそく学園の校門で待ち伏せをしていた。

　待ち伏せといっても何を待っているというわけでもなく、校門をくぐっていく生徒達をクレスに調べさせているのだ。

　クレスは校門の端で風紀委員のように仁王立ちしながら、通り過ぎて行く生徒達の顔を睨にらんでいる。

　将人も彼女の隣であくびをしながら生徒達を眺めていた。

「……いたか？」

「焦るな。まだ我が剣に反応は無い」

　むすっとしながら胸の前で腕を組むクレス。

　現在、彼女のリアライズデバイス、《ブレイバー》は鞘さやに収められた状態だった。

　しかしデバイスを出していることが周りに知られると厄やつ介かいなことになるので、今は背中に隠してある。

　背中の制服の中に、である。

　明らかに不自然だった。制服の首もとからひょっこりと鞘の先っちょが飛び出している。

　もっと他に隠しようがあるだろ、と将人は思った。

「本当に学園の中になんかいるの……？　魔王かどうかはまだわかんないけど、魔王って確か正体不明よね？」

　退屈そうに門の壁に寄りかかっていたアイリが尋ねてくる。

「そういえば、リゼットが前にそんなこと言ってたな……」

　正体不明。リゼットが他の王を紹介してくれた時にそう言っていた。

　リゼットは将人の横で直立しながら目を細めた。

「正体不明であることは事実ですが、存在は確定しています。道化ピエロさん、《白はく龍りゆう会かい》を覚えていますか？」

　リゼットがアイリに尋ねた。

「覚えてるも何も、つい最近まであった組織でしょ。ローグと雑伎団サーカス、そして白龍会。外郭アウトサイドの三大組織って呼ばれてたわ。ついこのあいだ、あんた達ローグが潰つぶした組織じゃない」

　物ぶつ騒そうな話の流れに、将人は思わず緊張してしまう。

「確かに、人身売買を主な収入源とする白龍会とローグは敵対関係にありました。彼らは内郭インサイドから子供を誘拐して外郭アウトサイドで売りさばくような連中でしたから」

　人身売買。将まさ人とは思わずアイリを見てしまった。

　アイリは将人に苦笑して肩をすくめる。

「当たり。あたしも白はく龍りゆう会かいで競売にかけられていた哀れな少女ってところよ。雑伎団サーカスはあそこと仲良かったしね～、白龍会が潰つぶされた時に雑伎団サーカスとローグが揉もめて休戦協定が結ばれたんだっけ？　あたしはまだ見習いだったからよく知らないのよね」

「私も別件の仕事に取りかかっていましたのでその時の抗争についてはよく存じていませんが、表向きはローグが白龍会を潰したことになっています」

　表向きという言葉に、アイリはわずかに目を細めた。

「噂うわさに過ぎないことですが……白龍会を潰したのはローグではなく、突如として現れた魔王を名乗る人間だった、という話があります」

「……マジ？」

「噂です。『魔王』という呼称も自称ですから、確かく証しようがあるとは言えません。ですが白龍会を単独で潰したとなれば……『王の因子』の持ち主か、それに匹ひつ敵てきする因子を所持していると見て間違い無いでしょう」

　言い終えると、リゼットは将人を見た。

　将人は若じやつ干かん顔を引きつらせながら、リゼットの話を聞いていた。

「……そんな奴が本当にこの学園にいるのか？　外郭アウトサイドならまだしも、ここ内郭インサイドだぜ？」

「他の王が外郭アウトサイドにだけ存在しているとは限りません。私や道化ピエロさんのようにあなたを追ってここまでやってきた可能性もあります。私としてはむしろ、クレス・バーンフィールドの能力の方が疑わしいです。彼女の力は過信できません」

　目を閉じながらリゼットが評価を下すと、いつの間にかクレスがこっちを睨にらんでいた。

　ぷくーっとほっぺたに空気を入れながら、リゼットの近くにずかずかとクレスがやってくる。

「お前……クレスの因子フアクター信用してないなっ」

「当たり前でしょう。そもそも私はあなたという人間を信用していません」

　お互いに睨み合うリゼットとクレス。

　何な故ぜこうも外郭アウトサイドからやってきた人間は、お互いを疑いまくっているのだろう。

　もうちょっとこう、心を許しあった方がやりやすいのではないかと将人は思う。

　アイリはといえば、将人の横で興味が無いと言わんばかりに、口元に手を当てて欠伸あくびをしていた。

「……どうでもいいけどさぁ、もう予鈴鳴るわよ。ほとんどの生徒は校内に入っちゃったじゃない……」

　アイリが言うと同時に、予鈴が鳴り響いた。

　校門に残っている生徒はまばらで、これ以上ここで見張っていても意味が無いことは明白だった。

「……仕方ない。午後の因子育成過程の時間になったら学園をまわってみよう」

「しかし、もうほぼ全すべての生徒を調べましたよ？　《ブレイバー》の感知範囲が２㎞なら、学園内にいれば反応があるはずです。やはり彼女の因子フアクターは信用できませんよ」

　リゼットはクレスと睨にらみ合いながら将まさ人とに言った。

「そう言ってやるなよ。俺のことを見つけ出したのは事実なわけだし、王を探し出せるっていう性能は本物のはずだ」

　将人が二人の仲裁に入ろうとすると、アイリが欠伸あくびをしながら大きく伸びをした。

「あたしはあんたの決定に従って、あんたを守るだけよ。そのジャリンコの因子の信しん憑ぴよう性せいとかはどうでもいいわ」

　頭の後ろで手を組みながら言うアイリの顔を将人が見ると、彼女は少しだけ恥ずかしそうにそっぽを向いた。

「それ以外にすることなんて無いし、居い候そうろうさせてもらってんだから……守って当たり前でしょ」

「…………」

「言っとくけど、ご主人様を守る犬みたいに考えないでよね？　奴ど隷れいって言っても、あんただってあたしがいなきゃ困るんだから……ボディーガードよボディーガード」

　言いながら、アイリは将人の鼻先に指先を突きつけてくる。

　まだ何も言っていないのだが……。

　そこで、リゼットがアイリに呆あきれ顔を向けた。

「道化ピエロさんも少しは思考を働かせてください。守るというのはその時々の脅きよう威いを取り除くことだけではありません。先を見み据すえてあらゆるものから守ってこそ、ボディーガードを名乗る資格があります。よってあなたは今のところ犬以下です」

　アイリはカチンときたのか、据わった目で背の低いリゼットを見下ろす。

「一番犬っぽいあんたにだけは言われたくないわね。ていうかあんたこそ、このガキンチョの因子が使い物にならなかったらどうするつもりなのよ？　まさか王の探たん索さくを諦あきらめていつもの日常に戻っても大丈夫～とか、桐き生りゆうみたいなこと考えてるわけ？」

　酷ひどい。

　さすがに自分だって王がいないと決めつけて日常に戻ろうとするほどお花畑ではない。

（……たぶん）

　あんまり自信は無かった。

「だからっ、今それを考えようとしているのでしょう？」

　リゼットはムッとしながら、両手に握った拳こぶしを胸の前で上下に振ってアイリに反論する。

「問題の提示だけだったら誰でもできるのよ。あんたっていつもそうよね。どうするの～どうするの～って言うだけで解決策は出さない。口ばーっか」

「わ、私だって解決策の提案くらいはしてますよっ。あなたこそ人任せの権化ではありませんか！」

　チリチリとした火花が飛び交う中、将まさ人とは肩を落とす。

　クレスとリゼットの言い争いが中断したかと思えば、今度はアイリとリゼットだった。この二人も悪い人間ではないのだが、こうも反目し合っているのを見てるとさすがに疲れる。

　将人が仲裁に入ろうとした時、アイリとリゼットの間で始終ふくれっ面をしていたクレスが、くるりと身体からだを学園の方へ向けて歩いて行ってしまう。

「お、おいクレス？」

「もういいっ、クレスはとても不愉快だっ。クレスの力が信じられないなら、クレスは一人で王を捜すっ。貴様らの手を借りようとは思わんっ」

　肩を怒らせながら、クレスはリアライズデバイスの鎧よろいを出現させる。

　将人は即座に《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》で鎧を消失させた。

　クレスは立ち止まり、肩を震わせながら悔しそうに拳こぶしを握っていたが、すぐにまた歩き始めた。

「待てって！　お前一人じゃ学園内の歩き方わかんねぇだろうがっ！」

「うるさい！　ついてくるな！　覇王と協力しようと考えたクレスが間違っていた！」

　完全にいじけてしまっている。

　どうやら自分の因子フアクターにかなりのプライドを持っているらしかった。

　さすがに一人で学園を歩かせるわけにもいかないので、将人はアイリとリゼットを引き連れてクレスを追うのだった。







　──そこからは実にぐだぐだだった。

　一応、昨夜岳たけ汐しおサナギに報告しておくことで、クレスの転入手続きは完了していた。こうも立て続けに転校生がやってくることを不ふ審しんに思う者は、実のところあまりいない。

　因子に合った育成過程を実施している学園に転校したり転入したりすることは、望もち月づき学園に限らずよくあることだからだ。

　なので最初こそクレスの存在を不思議に思う者はいなかった。

　彼女の性格と言動が皆に知れ渡ってしまうまでは。

「貴様は黒い心を持っている！　貴様が王か!?」

「えぇ!?」

　人に会う先々で剣の切っ先を向けようとするため、いちいち将人がデバイスを消失させなければならなかった。

　第六感強化ＣＨＲの特性から、クレスは因子軍ギアフアクターズ希望者ということで通っているのでアイリとリゼットの時ほどコソコソしなくて済むのだが……。

「……さすがに疲れる……」

　クレスの後をついて回り、いちいちデバイスを消失させていかなければならないため、将まさ人との苦労は結構なものだった。

「貴様が王か！」

　──パリーン。

「貴様、黒いぞ！」

　──パリーン。

「貴様かーッ！」

　──パリリーン。

　もうこんな感じである。

　授業中も節操無しに剣を抜こうとするので、クラスでは完全に頭のおかしい子として認識されてしまっていた。

「うー！　邪魔をするな覇王！」

「学園じゃデバイスの使用は禁止って言ってんだろっ。もうちょっとこっそりやってくれ、こっそり！」

　昼休み、７階建ての第６校舎屋上までクレスを引きずってきた将人はお説教を開始。

　お説教と言っても自分がどうこう言えた義理ではないのだが、クラスで王だなんだと連呼されたり、出し抜けにデバイスを出現させられていては敵かなわない。

　アイリとリゼットもクレスの暴走にはほとほと呆あきれているようだった。

「これだけ好き放題やられたら、いまさら協力関係を解消させると逆に危険ね。桐き生りゆうが覇王だって生徒達にバレかねないわ」

「何の問題があるっ。桐生将人が覇王なのは事実だっ」

「……はぁ、やっぱあたしも、このジャリンコを身内にしたのは失敗だったと思えてきたわ」

　ため息を吐つくアイリの言うことももっともだったが、協力関係を申し出たのは自分なため、将人はいまさら引くに引けなかった。

「とにかく、王の捜そう索さくは昼休みが終わるまで待ってくれ……別に俺はお前の因子フアクターの性能を疑ってるわけじゃねぇから」

「もうお前達に協力しないと言ったはずだっ。クレス一人で王を見つけ出して、貴様らを見返してやるっ」

　ぷくーっと頰ほおを膨らまして、クレスは腕を組んだままそっぽを向いてしまう。

　なんてプライドの高い子なのだろう。

　正直、彼女がここまで自分の因子フアクターにアイデンティティを持っているとは思ってもみなかった。

「……やはり妙ですね」

　リゼットが顎あごに手を当てながら真剣な顔で呟つぶやいた。

「これだけ不ふ審しんな行動を取ってしまえば、因子軍ギアフアクターズはクレス・バーンフィールドのことを怪しむはずです。将まさ人とさんが使えない奴ど隷れいを一人連れてきたとだけしか考えないのは無理がありますよ」

　警けい戒かい心が強すぎると言えなくもないが、リゼットの言うことは確かにその通りだった。

　因子測定によるパラメーターだけでクレスに力が無いことを確信するほど、因子軍ギアフアクターズが節ふし穴あなとは思えない。

　今でこそある程度の自由を保証された身ではあるが、将人はこれでも『王の因子』に覚かく醒せいした、世界から敵対視される存在なのだ。

　新たな奴隷を作ったのならば、もっと厳重な監かん視しされていて然しかるべきである。

「もしかすると、因子軍ギアフアクターズはすでにクレス・バーンフィールドの力に気づいているのかも」

「？　だったらどうして、すぐにクレスの身柄を確保しようとしないんだ？」

「……それはわかりませんが、あえて我々を泳がせることで、学園に潜むもう一人の王を見つけ出そうとしている可能性はあります。もしくは……王同士をぶつけて同士討ちを狙ねらっている、とか」

　それは無いだろう、と思いたいところだが、世間をあまりよく知らない将人にはどうもこうも言えない。

「王を相手にするということは因子軍ギアフアクターズにとっても多大な犠牲を払う覚悟がいります。互いに潰つぶしあってくれた方が因子軍ギアフアクターズにとって都合がいいのかも……軍が武力を行使すれば民間人にも犠牲が出る上に、『王の因子』という非常に危険な因子が存在するということを世間に広めてしまう結果にもなり得る」

　そうなれば世界に混乱が生じ、犠牲者が出れば因子軍ギアフアクターズは責任を追及されるだろう。

　ならば王同士をぶつけることで、犯罪者同士の諍いさかいとして片付けた方が都合がいい。

　決着がついた後で因子軍ギアフアクターズが介入し、事を沈ちん静せい化させたことにすれば民間人を巻き込んでも大義名分が立つ。

　そうさせる材料として、将人とクレスは適任であると因子軍ギアフアクターズは考えている？

「さすがに考えすぎじゃない……？」

　アイリが屋上の縁に腰を下ろしながら、膝ひざの上で頰ほお杖づえをつきつつ言った。

「可能性の話です。仮にそうであったとしても、因子軍ギアフアクターズは今の我々がどうこうできる相手ではありませんし、いずれにせよ我々は学園に潜む王を見つけ出さなければなりません。その後、戦うか戦わないかの判断は慎重を期さなければ……」

　戦うも戦わないも、そもそも向こうがこっちの存在に気づいていなければ戦う理由が無かった。もし気づいていたとしても、向こうに戦う気が無ければ戦わない。

　人間性がどうかにもよるが、王の存在を因子軍ギアフアクターズに報告するのもできればやめておきたい。

（同類だからってわけじゃねぇけど……そいつだって、自分が王であることを隠しながら日常にあえて留とどまっているのかもしれないし）

　だとしたら、将まさ人とにその王の日常を邪魔する権利は無い。

　問題があるとすれば……クレスだ。

　アイリとリゼットは将人のわがままをわかってくれるかもしれないが、クレスはどうだろう。

　王だから問答無用で殺すとか、そういう人間でないことはもうわかっている。

　将人を殺すかどうかを保留にしていてくれているからだ。

　灰色だから保留。

　クレスの因子フアクターは、悪人か善人かを見ただけでわかるという謎なぞの第六感性能を有している。

　もしその王が悪だったら？

《ブレイバー》の剣の輝きは黒だった。

　第六感性能の輝きは何色？

　黒は、悪人。

（……な～んか、そこらへんの判断基準がよくわかんないっつーか、アバウトっつーか、納得できないんだよな）

　因子なんかに悪人か善人かなんて計れるとは到底思えない。

　だがクレスは自分の因子の性能を信じているっぽい。

《ブレイバー》はともかくとして、懸け念ねんすべきは第六感。学園に潜む王に悪人判定が下れば、クレスはその王と敵対してしまうだろう。

　そうなった時が一番の問題だ。もしクレスが王に襲いかかるようなことがあれば、《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》で止めなければならない。

　そんなことを考えているうちに、クレスは屋上から出ていこうとしていた。

　将人が慌てて追いかけようとした時、突然学園内のスピーカーにノイズが走った。

　続いて、短いチャイムの後、放送が流れる。

『──２年Ｆ組桐き生りゆう将人さん。２年Ｆ組桐生将人さん。至急生徒会室まで来てください。繰り返します』

　無む味み乾かん燥そうな声で名前を呼ばれて、将人は啞あ然ぜんとする。

「……え、俺？」

　驚いたように屋上のスピーカーを見やる将人。

　アイリとリゼットは、目を鋭く細めた。

「将まさ人とさん、何か生徒会に呼ばれるようなことをした覚えはありますか？」

「クレスの件で生徒会長が怪しんでる可能性はあるけど……一応転校手続きは済んでるわけだし、呼び出されるのは変な話だな」

　リゼットは将人の答えを聞いて、目を閉じた。

　そしてしばらく黙り込んで、何かに意識を集中させる。

「……50メートル以内に殺気はありませんが、学園は広いです。敵は我々を誘おびき出だそうとしているのかも」

「敵の仕業だったとしても、さすがに放送で呼んだりはしないだろ？」

「私もそう思いますが、警けい戒かいはしておいて損は無いでしょう」

　言われて、将人は警戒しすぎ、とは言い返せなかった。

　用心に越したことはない。

　何な故ぜかこの学園の生徒会室は地下にある。何者かが本当に将人達を誘き出そうとしているなら、生徒会室へ行くのは危険だった。

「桐き生りゆう、まさかこの誘いに乗るわけじゃないわよね？」

　アイリが問う。

「ん……俺もそこまで吞のん気きじゃねぇよ。でもここに長時間留とどまるのもまずい気がするな。学園内にいるっていうなら、人気の無い場所が一番危険だろうし、用心のためにも教室に戻ろう」

「賢けん明めいです。こちらの動きに気づいていたとしても、さすがに向こうも一般生徒が多くいる場所で仕掛けてきたりはしないでしょうし」

　リゼットが目を開くと同時に、アイリは太ももの付近にリアライズデバイス、《ルージュ》が収納されたベルトを出現させた。

　リゼットも小型化させた拳けん銃じゆう型リアライズデバイス、《ダンデライオン》を懐へ忍ばせておく。

　そしてクレスは──

「な、なんだっ!?　今、空から声が聞こえてきたぞ!?　神の啓示か!?」

　……状況がわかっていない以前の問題だった。





　　　　◆◆◆



《ターゲットに動きがあった。連中、どうやら誘いには乗らない方針でいくつもりのようだが……かかったぞ。こちらとしては移動さえしてくれればそれでいい》

　携帯を耳に当てながら、生徒会室でくつろいでいたアカネが椅い子すから腰を上げる。

「場所は？」

《現在第６校舎の屋上だ。連中は教室に戻るつもりらしい》

「では、３階に降りて第５校舎への連絡通路を通るはずですね」

《うむ、分断させるならばそこだろう。そちらの準備は整っているのかね？　こちらは準備万端だ。全て視えている》

　アカネは灰はい原ばらの声を聞いてから、目を閉じて長い髪を手で払った。

「よろしくてよ。大気中の因子フアクターを集めるのに苦労しましたが、すでに迷宮は完成しています」

《タイミングは任せる。傀かい儡らい共に招集をかけておいた。奴ど隷れい二人は任せてもらおうか》

　アカネは通話を終えて携帯をテーブルに投げ捨てると、右手の平で顔を覆おおい、ゆっくりと瞼まぶたを開けた。

　血液が発光し、デバイス構築のために空気中の因子がアカネの背中へ集まっていく。

　因子は粒子としてアカネの背中に収束し、ある形状に固定されていく。

　それは──羽虫のような翼だった。

　血管のような筋の通った、透き通る羽根。

　その羽根は、蛍光灯の光を乱反射させて虹色に輝いていた。

　端整な顔立ちと、細い身体からだ。

　そして艶えん美びかつ蠱こ惑わく的てきな表情も相まって、羽根の生えたアカネの姿は、まるで妖精のようだった。

「では──覇王討とう伐ばつを始めるとしましょう」

　掌てのひらの隙すき間まから覗のぞく瞳ひとみが大きく見開かれた瞬間、

　光ひかりノ河かわアカネの『妖精因子フエアリーズ・フアクター』が静かに活動を開始した。


　　　　◆◆◆






　教室に戻るため、渡り廊下がある第６校舎３階への階段を下りていく将まさ人と一行。

　先頭を行くのはクレス、その後ろにアイリ、将人、リゼットが並んで階段を下りていた。

　クレスは相変わらず肩を怒らせてプンスカしている。

　アイリはクレスの背中を見てから、将人の横顔を見た。

「…………」

　正直言って、アイリは将人のことがわからない。

　彼がお人ひと好よしであることは間違いないし、自分を襲ってきた人間を奴隷にしただけで終わらせず、家に招き入れるくらいに甘い考えの持ち主だ。

　それだけならば善良な人間だと判断できる。

　事実、将人のそんなところに惹ひかれている自分がいることにも、アイリは気づいていた。

　しかし、はたしてそんな人間が『王の因子』に目覚めるだろうか？

　アイリの知る限り、王に選ばれた人間は人じん格かく破は綻たん者しやだ。どこかしら頭のネジが飛んでいる。どいつもこいつも独どく善ぜん的てきで、善人とはほど遠い人間ばかりだった。

（やっぱこいつも……そうなのかな）

　それは少し、嫌だと思った。

　理由はよくわからないけれど、この男には他の王のように組織のトップに立つような人間にはなってほしくなかった。

　素直になって本人の目の前で肯定などできないけれど、アイリは日常に縋すがろうとする将まさ人との考え方がむしろ好きだった。

　しかし、もし日常を守るということが異常なことだとしたら？

　その考え方こそが、破綻した思考なのだとしたら？

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターを手に入れ、殺人鬼ノアを撃退した後の、将人の方針は知っている。

　もしも俺から日常を奪うばうのであれば容よう赦しやしない。

　奪う者がいれば、その人間から奪い尽くす。

　この考え方は、独善的ではないのだろうか？

「……ん？　どうした、アイリ、リゼット」

　気づけば将人が階段の踊り場からこちらを見上げていた。

　おかしいな、と思う。同じ歩調で歩いていたのに、気づけばアイリとリゼットよりも先にいる。考え事をしていたせいで気づかなかった自分を護衛として恥ずかしく思う。

　アイリは将人を追って階段を下る。

　将人はクレスと共に踊り場を曲がってさらに下へ。

　アイリとリゼットは彼を追う。

　だが、二人は何な故ぜか将人に追いつけなかった。

「………………あれ？」

「…………？」

　アイリが妙な声を上げたのを聞いて、リゼットが彼女を見た。

「何です？」

「……ここの階段、こんなに長かったっけ？」

　微かすかな違和感だった。

　リゼットは訝いぶかしげにしていたが、神妙な顔をして下を見た。

　階段は今、踊り場まで残り七段。

　リゼットが慎重に足を踏み出したのを見て、アイリも共に階段を下りる。

　一段、二段、三段、四段、五段……。

「…………」

「…………」

　六段、七段、

「「…………────ッ！」」

　無いはずの八段目に足をかけたところで、アイリとリゼットは踊り場まで飛び降りた。

　踊り場に着地した二人は、急いで３階への階段を見下ろす。

　そこには──

「……桐き生りゆう……！」

「将まさ人とさん……!?」

　──将人とクレスの姿が、忽こつ然ぜんと消えていた。







　第６校舎３階の渡り廊下から第５校舎へ移動した将人は、小走りでクレスを追いかけていた。

「なぁクレス、ちょっと待てって……」

　ふんす、ふんすと鼻息を鳴らしながら、ぐんぐんと第５校舎の廊下を歩いて行くクレス。

　協力関係にあるとはいえ、あまり好き勝手に動かれるのはこちらとしても困ってしまう。

　仕方がない。ここは手段を選ばないでいこうと将人は決めた。

「おい止まれ！　丸まる山やま園その子こ！」

「──クレス・バーンフィールドだと言っているだろうがーッ！」

　振り向いた。

　振り向いた上に、踵きびすを返してこっちに戻ってきた。

　そして口をかっぴらいて犬みたいに嚙かみついてこようとしたので、頭を手で押さえつけてやる。

「あのなクレス、勇者因子ブレイブ・フアクターの力に誇りを持っているお前の気持ちはわからんでもない。でも俺らにだって事情はあるし、お前だってそのまま闇やみ雲くもに歩き回ったって埒らちが明かない。そのぐらいは、わかるよな？」

「……っ」

　ふくれっつらのクレスに苦笑しながら、将人は彼女の頭から手を放し、もう一度頭の上に手を置いた。

　そして雑な感じに撫なでてやると、くすぐったそうにしながらクレスがじと目を向けた。

「まあ、正直少しうらやましいけどな。俺もお前みたいに、自分の因子フアクターを好きになれたらよかったんだけど」

　将人の手を払おうとしたクレスだったが、意外そうな顔で将人を見上げる。

「……貴様は自分の因子を否定しているのか？」

「否定とまではいかねぇけど……無いにこしたことはない力だと思っているな。できればもう少し、人のためになるっつーか……自分のためになる因子フアクターであってほしかった、かな」

「…………」

「大切なものを守るために使うって誓ったけど、そもそもの刺客に狙ねらわれる原因がこの力のせいだからな。本末転倒だ」

　無害そうな笑顔でそう言って、将まさ人とはクレスの頭をくしゃくしゃと撫なでる。

　さすがのクレスも鬱うつ陶とうしそうに手を払って、胸の前で腕を組んだ。変わらず不機嫌そうだが、これ以上一人で行動しようとはしていないように見えた。

　将人は小さく息を吐いて安あん堵どする。

　あとはアイリとリゼットとも打ち解けてくれれば、仮初めといえどもチームワークが築けるかも。

　そう、チームワーク。たとえ一時的な協力関係であろうとも、チームワークがあればどんな苦難も乗り越えられると、将人は以前の戦いから学んだのだ。

「そういえば、お前ってなんで丸まる山やま園その子こって名前なのにクレス・バーンフィールドって名乗ってるんだ？　アイリとリゼットも気になるよな～？」

　将人はかなりの作り笑顔で後ろへ振り向いた。

　…………。

　誰もいなかった。







　第６校舎の多目的室の並ぶ廊下を、アイリとリゼットは走っていた。

「──どうなってんのよ！　これ！」

　廊下を走り、アイリは額に汗を浮かばせながら悪あく態たいを吐つく。

　リゼットも彼女の横を併へい走そうしながら、同じような焦りを見せていた。

「わかりませんが、恐らく何かの因子でしょう……！」

「こんな因子聞いたことないわよ！」

「一つ言えることは、私達は敵の攻撃を受けているということです！」

　リゼットにそんなことを言われなくても、アイリは攻撃を受けていることぐらいわかっていた。

　だが、どう考えても無理がある。これが攻撃だったとしても、因子による攻撃とは考えたく無かった。

　ありていに言えば──規模がでかすぎるのだ。

　今二人の回りに起こっているのは、物理的な攻撃ではない。

　撹かく乱らんだ。

　簡潔に状況を説明するならば、アイリとリゼットは学園の中で迷っている。

　迷わされている。

　人が道に迷う理由は、方向感覚を失う、通ってきた道を忘れる、似た風景の道に迷い込む、などだ。

　でも、これは違う。

　二人が迷っている原因は明白だ。

　学園の構造が造り替えられている。

　それも幻げん惑わくとかトリックではなく、物理的にだ。

　いつの間にか階段が増え、いつの間にかそこにあるはずのない壁が出現し、いつの間にかあるはずの廊下が消え、あるはずの無い廊下が増えている。

　結果、アイリとリゼットは第６校舎から出ることができないでいた。

「っ、学園全体を造り替えるなんて因子フアクターに可能なの……!?」

「不可能……とは言えません。空気中の因子は無限に増殖していますから、デバイスにそれだけの性能があれば、時間をかければ可能です……しかしこれは……っ」

　アイリとリゼットは角を曲がったところで、目の前に続く廊下を前にして固唾かたずを吞のんだ。

　──廊下が、蛇のようにうねっていた。

　奇妙なアトラクションのように、今この時も左右に揺れ動いている。

「さすがに、でたらめすぎます……！」

　まるで出来の悪い悪夢でも見ているようだった。

　二人は足を止め、自分達を包み込んでいる校舎を睨にらみつける。

　敵はどこかから自分達を見張っているはずだった。

「……ねえ、桐き生りゆうに声、送れてる？」

「……こちらから声を送っても将まさ人とさんの返事が無ければ、届いているのかどうかわかりません」

　覇王と奴ど隷れいの思し念ねん通話の主導権は、覇王側にある。

　同じように、将人がアイリ達の居場所をそれとなく把握できても、アイリ達には将人の居場所を感じることはできない。

　分断させられても向こうから連絡が無いと言うことは……最悪の状況を想定する必要があった。

「迂う闊かつでした……っ、将人さんが覇王であることに敵が気づいていた可能性を考慮すれば、人気の無い場所にいることが一番まずかったというのに……！」

「仮に向こうが覇王の存在に気づいてたっていうなら、勇者因子ブレイブ・フアクターを持ってるジャリンコをこっちが味方につけたことで、危機感を覚えて先手を打ってきたってことなんじゃないかしら……もしそうだったら警けい戒かいのしようもなかったわよ。そこまで予測できる人間なんているわけないし、こんなやり方をしてくるとは思わないわ」

「っ、私は、自分が不甲斐ないです……！」

　悔しそうに下唇を嚙かむリゼットを見ながら、アイリも同じ気持ちで目を細めた。

　冷静に感覚を研ぎ澄ます。

　聴覚を最大限に発はつ揮きして、音を拾う。

　これだけ学園の構造を造り替えたのなら、外は騒がしいはずなのに、外から聞こえる音は日常そのものだった。生徒達の談笑や、車が走る音しか聞こえてこない。

　つまり、外から見た校舎は普通の状態だということなのだろう。

「もう──建物自体を壊してしまえば！」

　リゼットが銃を巨大化させたのを見て、アイリは頭をひっぱたいた。

「痛いですっ！　いきなり何をするんですか!?」

「アホなの!?　バカなの!?　ほんと口ばっかりで頭が足りないわよね！　建物壊して桐き生りゆうが残ってたら一緒に潰つぶれるでしょ！」

　焦って混乱しまくっているリゼットにまくしたてるように怒鳴りつける。

　血生臭いことに対していつも冷静沈着で、イレギュラーな事態にぶち当たっても焦ることがなかったリゼットでも、さすがにこれは想定外過ぎたのだろう。

　こういう似え非せクールなタイプはキャパシティオーバーになると変な行動に出るのだ。

　落ち込んでしゅんとしてしまったリゼットを放ほうって置いて、アイリはナイフを振動させた。

《ルージュ》のＥＸＰスキル、《高振動ヴイブロブレード》。刀身を振動させて高温を宿した刃なら、学校の壁くらいは音もなく豆腐のように切り裂ける。

　アイリはナイフを振るい、三角形を描くように廊下の壁に切りつけた。

　ガコン、という重い音を立てて壁が落ち、その向こう側が現れる。

　だがその先には──再び廊下があるだけだった。

「……これじゃ外に出るのも難しそうね。まあ、桐生を置いて外に出るわけにはいかないけど」

　アイリは気を取り直して、ナイフの柄つかを強く握った。

「仕方がないわ。このまま桐生を捜すしかない。敵がどこにいるかわからない以上、慎重に行動──」




「──心配ない。すでにここにいる」




　男の声がして、アイリとリゼットは即座に得物を構えた。

　うねる廊下の中央に少年が立っていた。

　携帯電話に視線を落としながら、その少年は眼鏡を指先で押し上げる。

「この校舎はすでにリアライズデバイスで迷宮と化している。ついでに防音効果は折り紙付きだから、内部でいくら騒ごうが泣き叫ぼうが外には何も聞こえないし、校舎の外観も以前のままだ」

「「…………」」

「ふむ。感覚強化ＡＧＩタイプと身体強化ＳＴＲタイプ……か。外郭居住者アウトサイダーらしい、実に殺伐とした因子フアクターの持ち主のようだ」

　言いながら、少年は指を動かし続けている。

　まるでアイリとリゼットのことなど取るに足らない存在だとでも言うように。

「……何者ですか、あなたは」

「灰はい原ばら貞さだ明あきと言う。この学園にやってきて日が浅いのだから知らないのは無理もないが、一応生徒会の会計をやらせてもらっている」

　生徒会と聞いて、リゼットが銃のトリガーに指を当てる。

　アイリもナイフを強く握った。

「まさか、あんたがこの学園に潜むもう一人の王……って言うわけじゃないわよね？」

「ふむ。仮にそうだったら、どうするというのだね？」

「いや、あり得ないと思って。あんたにそんなオーラないし」

　これはアイリの挑発だった。敵を少しでも正体不明の枠から外そうという魂こん胆たんだ。

　灰原は目元を一瞬痙けい攣れんさせたが、すぐにまた眼鏡を押し上げてこもったような笑い声を上げた。

「確かに僕は王ではない。しかし君達の王であるところの桐き生りゆう将まさ人とには、王の資格があると思うかね？」

　見事に釣られてくれた。目元の痙攣から、彼が本当に王ではないことが確信できる。

　そして同時に、クールを気取っているがこの男は意外とわかりやすい。

　プライドが高く、自分を偽ることも嫌いだ。

　結論。

　実にかませくさい。

「……思わないわね。あいつはただのお人ひと好よしだし、王様になんかなったところで何もできずにあわあわするだけよ」

「くっくっく……それがわかっていて、何な故ぜ君達は彼を守ろうとするのだね？　どうして奴ど隷れいであり続けている？」

「んなもん、あたしに主導権が無いからに決まってるじゃない。反逆しようにもできないってだけよ」

　アイリが答えると、灰原は操作していた携帯を胸ポケットに収納して、やれやれと大げさに両手を挙げた。

「理解できないね。少なくとも僕らの王は、君らの覇王よりはよっぽど仕える価値のある存在だ。そしてそんなへたれ覇王の配下となっている君達は、僕よりもよっぽど格下ということになる」

「……王……やはりこの学園にはもう一人『王の因子』覚かく醒せい者が存在するのですね」

　リゼットが呟つぶやいた。

「おいおい、確かく証しようも無く僕らを探るような真ま似ねをしていたのか？　悪いがこちらは君らの動きなど、桐き生りゆう将まさ人とが覚醒する前から把握していたよ」

　……覚醒する前。

　それはつまり、アイリとリゼットが奴ど隷れいになる前ということ。

「……あなたは……！」

「そうとも！　桐生将人が覇王であることをローグカンパニーや雑伎団サーカス、そして因子軍ギアフアクターズに流したのは僕達さ！」

　大仰に両手を広げながら灰はい原ばらは惜しげもなく告げた。

　──アイリとリゼットの殺気が大きくふくれあがった。

「自分からいろいろ暴露するなんて、笑えるわ。よかった、ぶっ飛ばす理由がどんどん増えていく」

「おしゃべりな人ですね。自ら窮きゆう地ちに陥おちいろうなんて神経を疑いますが、これで迷う理由など微み塵じんもなくなりました。私はあなたを処刑する」

「勘違いしないでくれたまえ。別に窮地に陥ったつもりはない。戦いを避けるつもりもない。それだけこちらが余裕だという表明だ」

　灰原が広げた腕を眼鏡に持って行き、もう何度目かわからないくらいに眼鏡を指で押し上げた。

「何な故ぜならば──君達はここで終わりだからだよ」

　カッ、と灰原が踵かかとと踵を打ち付け、直立したかと思えば水平にバッと両手を広げた。

　なんだそのポーズは……。

　そんな風に思っていると、造り替えられた廊下の角や教室の中から、ぞろぞろと人影が現れた。

　皆制服を着ている。恐らく、というかどう考えても灰原の仲間だろう。

　数は10人以上。囲まれてしまった。

　アイリのこめかみにビキッと血管が浮かんだ。

「雑用……焦って第六感の警けい戒かいを怠っていたとか言うんじゃないわよね？」

「……さ、殺気は感じなかったですよ!?　ほんとですよ!?」

　疑いの眼まな差ざしを向けてくるアイリに、リゼットは焦って潔白を主張する。

　すると灰原がくつくつと笑い声を上げた。

「君の第六感強化ＣＨＲは……なるほど、50メートル以内の殺気のみを察知するタイプか。くくく、ならば彼らの殺気を感じなかったは当たり前だ。この傀かい儡らい共は、つい数秒前に目的を伝えたばかりだからね」

　自分達を取り囲む有う象ぞう無む象ぞうを、アイリとリゼットはよく観察する。

　身体からだに汗を浮かばせて息が荒く、顔を引きつらせたり泣きそうだったりしている者が多い。身体を震わせて、驚いたまま動けずにいる者もいた。

　操られている？

　……いや、違う。

　今の彼らからは明確な殺気を感じるし、自意識はあるのだと確信できる。

　彼らは自主的に、アイリとリゼットの前に立ちはだかっている。

　見たことのある顔もあった。クラスメイトの女子の一人だ。

「……あんた確か、うちのクラスの」

「た、立たち花ばなさんとマタギちゃんが、どうして……？　どうして、ターゲットがこの二人なの……？」

　クラスメイトの女生徒は怯おびえながら、イヤイヤと首を横に振っている。

　訝いぶかしく思う。彼女もそうだが、他の連中も好戦的とは言い難がたい。

　どちらかというと、仕方なくアイリとリゼットに攻撃を仕掛けようとしているように見えた。

　アイリとリゼットは背中合わせに立ち、生徒達を睨にらみつけた。

「あなた達は、この男に脅されているのですか？」

「理由があれば言っておいて損はないわよ。少なくとも殺さないでおいてあげるから」

　リゼットとアイリがそう口にすると、生徒達は震えながら下を向くばかりだ。

「……し、仕方ないじゃない……私だって、こんなことしたくなんか……っ」

「誰だって……他人よりも自分の方が大事なんだ……！」

　生徒の中の二人がそう吐き出す。

　そして、一人一人ゆっくりと、身体中の血管を発光させてリアライズデバイスを出現させた。皆、戦闘に向いている因子フアクターの持ち主ではない。シューズ型や、野球のバット、ボクシンググローブなどだ。

　それでも身体強化ＳＴＲに特化した因子は生身の人間であれば容易たやすく屠ほふることができる。

　殺すための因子ではなくても、人は殺せるのだ。

「望んでやってるわけじゃないのと、言えない事情があるってのは了解したわ。許してあげる気は無くなったけどね」

　襲ってくるというのなら容よう赦しやはしない。

　どんな理由があろうと、アイリとリゼットが優先するのは将まさ人との命だ。

　こんなところで足踏みしている暇はないのだ。

「雑用」

「何ですか道化ピエロさん」

　お互いにナイフと銃を握りながら、鋭く瞳ひとみを細める。

「──一応殺すんじゃないわよ！」

「──言われなくてもわかってます！」

　そして、二人は同時に廊下の床を蹴けった。







「ど、どうなってんだ、こりゃあ……」

　将まさ人とはクレスと共に第５校舎で彷徨さまよっていた。

　おかしい。人っ子一人いない。その上出口も入口も見当たらなかった。

　窓の外に広がっているのは闇やみだ。

　さっきまで真っ昼間だったのに、外の風景は一寸先も見えない暗闇だった。

　校舎の中では蛍光灯が光っているため灯あかりはあるが、異様な光景である。

「……敵の攻撃、って考えた方がいいんだよな」

　状況把握能力がいちじるしく低い将人にも、今がピンチだってことぐらいわかる。












　校舎に閉じ込められ、アイリとリゼットとはぐれてしまった。

　今横にいるのはクレスだけ。

　今ここにいるのは自分とクレスだけ。

　つまり雑魚二人である。

　クレスの因子フアクターは精神強化ＭＮＤや第六感強化ＣＨＲだけで、身体強化ＳＴＲや感覚強化ＡＧＩは持ち合わせていないし、《ブレイバー》も攻撃向けのデバイスではない。

　将まさ人との因子だってパラメーターは何も成長しておらず、《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》はもはやただ硬いだけの鎖である。

　……大ピンチだった。

　将人は目を瞑つぶって、アイリとリゼットの居場所を《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》に求めた。

「……あれ？」

　しかし、居場所どころか方角までわからない。

《二人とも聞こえるか？　アイリ、リゼット？》

　声を送ってみても、返ってこない。繫つながりは感じるが、視界を盗むこともできなくなっていた。

　将人は目を開いて、ごくりと喉のどを鳴らす。

「───やばいな、これは」

　そう、やばいのだ。とてもやばいのだ。

　将人は口元を引きつらせながら、横のクレスを見た。

　クレスは、

「……ぁぅぅぅぅ……」

　……何な故ぜか廊下の端っこで頭を抱えて震えていた。

　すごくちっちゃくなってしまっている。チワワかなにかのようだ。

「……クレス？」

　将人が声をかけると、クレスはハッとして顔を上げた。

「か、勘違いするな！　別に突然暗くなったのが怖いわけじゃないぞ！　闇やみを退しりぞけてこそ勇者だ！　闇を恐れることなどない！」

　怖いらしかった。闇を恐れているらしかった。

　……暗い路ろ地じ裏うらで眠ることの方が怖くないか？

　将人はそう言おうとしたが、これ以上クレスのプライドを傷つけてしまうと修復不可能になりそうだったのでやめておく。

　クレスは蛍光灯が明滅したことで、ひっ、と声を上げる。

「怖がってるとこ悪いんだが、とりあえずここから出る方法を探そう。どういう因子なのかさっぱりわからないけど、たぶん俺達は攻撃されてる」

「……あわわ」

「俺とお前しかいないんだ。協力して──」

　そこで、将まさ人とはクレスが廊下の先を指差していることに気づいた。

　将人は首を動かして、クレスが見ている方向を見やる。

　廊下の先。将人達から30メートルほど離れた場所に、少女が立っていた。

　違う、浮いている。

　少女が背中から虹色の羽根を生やして、宙に浮いていたのだ。

　その姿はまるで妖精のようで神秘的だったが、将人の背中には寒気が走った。

　将人は彼女を知っている。

　その美しい少女のことを知っている。

「ふ、副会──」

　将人が呼びかけようとした瞬間、明滅していた蛍光灯の明かりが落ちた。

　何も見えなくなる。

　明かりが落ちたのは一秒ほどだっただろう。

　だが、蛍光灯の明かりが復活した瞬間、

「──ばぁ♪」

　目の前に、生徒会副会長──光ひかりノ河かわアカネがいた。

　引きつったような悲鳴を上げて、将人が後ずさる。

　釣られたようにクレスも悲鳴を上げて将人の後ろに回り込んだ。

　盾にすんなと文句を言いたかったが、将人は仕方なくクレスを守るようにアカネと対たい峙じした。

　驚いた将人とクレスを見て、アカネが浮ふ遊ゆうしながらクスクスと上品に笑った。

「あらまあ、もっと驚いてくださると思っていたのですが、意外と度ど胸きようがあるのですね、桐き生りゆう将人さん。覇王の風格にはほど遠いですが、ほんの少しだけ見直しましてよ。これだけ危機的状況にありながら、取り乱さずに冷静でいられるのはたいしたものですわ」

「……は、はは……残念ながら危機感が湧わかねぇだけで、肝が据すわってるわけじゃないんすけどね」

「ご謙けん遜そんを。軽口を軽口で返す余裕まであるじゃないですか」

　笑い方こそ上品だが、アカネの目は決して笑ってはいなかった。

　いつも清せい楚そで、学園の女神様のような感じで遠くから見ていたが、まさかこんな悪魔的な笑みを浮かべるとは思ってもみなかった。

「……まさか副会長が、この学園にいるもう一人の王なのか……？」

　将人が問うと、アカネはきょとんとした。

「わ、わたくしが王だなんて……あなたの目は節ふし穴あなですか？　わたくしのどこにそんな風格がございますの？」

　アカネは驚いたように将まさ人とを見ている。

　正直、将人もアカネが王だとは本心では思っていなかった。

　理由は、なんとなくだ。

（……てことは、王は生徒会長、なのかな）

　生徒会副会長が王でなく、覇王である将人を襲ってきたとなれば、十中八九、もう一人の王は生徒会長、御み堂どう光みつ秀ひで。

　いや、しかしそれだったら生徒会長とのやりとりの時に、クレスの《ブレイバー》が反応していたはずなのだが……。

「《ブレイバー》は反応していない……こいつは王ではないぞ」

　クレスは将人の後ろから顔を出し、剣を構えた。

　確かに剣は光ってなどいない。

「それじゃあ、副会長は王の仲間ってことか？」

「仲間……あのお方に、仲間など一人もおりませんよ。いるのは卑いやしい下僕のみです。無論、わたくしもそのうちの一人に過ぎません」

　アカネは羽根を震わせて、ふわりと床に着地した。

「魔王軍は魔王様ただ一人の軍隊でございますので」

　魔王──そのワードを耳にして、将人は目を見開いた。

　やはりこの学園にいるもう一人の王は、魔王。

　将人は冷静に、横のクレスを見やる。

　クレスは驚いた顔のまま硬直していたが、剣の柄つかを握る手に力が篭こもったのが見て取れた。

「……どっちにしろ、あんたは魔王のために俺達を殺しにきたんだろう？」

「殺したりなんかしませんよ。わたくしはただ、捕らえるだけですわ」

　捕らえる？

　何な故ぜそんなことをする必要がある？　王が王を捕らえてどうするというのか。

「俺なんかを捕らえてどうするつもりだ？」

　至極当然の疑問だった。

　そのはずだった。

　しかし、

「あはははははははははははははは！」

　突然の笑い声に、場が凍りつく。

　今まで味わったことのない嘲あざけりが、将人へ向けられる。

「思い上がらないでください虫ケラさん。王が求めているのはあなたではなく、そこの勇者因子ブレイブ・フアクターだけです。あなたは殺しますよ。どうしてだかわかります？」

「…………」

「あなたが魔王様に王として認められていないからですよ」

　妖精が見下すようにそんなことを言ってくる。

　彼女の嘲あざけりの笑みを向けられて、将まさ人とは……。

　将人は、心底不思議そうな顔で眉まゆ根ねを寄せた。

「──何言ってんだ？　俺が王だなんて、そんなん俺自身が一番認めてねぇんだけど？」

　あっけらかんと、言い放つ。

　アカネは目を見開いたまま固まり、クレスはぽかんとした顔で将人の横顔を見ていた。

　空気が凍っている。

（……あ、あれ……なんか俺、変なこと言ったか……？）

　背筋に冷たい汗を流しながら、将人は目を線のように細めた。

　なんだろうこの気まずい空気。

　これはきっと、的外れなことを言ったか、もしくは地雷を踏んだかのどちらかだ。

　横のクレスは驚きから呆あきれへ表情を変化させている。

「な、なんだよ、クレスまで」

「……貴様は、なんというか……やはりなにかおかしい」

「どうしてさ？」

「王のくせに自分では王じゃないと思ってるのは変だぞ……」

「別におかしかないだろ。王ったって覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターっていう力を持ってるだけだろ？　力があるから王様って方が、変な理屈だぜ。俺には王様っぽい野望とか目標とか、そういうの無いし」

　アカネそっちのけで会話を始める将人とクレス。

　クレスは信じられないものを見るような目で将人を見た。

「バ、バカな！　貴様には王としての野望が無いとでもいうのか!?　因子フアクターは望んだものが手に入るわけではないと聞くが、少なからず願望が反映されているはずなのだっ。世界征服とかハーレムを作るとか……どうせそーゆーのあるんだろ!?」

「だーかーら！　俺の目的は俺の大切なものを守るだけって言ったろ！　なんだよ世界征服って……心の底からそんなもんに興味はねぇし、だいたい世界なんて手に入れてどうすんだよ？　手に余るを通り越して重すぎて潰つぶれるわ！　頼まれてもそんなもん欲しくないからな！」

　心の底から出た、噓うそ偽いつわりなど皆無な言葉だった。

　実際問題、覇王の力は将人には手に余る。前々から何な故ぜ自分が覇王なのかわけがわからなかったし、いまだに納得がいかないのだ。

　自分みたいなモブキャラクターの如ごとき凡ぼん庸ような人間が、何故に『王の因子』などというけったいな力を与えられなければならなかったのか。

　未覚かく醒せい者だった頃は因子が欲しくて欲しくて仕方が無かったが、こんな因子フアクターはむしろ遙はるか宇宙の彼方かなたにでも投げ捨てたい。

　これは因子開発者バルタザール・アシモフの嫌がらせに違いない。

　そんな風に、今の将まさ人とは思っている。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターを手に入れてよかったと思えることは一つだけ。

　アイリとリゼットに出会えたことだけだ。

「…………」

　謎なぞの口論を繰り広げている将人とクレスの対面で、アカネは見開いた瞳ひとみをゆっくりと伏せていく。

「……魔王様が怒っていらっしゃった理由がよくわかりました……なるほど、こういう男でしたか……さすが魔王様……器だけでなく、この惰弱さを一目で見抜くなんて……アカネは感服致しました」

　顔を伏せたまま、アカネは背中の翼を激しく震わせる。

　そして、彼女の床から足が離れた瞬間、空気中の因子が激震した。

「なっ──！」

　因子の竜巻が起こる中、将人は吹き飛ばされないように足を踏ん張る。

　これほどの因子の奔ほん流りゆうを見たのは初めてだ。

　渦巻く因子の中で、アカネがゆっくりと顔を上げる。

　その形ぎよう相そうは──怒りに充みち満みちていた。

「あなたのような存在が王の力を有していることをわたくしは認めません。大義もなく、野望もなく、欲すらなく王の資格を持つなど……断じて許すわけにはいかない！」

「……っ、ど、どういう理屈で怒ってるのかさっぱりわからないんだが……！」

「ええ、わからないでしょうね、あなたのようなクズには！　魔道を志す魔王様のお気持ちは未み来らい永えい劫ごう理解などできはしないでしょう！　このあなたに対する怒りは理屈ではない──わたくしはあなたが存在していることが許せない！」

　凄すさまじい怒りが吹き荒れる。

　どうやら将人が踏んだのは地雷だったらしい。

　どれがかはわからないが、彼の言葉がアカネの逆げき鱗りんに触れてしまったのだ。

　校舎全体が揺らいでいた。足下の床がぐにゃりと歪ゆがんで波打っている。

　ピンチどころの話ではなかった。集束する因子の量が尋じん常じようではない。因子の詳細は不明だが、光ひかりノ河かわアカネの力は将人達で対処できそうにもないのは一目でわかる。

　一いつ旦たんこの場から逃げるのが最善だ。鎖を放出して、撹かく乱らんした後に猛ダッシュで退避。

　戦う術すべのない今はそれしかない。

　将まさ人とはクレスの手を摑つかみ、この場から逃げ出そうとした。

　──が、

「下がっていろ、覇王。貴様ではこの女の相手は荷が重かろう」

　あろうことかクレスは、将人を守るように前へ出ていた。

　まるで騎士か何かのように胸の前で剣を掲げ、仁王立つ。

　その姿はとても頼もしく、自信に充みち満みちていて──

　──逆に不安しか湧わかなかった。

　将人はかっこつけているクレスの手を摑んだまま、問答無用で引きずった。

「な、何で引きずる!?」

「戦闘系のパラメーターが無いお前と俺であんなのに勝てるわけねぇだろうが！　逃げねぇでどうすんだよ！」

「ええい離せっ！　逃げるなら貴様一人で逃げるがいい！　クレスは勇者だ！　敵に背など向けなーい！」

　ジタバタされた上に剣を振り回されて、将人はたまらずクレスの肩を離してしまった。

　ふんすと鼻を鳴らして、クレスは再び剣を構える。

「まったくまったく！　戦闘系のパラメーターが無いと言ったな。それは事実だが、見くびるなよ覇王……クレスにはまだＥＸＰスキルが残っている」

「……そんなんあったっけ？」

「ええー!?　あっただろー!?　クレスだって外郭アウトサイドで生きてきたんだぞ！　身体からだは弱くても、精神的鍛錬で《ブレイバー》は進化を遂げているのだ！」

　将人は思い出す。

　確かクレスの《ブレイバー》には、二つほどよくわからない名前のＥＸＰスキルが解除されていた。

　リアライズデバイスの特殊能力はパラメーターに依存する部分が大きい。

　だが中には、知能指数強化ＩＮＴで身体強化ＳＴＲを補うようなスキルも存在すると聞く。

　もしや、戦闘向けではないと思われたクレスの《ブレイバー》にも、精神強化ＭＮＤに依存する革命的な攻撃手段があるのだろうか？

「おい女！　調子に乗るんじゃあないぞ。貴様が魔王の従じゆう僕ぼくだというのなら、クレスは容よう赦しやしない！　四天王なんて雑魚だ！　軽く捻ひねってやろうではないかッ！」

　何をするかと思えば一丁前に挑発をしていた。

　なんということだ。絶望的な状況をさらに絶望的にしていた。だいたい四天王って何だ、いつそんなのが出てきたというのだろう。

　しかし対するアカネは動じた風もなく、冷ややかに空中からクレスを見下ろしている。

「攻撃できませんので、どいていてくれませんか？　あなたを殺すわけにはいかないのです。勇者であるあなたにとって、そこのクズのような覇王は敵なのでしょう？　何な故ぜ彼のようなクズに荷担するのです？」

　こうもクズクズと連呼されるとさすがに傷ついちゃう将まさ人とであった。

　クレスは疑問を投げかけてくるアカネに、ニヒルに笑ってみせた。

「ふっ……クレスも貴様になど理解してもらおうとは思っておらん。貴様のような闇やみの眷けん属ぞくには到底理解できない、崇高な理由があるのだ」

「構いません。言うだけ言ってみてください。納得できるようでしたら、覇王の抹消は保留にしてさしあげてもいいですよ」

　アカネの瞳ひとみは、クレスの理由に微み塵じんほどの期待も抱いていない。

　クレスは剣の切っ先をアカネへ向けて、闘とう志しを滾たぎらせながらアカネの問いに答える。

　本来ならば敵対すべき覇王を守る理由。

　それは、




「──目玉焼きハンバーグだッッ！」




　…………………。

「……えー」

　確かにファミレスで奢おごってやったけれども。

　食べ物は大事だけれども。

　一宿一飯の恩義とは言うけれども。

　自分とクレスにはもっとそれなりの絆きずなが……。

（……ハハ、俺も目玉焼きハンバーグくらいしか思い浮かばねぇや）

　出会って一日くらいしか経たっていない人間と絆を作れと言われても、無理があった。

　しかし、それでも。

　鎖で命を縛られているからという理由じゃなかったのは、素直に嬉うれしかった。

　将人は苦笑しつつ、意識をクレスに繫つないだ鎖へ集中させる。

（さすがにこれ以上、俺と鎖で繫がれててもクレスに得は無い……）

　王と奴ど隷れいは一心同体。王が死ねば、奴隷も死ぬ。

　クレス一人ならば命を取られずに済むのだ。将人は迷わずクレスの首輪を解除し、主従の契約を解こうとした。

「──覇王」

　その時、背を向けたままのクレスが将人を呼んだ。

「それやったら、怒るぞ」

「……え？」

「怒るからな」

　それだけ言って、クレスは剣を後方へ引く。

　まるでこちらが何をしようとしていたのかわかっているかのようなクレスの口ぶりに、将まさ人との集中が途切れた。

　そして、

「大人しくクレスの活躍を見ておけ！」

　次の瞬間、クレスの剣が因子フアクターを集束させた。

　空気中の因子が渦を巻き、クレスの周りに集まっていく。

　それはアカネの因子集束率に劣っていない、凄すさまじい勢いだった。

「……これは……ッ！」

　恐らくクレスのことを舐なめきっていたであろうアカネが警けい戒かいを強める。

　背中の羽根が激しく震えたかと思えば、周りの壁という壁から埋め込まれていたはずの鉄棒がクレスに向かって針のように飛び出してきた。

「《キー・オブ・ザ・ビクトリー》ッ！」

　だがその鉄骨は、クレスを貫くことは無かった。

　軽やかとはとても言い難がたいが、クレスは間一髪のところで右へ左へ飛んで鉄骨の乱らん舞ぶを回避したのだ。

　その刹せつ那な、アカネの瞳ひとみに明確な敵意が宿り、彼女を後方へ下がらせた。

　クレスから繰り出されるであろう攻撃を予測し、防御態勢を取ったのだ。

「今更遅い、行くぞ！　魔王の従じゆう僕ぼく！」

　後方へ引いたクレスの剣の切っ先が、アカネの方へ真まっ直すぐに振り抜かれる。

　距離は離れている。剣のリーチでは届かない。

　だが、クレスの周りに集められた空気中の因子は、あるシルエットを形作っていた。

　それは──巨大な人型だった。

　人型は廊下の壁を破壊し、物質としてその場に君臨する。

　上半身だけの巨人。それはまるで、

　まるで、昔のアニメに出てきそうな──ロボットだった。

「……うそだろ」

　不完全とは言え、確かにロボットだ。

　装甲はボロボロで、内部機構も朽ち果てそうではあるが、しかしその鋼鉄の勇者は、機械の瞳を真っ直ぐに己が敵へ向けていた。

　光ひかりノ河かわアカネ。倒すべき、魔王の従僕へ。

「これが勇者因子ブレイブ・フアクターの持つ真の力──《ラストブレイバー》だ！」

　剣の切っ先を振り払い、クレスはロボの肩に乗って仁王立ちしている。

「そんなっ、勇者因子ブレイブ・フアクターにこんな力っ……！」

　アカネは両手を前へ掲げ、廊下の床から何重もの壁を出現させる。

　だがそれは所しよ詮せんコンクリートの壁。

　クレスの出現させた巨大ロボ──《ラストブレイバー》の攻撃に耐えられるわけがない。

「《ラストブレイバー》！　魔王の従じゆう僕ぼくを倒せ！　ハウリングブレイブ！」

　ロボの機械の瞳ひとみが光り輝き、胸の中央のコアが解放される。

　そして、その中央に凄すさまじいエネルギーがチャージされていく。

「す、すげぇ……なんだこれ、すげぇよクレス……！」

　放心していると、ロボの肩からクレスが飛び降りて、将まさ人との横にやってくる。

　クレスは自信満々の笑みを浮かべて、将人の肩に手を置いた。

　そして、ぐっと親指を立てると──




「よし！　じゃあ、逃げるぞ覇王！」




　ウィンクしながらそう言った。

「──ゑ？」

　逃げる？　なんで？

　そう思う暇も無く、クレスは将人の手を摑つかんで走り出した。

「なんで逃げるんだ!?　なんか凄すごそうなの撃とうとしてるのになんで!?」

「いいから逃げるのだッ！」

「あっ、そうか威力が凄すぎるからか！　だったら逃げるのにも納得──」

　クレスに引っ張れるままに走り出した将人は、首だけ後ろへ向けてロボを見た。

　ロボは……何な故ぜかボロボロになって朽ち果てていく最中だった。

　チャージしたエネルギーも、見る見る内に霧む散さんしていくのが見える。

　そしてとうとうロボは形を保てなくなり、ガラガラと崩れてしまった。

　その姿を見届けたのは、将人が角を曲がり、階段を上へ向かって上がるのと同時だった。

「……あの、クレスさん？　今のは……」

　将人が横で階段を駆け上がりながら問うと、クレスは顔を背けながら、ぼそりと、

「《ラストブレイバー》は精神強化ＭＮＤ20で10秒間出現させられる。クレスの精神強化ＭＮＤは20だ」

「……うん」

「そして、ハウリングブレイブのチャージ時間が20秒だ」

「……………うん………」

「…………………うん………」

《ラストブレイバー》の持続時間が現状10秒間。ハウリングなんとかのチャージに必要な時間が20秒。

「──撃てねぇじゃねぇかッ！」

　ハッタリだった。

　あのもの凄すごい出現シーンも、やたらとかっこいいポーズも、全部ハッタリだった。

「し、仕方ないだろう！　まだクレスは発展途上なんだ！」

「あれだけ大おお見み得え切っておいてハッタリなのかよ!?」

「戦略だ！　戦略ー！」

　ぎゃーぎゃーと騒ぎながら、将まさ人と達は迷宮と化した第五校舎の中を、ひたすら上を目指して逃げるのだった。






FifthEncounter　観測者因子オブザーバーズ・ファクター






　アイリとリゼットは襲いかかってきた生徒達に、予想外にも苦戦を強いられていた。

　実戦慣れなどしているはずのない望もち月づき学園の生徒達。

　しかし彼らは因子フアクター開発学校の生徒だ。将来アスリートとして活躍するであろう彼らの身体強化ＳＴＲや感覚強化ＡＧＩはそれなりに高く、非常にバランス良く育成されていた。

　もちろん苦戦の原因はそれだけではない。

　殺さずに戦うということの難しさを、アイリとリゼットは身をもって思い知らされた。

「こんのっ！」

　アイリはナイフの峰で打撃による攻撃を繰り出し、空手家であろう道着を着た生徒の後頭部を強打する。

　たいして有効なダメージが与えられない。

　気絶させるにしても何度も同じ箇か所しよに直撃させなければならなかった。

　アイリのデバイス、《ルージュ》は切ることと投げることに特化した武器だ。音を立てず、敵を近距離から、あるいは中距離から暗殺することが想定されている。

　切ってもダメ、投げてもダメとなればデバイスを出す意味が無かった。

「──ッ！」

　リゼットはボクサー志望であろう生徒の右ストレートをギリギリでかわし、背面による体当たり、鉄てつ山ざん靠こうを繰り出して吹き飛ばす。

　アイリに匹ひつ敵てきするほどの感覚強化ＡＧＩを持つ生徒は右ストレートを放ってから防御しても、リゼットの動きよりも速くガードに成功していた。

　本来の力を発はつ揮きできれば、身体強化ＳＴＲの高いリゼットならばこのようなボクサーかぶれなど粉みじんに吹き飛ばすことができただろう。

　だが、リゼットは打撃においても加減しなければならないのだ。

　戦闘に関して大おお雑ざつ把ぱな攻撃手段しかないリゼットには、加減という行為の難易度は非常に高い。

　力み過ぎれば殺してしまうため、必要以上に打撃の威力を抑えてしまう。

　二人とも一対一ならばサブミッションで敵の意識を落とせるが、この人数では無理だ。

（っ、こんな時……！）

（将まさ人とさんがいれば……！）

　ローグと雑伎団サーカスの殺し屋共と、公園で戦った時のことを思い出す。

　第三の目とも言うべき覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターによる援護は個対多数において非常に有用だった。今のように手加減せざるを得ない状況でも、彼の援護があれば格段に仕し留とめやすかったはずだ。高所が無いため将人を守りながらの戦闘になっていただろうが、それでも将人がいればこの状況を打破できるという自信が二人にはあった。

「許してくれ……！　俺達だってこんなリンチみたいな真ま似ねしたくねぇよ……！」

「アスリートの風上にも置けないってことはわかってる……でも、それでも僕はこの因子フアクターを失うわけにはいかないんだ！」

　敵の生徒達は必死だった。

　彼らが自分の因子を秤はかりにかけられて仕方なく襲ってきているのは間違いなかった。

　外郭アウトサイド出身者からしてみれば、馬鹿馬鹿しいと鼻で笑いたくなる。内郭インサイドの人間は因子という力に縋すがりつかなければ生きていくことができない脆もろい人間ばかりだ。

　でも、アイリとリゼットはこの生徒達を笑うことなどできなかった。

　何な故ぜならば必死でこそあれど、彼らからは本気の殺気が感じられないのだ。

　デバイスの使用も極力控え、なんとかこちらを気絶させようとしているのが見え見えだった。

　当然だろう。普通の子供に人を殺す覚悟など持てるはずがない。

　アイリがかつてそうであったように、彼らもまた人を殺すことができないでいる。

　同じだ。人数が多いだけで、向こうも自分達と同じように全力を出せていない。アスリート系の因子覚かく醒せい者は反社会的因子と見なされるギリギリの立場にいる。形や動機はどうあれ、夢を追うための力を人殺しに使いたくないという気持ちが滲にじみ出でていた。

　説得という言葉が二人の頭に浮かんだ、その時。

「──傀かい儡らい君達、何をふざけているのかね？」

　遠くから観戦していた灰はい原ばらが冷ややかに言った。

　生徒達が怯おびえたようにピタリと動きを止め、灰原へ青い顔を向ける。

　アイリとリゼットも息を荒らげながら、灰原を見た。

「何な故ぜ全力で殺そうとしない？　彼らは殺し屋だ。君達のような甘ちゃんが手加減して仕し留とめられるほど生ぬるい連中ではないのだよ」

　眼鏡に光を反射させながら、灰原はアイリ達と戦う生徒達を見下した。

　そして口角をこれでもかというほど歪ゆがませて、灰原は眼鏡を指で押し上げた。

「──それともここで何もかも失うか？　蟻ありンコども」

　その一言に、青ざめた顔の生徒達は震えながらリアライズデバイスを構えた。

　皆、今にも泣き出しそうだった。

　灰原は遠方から眺めるばかりで、加勢するようなそぶりは全く無い。

　それどころか、両手を叩たたいて生徒達に「殺せ」と囃はやし立たて始めた。

　生徒達は灰原に逆らえない。

　灰原の命令に背けば、自分達がどうなるのかわかりきっているから。

　──プチン。

　何かがキレるような音がしたのは、その時だった。

「こいつらがどうなろうが知ったこっちゃないけどさぁ……いい加減我慢の限界だわ」

「あなたと意見が重なるとは、珍しいこともあるものですね。私もさすがに堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れました」

　顔に影を落として、冷たい瞳ひとみに淀よどんだ殺意の光を宿らせながら、アイリとリゼットはデバイスを強く握りしめた。

「……あんた雑魚よろしく」

「……気に入りませんが仕方ありません。あなたは乱戦に不向きでしょうからね」

　背中合わせに立っていた二名の外郭居住者アウトサイダーが、ものすごい形ぎよう相そうで灰原を睨にらみつけた。

　そして次の瞬間、アイリがナイフに《高振動ヴイブロブレード》を発動させて膝ひざを曲げたかと思えば、軽くジャンプした。

「雑用！」

「はいッ！」

　リゼットが右足を引き、アイリへ向けて蹴けりを入れる。

　アイリはリゼットの蹴しゆう撃げきに両足を乗せ、脚のバネで跳ちよう躍やく。

　生徒達の間を抜けて、ロケットのような速さでまっすぐに灰はい原ばらへと突っ込んだ。

「上から見下してんじゃないわよ！」

　逆手に持ったナイフを突き立てるように、身体からだごと灰原の懐へ一直線。

　灰原はその間も余裕の笑みを浮かべて眼鏡を押し上げた。

「残念──視みえているよ」

　ナイフの切っ先が腹部に沈められようとした瞬間、灰原がくるりと踊るように身体を回転させてアイリの渾こん身しんの一撃を回避。

　床を滑り、勢いを殺し終えたアイリが、すぐさま顔を上げる。

　灰原は涼しい顔で両手を広げながら立っていた。

　あの一撃を避けられるはずがない。リゼットの身体強化ＳＴＲとアイリのバネを複合した特攻だったのだ。アスリート系の因子フアクターでも簡単にはいかないし、まして見るからに頭脳タイプの灰原が回避できるわけがない。

「どうせ君達のような浅慮な人間の考えることだ。僕の因子が知能指数強化ＩＮＴタイプだと思っていたのだろう？」

　図星を突かれて、アイリは奥歯を嚙かみしめる。

「いやいやそれは正解だ。僕の特化しているパラメーターは知能指数。身体強化ＳＴＲや感覚強化ＡＧＩ、精神強化ＭＮＤは必要最低限にとどめられている。本来ならば君の動きすら目で追えずに、あのまま刺し殺されていただろう」

　余裕そうに眼鏡を押し上げ、ニタリと笑う。

　アイリは床を蹴けって再び灰原に襲いかかった。

　右手に持ったナイフで十字に灰原を切り裂き、左手のナイフで刺突の連撃を繰り出す。

　しかし灰原にはかすりもしない。まるで遊ばれているように避けられてしまう。

（どうなってるの……!?　動きはこっちの方が速いのに、どうして避けられる!?）

　斬ざん撃げきを絶え間なく放ちながら、アイリは灰原の動きに驚きよう愕がくする。

　スピードが速いわけじゃない。それなのにこちらの攻撃が当たらない。

「──視えているからさ。君の全すべてがね」

「くそっ！」

「僕の『観測者因子オブザーバーズ・フアクター』のリアライズデバイス、《オブザベーション》は相手の因子のパラメーターと、因子そのものの動きが全て視えている。人間の体内を流れる因子。空気中に漂ただよい流る因子。デバイス構築の際に収束する因子。その全てを、僕の眼鏡は捉とらえている」

　アイリの攻撃を避けながら、灰原は自慢するようにしゃべる。

「因子の流れを読み、知能指数強化ＩＮＴにより相手の行動を計算すれば君の動きなど動く前から手に取るようにわかるのだよ。距離も速さも関係無い。たとえ離れていても望んだ場所、望んだ空間の因子の動きはどこからでも予測できる。因子が筋肉に与える強化も脳に与える強化も、僕には全すべて視みえている！」

「ぺちゃくちゃぺちゃくちゃよくしゃべるわね……！」

「君はどうやら感覚強化ＡＧＩを率先して向上させているようだ。身体強化ＳＴＲはそれなり、といったところか。なるほど、やはり外郭居住者アウトサイダーらしい殺しに長たけた浅い因子フアクターだな」

　じろじろと、アイリの身体からだを舐なめるように見回しながら灰はい原ばらはニタリと笑う。

　この男の言うことが本当ならば、こちらの動きは完全に先読みされている。

　こちらが動く前に行動の内容がわかってしまうのだから、相手は最小限の動きで回避できてしまう。

「──だったら！」

　アイリは灰原から飛とび退のいて距離を取った。

　そして、視界に灰原を捉とらえたまま太もものベルトからナイフを引き抜き、一気に投げ放つ。

　ＥＸＰスキル《ロックオン》。視界に入ったターゲットを自動追尾する投とう擲てきナイフ。

　これならば、たとえ避けたとしても追尾からは逃れられ──

「《ビーム》！」

　────は？

　アイリの脳内で、信じがたい光景に疑問符が乱らん舞ぶした。

　灰原の顔面へ迫っていたナイフ達が、直撃する前に霧む散さんしてしまった。

　まるで将まさ人とが強制的にデバイスを解除させるのと同じように、消えてしまったのである。

　アイリが見たのは灰原の眼鏡の煌きらめきだった。

　ナイフが消える直前に、眼鏡から光のようなものが発射されていた。

　灰原は眼鏡をかけ直しながら、勝ち誇ったようにアイリを見た。

「避けるだけではこちらもいずれ詰むのでね。攻撃手段くらいは用意してあるとも」

「デバイスが……消えた……？」

「見た目は少々アレだが……この可か視し光こう線せんは因子の活動を一時的にではあるが撹かく乱らんさせる効果がある。デバイスは因子同士の結合で成り立っている代物だ。少し混乱させてやれば因子の結合は解除され、デバイスは形を維持できなくなるというわけだ。さ・ら・に──」

　灰原は眼鏡のレンズをアイリの肩口へ向ける。

　アイリは咄とつ嗟さに横へ回避する姿勢を取ったが──読まれている。

　眼鏡が光ったかと思えば、光線がアイリの肩を貫いた。

　外傷は無いが──しかし、

「あっ──く、あつッ！」

　アイリは肩を押さえてその場に蹲うずくまった。

　光に貫かれた左肩が、とてつもない熱と痛みを持っている。

「体内で因子フアクターが暴れるというのは痛いものだろう？　因子が誤作動を起こせば、筋肉や神経にあるはずのない痛みを与えることもある」

「……こいつ……！」

「こんな風にね！」

　アイリはその場から逃げようとしたが、いくら感覚強化ＡＧＩを鍛きたえているアイリであっても、光の速度の攻撃は避けられない。

　回避しようとしても、アイリの身体からだは灰はい原ばらの《ビーム》に晒さらされた。

　壮絶な悲鳴が廊下に響く。アイリは床に倒れて、体中の痛みに喘あえいだ。

　身体は動いても、神経が悲鳴を上げている。デバイスも出すことができない。暴れ回る因子が言うことを聞いてくれなかった。

　灰原はアイリに近づいて、真上から見下ろす。

　彼の表情は実にいやらしく、サディスティックな光を帯びていた。

「なかなかいい格好じゃないか。僕は光ひかりノ河かわ君より、君のような跳ねっ返りが好みなんだ。なぜならば君みたいな子は──」

「っ……殺し……て、やる……！」

「──屈くつ服ぷくした時の表情がたまらなくそそるんだよねッ！」

　灰原は倒れたアイリに容よう赦しやなく《ビーム》を浴びせた。












　アイリが悲鳴を上げる。

　あまりの痛みに、身体からだは痙けい攣れんし、大きく胸を反らせていた。

「はははははは！　君の体内で因子フアクターが暴れ回っているのがよく見えるよ！」

「……っ……ぅ……」

「知っているかい？　因子というのは人体の特定箇か所しよに収束し易いようになっている。具体的に言うと、その人間の性感帯だ。君の性感帯は～……」

　スカートから覗のぞく脚、細く引き締まった腰を通り、へそのあたりを越えて、次に胸。

　そこで、灰はい原ばらの瞳ひとみがいっそういやらしく細くなった。

「……そこか」

「くっ」

「性感帯に直接《ビーム》を当てた場合、どうなると思うかね？」

　灰原の口角がこれでもかというほど吊つり上がる。

　彼が何をしているのか理解したアイリの顔が強こわばった。

　怯おびえではなく、屈くつ辱じよくと恥辱に顔が赤くなる。

　灰原は身体をゾクゾクとさせながら、眼鏡に指を当てた。

「安心したまえ50％ほどの確率で死にはしない！　そして痛み以外にも希まれにだが快感も得ることができ──」




「──何を遊んでいるのですか、道化ピエロさん」




　声がしたのは灰原のテンションが最高潮になった時だった。

　背後に迫る影に、灰原が戦せん慄りつし、慌てて振り返る。

　灰原が見たのは──跳ちよう躍やくし拳こぶしを振り上げたまま飛びかかってくるリゼットの姿だった。

「馬鹿な！　因子の流れは逐ちく一いち警けい戒かいしていたは──ズベラァッハッッ！」

　リゼットの小さな拳が灰原の右みぎ頰ほおに深く深くめり込み、そのまま彼を吹き飛ばした。

　廊下を滑りながら、灰原の身体はぴくぴくと痙攣している。

　リゼットはため息を吐つきつつスカートの裾すそを直し、床で蹲うずくまるアイリを冷ややかな目で見下ろした。

「……何をやってんですかあなたは」

　軽けい蔑べつみたいな感情のこもった視線を向けられて、アイリは口元を拭ぬぐいながら慌てて立ち上がった。

「し、仕方ないでしょ……あんなのくらったらいくらあたしだって！」

「私が真面目まじめに戦っているというのに……眼鏡から放たれた光を浴びながらアンアン身もだえているあなたの姿はとてもシュールでしたよ？」

「アンアンなんて誰も言ってないでしょ!?　あの光すごい痛いんだっつーの！」

　弁べん明めいを図はかろうとしてくるアイリに、リゼットはやれやれとため息を吐つく。

　悔しそうにしながらアイリが後ろを見ると、灰はい原ばらに脅されていた生徒達が全員倒れていた。

　生きてはいるが、全員かなりの重傷だ。

　腕が折れた者、足が折れた者、吐血している者すらいた。

　放置すれば、下手をすると死んでしまうかもしれない。

　ピンチになったアイリを救うために、リゼットは全力を出して生徒達に対処したのだろう。

　再びアイリが視線を戻すと、リゼットはむすっとした顔でそっぽを向いた。

「……別にあなたを助けるために彼らを傷つけたわけではありません。あの男がペラペラとしゃべるものだから、こちらが戦っている間、聞きたくなくても聞こえてしまったんです」

　リゼットは灰原の倒れているところまで歩き、彼を見下した。

　灰原が頰ほおに手を当てながら、ひっと声を上げる。

「彼の敗因は自滅ですよ。自分の因子フアクターの性能を自慢げに話す愚か者。因子の流れを読まれ、行動を予測されてしまうのなら、因子を使わなければいいだけの話です」

　つまり、体内の因子に頼らなければ、灰原は因子の動きを読むことができない。

　ようはリゼットは、因子の強化無しで灰原を殴り飛ばしたのである。

「バ、バカなっ、僕の身体強化ＳＴＲは３はあるんだぞっ。何の強化も得ていない打撃で──」

「身体強化ＳＴＲを重視している人間は、素の状態で戦う方法も心得ているのですよ。外郭居住者アウトサイダーは因子を隠す必要のある状況も多い。因子に頼り切りな内郭インサイドの人間には出来ない芸当でしょう」

「──く、くそぉっ！」

　灰原がやけくそ気味に眼鏡ビームを放ってくる。

　リゼットは両手で自分の耳を庇かばい、避けることもせずにビームを身に受けた。

　リゼットは全く動じていない。

「痛みには慣れていますので、無駄ですよ。こんな痛み、麻酔無しで歯の神経を抜く程度のものです。私はそこの道化ピエロさんのようなヘタレではありませんので、この程度の痛みは平気です」

　あわわ、と灰原が口を戦慄わななかせる。

　リゼットは外郭居住者アウトサイダー特有の暗い瞳ひとみで、灰原を冷ややかに見下ろす。

　さらには──

「だぁれがヘタレですってぇ……あたしだって心構えさえあればあんな痛み、どうってことなかったわよ……！」

　ゴキゴキと拳こぶしを鳴らしながら、アイリもやってきた。

　体中に黒いオーラを纏まとい、瞳ひとみは赤く染まっている。

　灰はい原ばらの顔が真っ青に染まった。

「く、くるな！　くるなー！」

　灰原は身体からだを引きずりながら、眼鏡ビームを連射する。

　しかしいくら光を浴びせても、リゼットは平然としているし、アイリはこめかみに血管を浮かばせて怒りを増すばかり。

《ビーム》で与えられるのは痛みだけ。

　痛みを与えても、身体は動いてしまうのだから逆効果だった。

「覚悟してもらうわよ……あたしを弄もてあそぼうとしたツケはきっちり払ってもらう」

「あなたには容よう赦しやしませんよ……罪の無い生徒達を必要以上に傷つけてしまった私の苛いら立だちは、あなたで発散させていただきます」

　迫る二人に、灰原は失禁する。

　殺される。間違いなく。何な故ぜならばこの二人は非情な世界で生きてきた者達だから。




「「アウトサイダーを舐なめるんじゃない！」」




　第６校舎で断だん末まつ魔まのような悲鳴が轟とどろいたのは、その直後だった。







　アカネの妨害により迷路のようになってしまった第５校舎で、ひたすら上を目指していた将まさ人と達はなんとか屋上にたどり着き、外に出るための扉に体当たりをしていた。

　扉はびくともしない。

「ちくしょっ、ダメか……！」

　扉に背を預け、汗を拭ぬぐいながら息を吐く。

　逃げるのもダメ。隠れても見つかるのは時間の問題だろう。

　まるで因子フアクターで構築された迷宮だ。

　もはや戦うしか道は無い。

　奪うばわれたくなければ、奪うしか無かった。

（……現状奪う方法がわかんねぇけどな）

　深くため息を吐ついて、将人は鎖を出現させると、両腕に巻きつけた。

「い、行くのか、覇王っ！」

　横で膝ひざを抱えて座っていたクレスが、顔を上げてくる。

　いきなり大声で言われたので、将まさ人とは驚いてしまう。

「魔王討とう伐ばつのためだっ。覇王と組むのは、不、不本意だが、く、くれ、クレスも付き合うぞっ」

　気迫は伝わってきたが、その実、クレスの身体からだはカタカタと震えていた。

　鎧よろいがこすれる音のせいで、どうあっても怯おびえているのが隠せていない。

　クレスは恥ずかしそうに俯うつむきながら、下唇を嚙かんだ。

「……笑ってくれるな。クレスだって、自覚はある」

「…………笑ったりしねぇよ。怖いのは俺も一緒だしな」

　優しげに見つめてくる将人を、クレスは上目遣いで見上げた。

　将人は幼い頃、よく一人で泣いていたりんごにしてやったように、クレスの頭をくしゃくしゃと撫なでた。

　クレスは嫌がりはしなかったが、顔を赤くして、泣きそうな顔で膝ひざを抱えた。

「覇王……貴様は、クレス・バーンフィールドという名について、知りたいと言っていたな」

「ん？　ああ……名前を偽るのには理由があるのかなって」

「偽っているわけではない。この名は、人一倍臆おく病びようなクレスに兄が与えてくれた勇者としての名なのだ」

　クレスは口ごもるようにそう言った。

　将人は下の階を警けい戒かいしつつも、クレスの隣に腰を下ろした。

　不思議そうに見てくるクレスに、将人は薄く笑ってみせる。

「どうせこっちから出向かなくたって、向こうからやってくるんだ。それまで、お前の兄貴の話でも聞かせてくれよ」

　目を閉じて、将人は逃げる時に消費した体力の回復に努めた。

　クレスは、

「…………うん」

　ぎこちなくも頷うなずいて、自分と兄について話し始めた。







　──クレス・バーンフィールドという名は、丸まる山やま園その子こが兄から授かった名前だ。

　外郭アウトサイドで暮らしている理由を、クレスは兄から聞いていなかった。まだ赤ん坊だったクレスを連れて、兄は外郭アウトサイドの『クズ溜ため』と呼ばれるゴミ捨て場で必死に生きていた。

　ゴミとして捨てられている物を闇やみ市いちに売り、なけなしの小銭で一日一日を乗り越える生活。決して楽とは言えないが、クレスにとってはそれが普通の生活だった。

　兄はクズ溜めのリーダー的存在で、性格は絵に描いたような正せい義ぎ漢かんだった。

　それも少しいきすぎな正せい義ぎ漢かんである。

　まともな教育を受けたことはないし、誰かから善悪を学んだわけでもないので、本当の意味で独どく善ぜん的てきだったと言ってもいい。

　それでも兄の考え方は、クズ溜ための子供達に受け入れられていた。少しおっちょこちょいで、夢見がちで、空回りするところはあるけれど、芯しんの通った好青年。

　そんな兄の存在はクズ溜めの子供達の支えであり、クレスの支えでもあった。

　兄とは対を成すように、クレスは引っ込み思案で臆おく病びようで、いつも兄の後ろに隠れていた。それこそ異常なほどに臆病で、蟻ありやネズミにすら怯おびえる始末だった。

　兄は怯えて泣き出してしまうクレスに言った。

『園その子こ、お前に勇者の名前をやる。クレス・バーンフィールド……俺が尊敬する人の名前だ』

　その名前は、兄が聖書と呼んでいる本の主人公の名だった。

　内郭インサイドで出版されていた、子供が読むような古くて売れないファンタジー小説だ。

　勇者が魔王を倒すために仲間と共に旅をする、ありふれすぎてあくびが出そうな物語。

　兄は、そんなどこにでもあるような本を聖書と呼んでいた。

　その理由はありきたりなのに不思議と胸を打つストーリー性もあるが、書いた人間が兄と同じ未覚かく醒せい者だということだった。

『世知辛い内郭インサイドでこんなぶっ飛んだ話を本にする勇気と、実際に出版した行動力を俺は尊敬する。この物語はな、全すべてが勇気で出来てるんだ』

　そう言って、兄は誇らしげに本を胸に抱くのだ。

　クレスは勇者の名前を与えられたことで、目を輝かせて喜んだ。

『お前はこの物語のクレスみたいに、本物の勇者になるんだぞ』

　頭の悪い兄だった。そして、頭の悪い妹だった。

　だけど、とてもまっすぐな兄妹きようだいだった。

　クレスの勇者因子ブレイブ・フアクターが目覚めたのは、それから１年後。

　兄の死を目の当たりにしてからだった。







「……だから、この因子フアクターと名前は、私の大切な誇りなのだ……」

「…………」

「裏切るわけには……いかないのだ。臆病なままでは……ダメなのだ」

　クレスは抱えていた膝ひざをさらに強く抱き、身体からだの震えを押さえ込もうとしていた。

　将まさ人とは必死に恐怖に耐えているクレスを見て、拳こぶしを握りながら立ち上がった。

「……別にいいんじゃねぇか？　臆病なままで」

　将まさ人との言葉に、クレスが驚いて顔を上げる。

「な、何を言う」

「よくわかんねぇけど、勇者ってさ……怖がりとか怖がりじゃないとか、強いとか強くないとか、そういうので決まるもんじゃないと思うぜ」

　クレスの目が見開かれて、瞳ひとみが揺れる。

　驚きや喜びというよりは、救われたような表情をしていた。

「怖くても、弱くても、お前は立ち向かえてるだろ」

「…………」

「だったらもう立派な勇者なんじゃねぇの？　お前の兄ちゃんも誇らしく思ってくれてるだろう。ちょっと無む鉄てつ砲ぽう気味なのは玉たまに瑕きずだけどな」

　言い終えると、将人は大きく伸びをして軽くストレッチをした。

　戦いに備えるためだった。

「……立派な、勇者」

　クレスは自分の剣、《ブレイバー》の刀身を見つめる。

　鏡のような刀身に映った自分を見て、クレスは顔を引き締めた。

　将人は震えが止まったクレスを見て、腰に手を当てながら小さく笑った。

　──その時。クレスの背後。踊り場の壁が、ぐにゃりと歪ゆがんだ。

「クレス！」

　将人は座ったままのクレスの腕を引っ張り、自分の方へ引き寄せた。

　そして、彼女を庇かばうように壁に背を向けた瞬間──腰の辺りに激げき烈れつな痛みが走った。

「がっ……は……！」

「!?　覇王！」

　クレスが驚きよう愕がくしながら将人の腰を見ると、細い鉄の棒材が突き刺さっていた。

　突き刺さった部分から、じわりと血が滲にじむ。

「……血が……！」

「……だい、じょうぶ……大丈夫大丈夫、全然平気だ」

　噓うそだった。超噓だった。

　すごく痛いし動けそうにない。正直言って、今すぐ泣き叫びたいくらいに痛い。

　まだ生きているということは、内臓はなんとか外れてくれているのだろう。

　出血はまだほとんど無いが、棒材を抜けば噴き出てしまうはずだ。

　クレスは苦しむ将人を前にして、あわあわと狼ろう狽ばいしている。

「ぬ、抜かない方がいいのか!?　抜いた方がいいのか!?」

「抜かなくていい……それよりも」

　動くと激痛が走り、膝ひざが笑った。

　これでは戦うどころではない。

　将まさ人とは階段に腰を下ろし、青い顔でクレスを見た。

「クレス……副会長はお前の命だけは取らないはずだ」

「？　だからなんだっ……！」

「……お前は下に行って降こう伏ふくしろ」

　クレスは驚きよう愕がくしたまま、将人の目を見た。

　将人もクレスを見つめ返す。

「挑発なんかするんじゃないぞ。とりあえず、黙って言うこと聞いとけ」

　反論しようとしたクレスの頭に、将人は弱々しく手を乗せる。

「外郭アウトサイドで育ったなら、したたかじゃねぇとな。命いのち乞ごいでもなんでもして生き残れ……それも勇気だと俺は思う」

「ふざけるなっ、それは絶対に勇気じゃないっ」

「勇気さ……死んだら勇者になれないだろ……」

　将人は冷たい汗を頰ほおに流しながら、弱々しく言う。

　クレスは歯を食いしばって下を向いた。

「貴様は、どうするのだ？」

「……なんとかするさ」

　頭の上にのせていた手を滑らせて、クレスの頰を撫なでた。

　将人は苦笑しながら、クレスから手を離す。

「ほら……行けって。俺は大丈夫だ。なんてったって……覇王だからな」

　心にもないことを言ってみる。

　このまま何もしないで死ぬつもりはなかったが、クレスだけでも助かるならばそれに越したことはないと将人は思ったのだ。

　別に善意でもなんでもない。普通に考えて、こうするのが一番だと判断したまでのこと。

　さっきの攻撃は、別にクレスを狙ねらったわけではないのだろう。

　光ひかりノ河かわアカネは将人達が校舎内で迷っている間も、屋上へ逃げている間も攻撃はしかけてこなかった。攻撃を仕掛けてきたのは対面した時だけだった。

　彼女は目視していないと正確な攻撃はできないのだと将人は推測する。

　さっきクレスを襲った棒材は、狙ったのではなく将人達がどこにいるか探るための牽けん制せいのつもりだったのだろう。

　これ以上将人のそばにクレスがいれば巻き込んでしまいかねなかった。

「…………兄もそう言ってた」

　クレスが俯うつむいたまま、拳こぶしを握る。

「…………兄は殺される前に、クレスを逃がすために、貴様と同じことをクレスに言った。逃げるのも勇気だって。生き延びることこそが勇気だって」

「……クレス」

「俺は勇者だから大丈夫だって、そう言ってた……！」

　拳こぶしを握ったまま、クレスが勢いよく立ち上がる。

　そして、涙を溜ためた瞳ひとみで、情けない顔で、将まさ人とを見下ろした。

「──でも大丈夫じゃなかった！　クレスはバカだけどそのぐらいわかる！　それは大丈夫じゃない人間の言葉だ！」

「…………」

「大丈夫じゃない人を放ほうって自分だけ生き残るのは──絶対に勇者じゃない！」

　握った剣が、カタカタと震えて音を立てる。

　クレスはその震えをかき消すように、そのまま階段を下りて行ってしまった。

「ク、クレスッ、待てっ……いっ……てぇ……くっそ！」

　動こうとすると、腰の傷口から血が噴き出した。

　将人は歯を食いしばって、一段一段階段を下りながらクレスを追う。

　失敗した。

　クレスを逃がすなら、かっこつけてないで酷ひどいことでも言えばよかったのだ。

　兄を侮辱したり、自分一人で泣いて命いのち乞ごいをしに行ったり……そういうことをすればよかったのだ。

「俺の……ええかっこしいめ……！」

　クレスは戦うつもりだ。

　降こう伏ふくを促すどころか、逆に奮い立たせてしまった自分の浅はかさにうんざりしながら、将人はクレスを追うのだった。







　クレスは屋上から下の階までやってきた。

　そして、廊下を悠々と歩くアカネの姿を発見する。

　アカネは焦りなど微み塵じんも見せずに、靴音を響かせながらこちらにやってきた。

「……あら、お一人ですか？　てっきり逃げ場を失って桐き生りゆう将人と共に立ち向かってくるものだとばかり思っていたのですけれど」

「……っ！」

「よくこの迷宮の中でわたくしの居場所がわかりましたね」

「貴様の悪しき心がクレスをここまで導いた！」

　クレスは剣を構えた。

　アカネは目を細めながら、クレスの手を見やる。

「……その血、外傷が無いところを見ると、桐き生りゆう将まさ人とのものですね？」

「…………」

「牽けん制せいのつもりで校舎の隠れていそうな場所に適当に攻撃を仕掛けたのですけれど、あなたに当たらなくてよかったですわ。彼、死にましたか？」

「………っ」

「どうやら屋上が当たりだったようですわね。灰はい原ばらの観測者因子オブザーバーズ・フアクターがあれば居場所なんてすぐに特定できたのでしょうけれど……彼はすでにやられてしまったようですから、女の勘に頼る他ありませんでしたの。苦しませてしまったかしら？　それとも楽に逝いけたのかしら？」

「……覇王はまだ死んでなんかない！　クレスが守る！」

　虚きよ勢せいであることが見え見えだったのか、アカネはにっこりと微笑ほほえんだ。

「いいでしょう。戦ってあげます。先ほどのハッタリは実に癪しやくに障りました。手足の二本や三本引きちぎってもすぐには死なないでしょうし……魔王様も、もうすぐこちらへいらっしゃる」

「……魔王……！」

「それまでは、遊んであげますわ」

　アカネが薄目を開けた瞬間、クレスの足下の床が蠢うごめいた。

　クレスは咄とつ嗟さにアカネに向かって走り出す。

　瞬間、校舎全体がクレスに襲いかかってきた。

　壁の中の鉄骨、電線、コンクリートの破片、割れたガラス窓。教室内の椅い子す、机、文房具の数々が、一斉にクレスへ飛んで来る。

『妖精因子フエアリーズ・フアクター』のリアライズデバイス、《ラビリンス》。無機物に自らの因子フアクターを宿らせ、操作、修復できるという性能を持つこのデバイスは、使用するに当たりかなりのパラメーターを必要とする。第六感強化ＣＨＲを10、感覚強化ＡＧＩを10、知能指数強化ＩＮＴを20というおよそ不可能に近い因子の成長を要求されるため、妖精因子フエアリーズ・フアクターの覚かく醒せい者はそれなりに多いのだが、まともに使用できる者は少なかった。

　だが、光ひかりノ河かわアカネは執念でそれらの条件を満たし、完かん璧ぺきに妖精因子フエアリーズ・フアクターを使いこなしている。本来ならば小さな物質を動かすことができる程度にしか扱えない因子を、校舎全体を操るほどに強大な力へと昇華させているのだ。

　第５校舎、及び第６校舎はすでにアカネの迷宮と化している。

　彼女の体内にいるのと同じようなものだった。

　──だが、クレスは襲いかかる校舎からの攻撃を、ことごとく回避していた。

　動きは決して素早いわけではない。危なっかしく身体からだをひねり、転びそうになりながら、それでもアカネへ向けてクレスは走る。

　アカネは狼ろう狽ばいなどせずに、冷静にクレスの動きを観察していた。

「……なるほど、灰はい原ばらの因子フアクターと性能がよく似ていますが、知能指数強化ＩＮＴが高いとは思えません。恐らくあなたの力は……第六感強化ＣＨＲに依存する未来予知と言ったところですか」

　アカネの分析は正解だった。

　クレスの《ブレイバー》の持つＥＸＰスキルの一つ、《キー・オブ・ザ・ビクトリー》は、相手の動きの１秒先が読めるのだ。

　灰原の《オブザベーション》の先読みが知能指数強化ＩＮＴ依存ならば、《ブレイバー》は第六感強化ＣＨＲに依存している。

　ごく短時間ながらも未来予知を可能とするこのスキルも、アカネの《ラビリンス》同様に常軌を逸した精神強化ＭＮＤが要求された。

　第六感強化ＣＨＲ10で０・５秒。20でようやく１秒程度。

　クレスは第六感強化ＣＨＲが20なので、先読みができるのは１秒。

　彼女の身体能力で回避できるギリギリの時間だった。

「うっ、わっ──とっ！」

　ひぃひぃ言いながらも、クレスはなんとか校舎からの攻撃を避ける。

　しかし、未来が読めてもここはアカネの体内のようなもの。

　逃げ道がどこにも無いほど攻撃を繰り出されれば、先が読めても意味がない。

　１秒先の未来を予知したクレスは、戦せん慄りつして真横の教室へ顔を向けた。

　慌てて盾を構えたその直後──教室自体が爆発した。

「わぁ──ッ！」

　吹き飛ばされて壁に叩たたきつけられる。

　クレスは背中を強く打ちつけて、血を吐いた。

「……げほっ……えほっ……！」

「実験室にあった酸素タンクを爆破させていただきました。さすがに先が読めてもこれは避けられないでしょう？　それにあなたの身体能力では、その力はほとんど意味がありません。未来が見えても、あまりにも鈍すぎますわ」

「……うぅ……」

「もうよろしいでしょう？　そこで大人しくしていてください。あなたには、どうあっても私は倒せませんよ」

　長く美しい髪を手で払い、アカネはボロボロになったクレスを見て苦笑を浮かべる。

　爆風のせいでクレスの鎧よろいはベコベコにへこんでいた。盾は壁やガラスの破片が刺さってもう使い物にならない。

　しかし、

「……っ……ぅぅ……！」

　クレスは立ち上がり、剣を構えた。

　剣は折れ、盾はボロボロ、鎧よろいも情けないくらいにみすぼらしくなっている。

　だが、心は折れていないとでも言わんばかりに、クレスは涙目になりながらもアカネを睨にらんだ。

「…………来いっ……！」

　気力でデバイスを再構築させて、《ブレイバー》を元の状態に戻し、瞳ひとみに炎をともらせる。

　アカネは驚きも感心もせず、冷ややかにクレスを見つめる。

「……見た目によらず精神強化ＭＮＤが高いのですね。精神だけで痛みを抑え込んでいるんですか？」

「違う。クレスの精神強化ＭＮＤはそういうのじゃない──兄から受け継いだ勇気だッ！」

　クレスの言葉を、アカネは鼻で笑う。

　背中の羽根が震えたかと思えば、彼女の周辺に鉄骨やら文房具やらが浮ふ遊ゆうし始め、照準をクレスに合わせた。

「もういいです。あなたのやっすい少年漫画のような思考は不快ですわ……そろそろ黙っていただきましょう」

　クレスは盾と剣を構え、アカネは己が使し役えきする無機物達を構えた。

　そして、今再び戦いが始まろうとしたその刹せつ那な。

「──ま、待って……くれ……もういい……戦うな……ストップ」

　階段の方から声がして、二人は視線をそちらへ向けた。







　壁に手をついて、顔面を蒼そう白はくにした将まさ人とは、ようやくクレスとアカネのいる場所にやってきた。鎖を通じて会話や居場所を特定することができなくても、鎖を可視化させて辿たどることで、迷宮の中でも迷わずにクレスの元へ辿り着くことができたのだ。

　クレスは絶句して、すぐに将人に駆け寄った。

「なんできたのだっ！」

「いいから……俺に任せとけ……な？」

　クレスの制止を振り切って、将人が前へ出る。

　歩く度に血が滴したたり、床が赤く染まる。

「自分から出向いてくれて助かりましたわ。彼女はいささか物わかりが悪いようで、難なん儀ぎしていたところなのですよ」

「……そいつは……ご苦労さんだったな……頑固だろ、こいつ」

「ええ。その点、あなたは潔いようですわね。吐き捨てたくなるくらい矮わい小しような潔さですけれど」

　アカネの暴言に乾いた笑い声を吐きながら、将まさ人とはその場に膝ひざをついた。

「な、何をしている……覇王……」

　クレスが啞あ然ぜんとした顔で、将人を見ている。

　将人は構わず、膝をついたまま両手を前へ置き、額を床につけた。

「──頼む、俺を殺してもいいから、クレスは助けてやってくれ」

　土下座だった。

　恥も外聞も捨てて、将人は敵に対して土下座していた。

　クレスも、アカネすらもその惨みじめな姿に開いた口が塞ふさがらない。

「……は、あっははははははは！　仮にも王の力を持つあなたが、わたくし程度の人間に土下座ですか！　これは滑こつ稽けいですね～……ますます虫むし酸ずが走ります！」

「どう受け取ってくれても構わねぇよ……今の俺じゃあんたに勝てない」

　卑ひ屈くつな将人の姿に高笑いをしていたアカネだったが、すぐにゴミでも見つめるような視線で将人を貫く。

「……はぁ、わかりました。でもその前に、自称勇者さんの首輪を解除してもらいますよ。元々拷ごう問もんでもして解除させるつもりでいましたけれど、その方が手間が省けます」

「ああ、もちろんだ……クレスの分も、アイリとリゼットの分も解除する」

　潔くそう言うと、アカネは長い髪の先を指先でくるくると遊ばせながら、クスリと笑う。

「もう一人いるでしょう？」

「…………」

「殺人鬼……彼女の首輪も解除してもらいましょうか。あなたと一緒に彼女まで死んでしまっては困るのです。殺人鬼因子ブギーマンズフアクターはいずれ魔王様のものになる予定ですので」

　将人は床を見つめたまま、歯を食いしばった。

「それをやっちまうと……あいつは、ノアは暴走しちまう。そうしたら俺の家族が……」

　笑っていたアカネの瞳ひとみが、黒々とした闇やみを宿し、将人を見下す。

「やりなさい。あなたのような人間には、もう誰かを使し役えきする権利も、守る資格も無い」

　冷たいアカネの言葉に、将人は強く目を閉じた。

　家にいたノアの姿を思い出す。母の詩し織おりと一緒にいる時のノアは穏おだやかだった。

　それは将人が彼女の精神強化ＭＮＤを抑よく制せいさせているからに過ぎないのかもしれない。

　けれど、それだけじゃなかったとしたら？

　少なからず、詩織に何か人間らしい想いを抱いているとしたら？

（……いや、ダメだ……！）

　たとえそうだったとしても、精神強化ＭＮＤ80の状態に戻すことは容認できなかった。殺人鬼因子ブギーマンズフアクターの精神強化ＭＮＤ80という数値は、暴力的な高揚感が常に脳内を満たしている状態なのだ。破壊衝動の抑えが効かなくなり、覚かく醒せい者を暴走させてしまう。たとえ桐き生りゆう家の人間との絆きずなができていたとしても、家族がノアに襲われないという保証が無い。

　何よりも、ノアに苦しみを与えることになる。

　あの子は苦しんでいた。殺してほしいと願うほどに、疲れていた。

　あんな姿に戻すなんてこと、今のノアに対してはとてもできない。

　将まさ人とが苦悩していると、アカネが静かに首を横に振って、唇に指を当てながら困ったようにため息を吐ついた。

「……無駄な心配をせずとも、あなたの家族はもう手遅れですわよ」

「…………？」

「すでにあなたのご実家には、魔王様の傀かい儡らいが押し寄せているはずです。きっとあなたのご家族は、殺人鬼との戦闘に巻き込まれてもう死んでいることでしょう」

　将人は床を見つめたまま、表情を凍りつかせた。

「それからあなたの奴ど隷れい二名のことも心配はいりません。わたくしと同じ生徒会員が相手をしているはずですので……恐らくは、無事では済んでいないはずですよ」

「────」

「だからもうあなたに残されている戦力は殺人鬼だけなのです。それを解除していただければ、少なくとも勇者さんだけは──」




「────おい」




　真下から酷ひどく重く、太い声がして、アカネは眼球をぐるりと下へ向けた。

　正座をしていた将人が、両手の拳こぶしを握ってゆっくりと立ち上がるのが見えた。

　前髪の間から、見開かれた将人の瞳ひとみが伺える。

　アカネが不快そうに眉まゆをひそめた、その時だった。

　将人が腰に刺さった棒材を、一気に引き抜いた。

　血が飛び散る中、アカネは呆ぼう然ぜんとその光景を見ていた。

　将人の周辺。

　何もない空間から勢いよく鎖が飛び出てくる瞬間を──

「っ!?」

　全すべて首輪つきの鎖だ。数は５つ。

　アカネは後方へ飛とび退のきながら無機物を鎖に直撃させ、首輪を弾はじく。

　無駄だった。感覚強化ＡＧＩが鍛きたえられているアカネは、この程度の速度の鎖では捕らえることはできない。

　だが──将人は鎖の渦と無機物の乱らん舞ぶの間から、まっすぐにアカネの首へ手を伸ばした。

「なッ！」

　アカネは将まさ人とへ彫刻刀やカッターナイフなどの無機物を浴びせる。

　将人の肩、胸、足に深々と刃物が突き刺さる。

　しかし将人は怯ひるまずにそのまま手を伸ばし、アカネの首をがっしりと摑つかんだ。

　息ができなくなり、アカネが苦しげな声を上げる。

「──お前は俺に対して、一番やっちゃいけないことをした……！」

　鬼のような形ぎよう相そうをした将人が、アカネの首を締め上げながら殺意を向けてくる。

　アカネは初めて、将人の内から迸ほとばしる波動に怯んだ。

　そして、




「俺から大切なもんを奪うばったな……！　なら俺も──お前から全力で奪わせてもらうぞ！」




　歯をむき出しにして、将人が怒号を轟とどろかせる。

　覇気と呼ぶべき異様なオーラが、迷宮の廊下を疾走する。

「いまさら……！　怒るのが遅いですわよ！」

　アカネが怯んだのは一瞬だけだ。

　すぐさま将人の腕をふりほどき、後方へ飛とび退のいた。深く息を吐き、アカネが摑まれた首に手を当てる。首にはくっきりと紫色の痣あざがついている。

　アカネの身体強化ＳＴＲは15。防御力も決して低くはないのに、首にダメージが入っている。

　戦せん慄りつしながら、アカネは将人を見た。

　視線の先では、鎖の螺ら旋せんが渦巻いている。

　その中心に将人は──覇王は、立っていた。







「……覇王……？」

　クレスが将人のそばへ近づき、怯おびえたように手を伸ばす。

　髪の逆立つ彼の異様な容姿もあるが、何より怯えていたのは彼の出血量だった。

　どぷどぷという音を立てて、傷口から血があふれ出ている。

　これ以上動けば間違いなく死ぬだろう。

「……クレス……悪い。頼みがある」

「……？」

　青ざめた顔で、クレスが将人を見る。

　将人はしっかりとクレスを見つめ返した。




「──俺に、お前の力を奪わせてほしい」




　その言葉がどういう意味を持つのか、クレスにはよくわからなかった。

　けれど、不思議と不快ではなかった。

　命令ではなく、懇こん願がんだったからだろうか……クレスにはわからない。

　依然、将まさ人との胸の光は灰色だ。悪でもなく、正義でもない、中途半端な灰色だ。信じるに値する色でもなければ、美しい色でもない。

　それでも、クレスは将人の瞳ひとみから目を離すことができなかった。

　何な故ぜならば。彼の瞳は、とても優しく、強く。

　そして──勇気に充みち満みちていたから。

「頼む。俺にはお前の力が必要だ、クレス」

　将人が、鎖の螺ら旋せんの隙すき間まから手を差し伸べてくる。

　クレスはすぐに彼の手を取ろうとはしなかった。迷っているわけではない。怯おびえていたのだ。将人の使し役えきする異形の力が、恐ろしかったのだ。

　この手を取ればきっともう後戻りはできない。理由なんてわからないけれど、今の彼の手を取るのはそういうことだという気がしていた。

　奪うばわれるとは、きっとそういうことなのだ。

　でも、自分の中では、答えがすでに出ていた。

　彼と共に戦うことは、決して間違いではないのだと、自分の心がそう告げている。

　クレスは拳こぶしを握って、震える身体からだに鞭むちを打つ。

（……勇気を……勇気を、ください……！）

　涙を堪こらえながら、怯える自分を叱しつ咤たする。

　その時、不意に兄の言葉が頭に過よぎった。




　本物の勇者になれ、クレス。




　クレスは閉じようとしていた目を開き、涙に濡ぬれた顔で、もう一度将人を見る。

　もう、恐ろしくはなかった。

　クレスは迷うことなく、将人の手を摑つかんだ。

「──っ！」

　勢いよく摑まれた腕を引っ張られる。

　鎖の螺旋が道を開けて、クレスはそのまま将人の胸の中にすっぽりと収まった。

「……覇王……」

　ほんのりと頰ほおを赤く染めながら、クレスは将人の横顔を見上げる。

　将人はクレスを片腕で抱きながら、アカネを睨にらんでいた。

「……行くぜ、クレス」

「……うん……」

「一緒に、あいつを倒すぞ！」

「──うん！」

　呆ほうけた顔をしていたクレスは、将まさ人との言葉に強く頷うなずいた。

　将人は《ブレイバー》を握るクレスの手に自分の手を重ねて、切っ先をアカネへ向ける。

　そして、




「覚悟しろよ──お前を跪ひざまずかせてやる！　今この場でだ！」




　クレスは将人と共に剣を握り、同じようにアカネを睨にらんだ。

「…………」

　アカネは将人の覇気に怯ひるまない。

　彼の本気の怒りを前にして、目が覚めたのだ。

　この男の中には、因子フアクターの力だけではない、得体の知れない何かが宿っている。

　直感的に、それがいずれ魔王にとっての脅きよう威いたり得るとアカネは判断した。

　今の状態のこの男を、魔王の前へ行かせてはならない。

　今のアカネを突き動かしているのは使命感だった。

　脅威として将人を認めた上で、己の中の異質な力を全力で外へ放出する。

「あなたはここで終わる運命にある……！　そうでなくてはならない、そうでなければわたくしは、魔王様に顔向けできません！」

　アカネの闘とう志しに応じるように、校舎全体が揺れ動く。




「終わらせてさしあげます──お覚悟を、覇王！」




　相あい容いれぬ者同士の戦いは続く。

　そして次の瞬間、『妖精因子フエアリーズ・フアクター』と『覇王因子ヴアンキツシユ・フアクター』が激突した。






FinalEncounter　覇王と勇者







　　　　◆◆◆



　──ノアがその気配に気づいたのは、将まさ人とがアカネと激突した瞬間だった。

　キッチンでクッキーを焼く詩し織おりの後ろで、ノアがエプロンを着て使用した食器を洗っている最中のことだ。

　ノアは手の動きを止め、視線を家の窓の外へ向けた。

　テーブルで雑誌を読んでいたりんごが、自分が見られていると勘違いして首を傾かしげる。

「……どうしたの？」

「…………」

　ノアは黙ってじぃっと何かを見ている。

　りんごは自分が見られているわけじゃないと気づき、リビングの窓とノアを交互に見た。

「外に何かあるの？」

　りんごの問いに、ノアは答えない。

　ノアは黙ってハート柄のエプロンを外し、きちんとたたんでからテーブルに置いた。

「……ちょっと？」

「…………」

　りんごの横を素通りし、リビングのドアへ向かう。

「あれ～？　ノアちゃん、どうしたの～？」

　オーブンをわくわく顔でのぞき込んでいた詩織が顔を上げ、リビングから出て行こうとするノアに声をかける。

　ノアはドアノブに手をかけると、一瞬だけ動きを止めた。

　そして無表情に、ゆっくりとりんごと詩織へ顔を向ける。




「………………………………………………………家から出るな」




　ぼそりと、掠かすれた声で言ってから、そのままリビングを出て行った。

　りんごは手に持っていた雑誌を落とし、詩織は口を半開きにしたまま固まっている。

「「……しゃ、しゃべった……」」

　二人の声は、完全にシンクロしていた。







　桐き生りゆう家の玄関から外に出たノアは、のろのろと歩きながら家の前の通りへやってきた。

　そして、爛らん々らんと輝く太陽の下で、天を仰ぐように真上を見つめる。

　彼女が家の中から感じることができた気配は20人だった。

　見ずともわかる。桐生家を取り囲むようにして、20人近い人間が殺気立っている。

　通りの角に、10人の学生服を着た少年少女がノアを捕捉している。桐生家の裏口の通りにも10人。全員デバイスを具現化させて、同じように敵意を放っている。

　感じられる感情は恐怖、迷い、後悔……そして殺意。

　ノアはそれらの感じ取った感情により、断定する。

　彼らは敵だ、と。

「…………」

　小さく息を吐いてから、ノアは天に向かって右手を掲げた。

　周辺に耳鳴りのような音が疾走する。桐生家を取り囲む人間達の恐怖が上昇する。

　ノアの掲げられた右手に、おびただしい量の因子フアクターが渦巻く。

　そして因子が最大限に集束した次の瞬間──ノアの右手に、巨大なチェーンソーが握られた。

　ガチャン……。

　ノアは巨大すぎるその得物を肩に担ぎ、ゆっ……くりと、自分の敵に目を向ける。

　無表情に、平へい坦たんに、まるで空気そのものを見つめるように、一人一人視界に捉とらえる。

「…………」

　ノアは敵を分析しながら、将まさ人とが自分へ向けた言葉を記憶から探り当てていた。

　──なるべく人は殺さないでいてくれると助かる。

　確か、彼はそんなことを言っていた。

　ぼんやりとした頭の中で、ノアは思い出す。

「……………………」

　そして、無言でチェーンソーのリコイルスタータを引っ張った。

　ブオオオオオオオオオオオオオオン！

　凶器の嘶いななきと飛び散る火花の中で、ノアは口角を歪ゆがめていった。

　殺さないでいてくれると助かる？

　殺人鬼に対して？

　殺すために生まれてきた、自分に対して？

　笑える。おかしな願いだと、ノアは笑う。

「…………ニイィィィィィィィィ」

　ノアは将人の滑こつ稽けいな願いを、心からの嘲あざけりを込めて、切り捨てた。

　──そいつは無理なお願いだ、と。













　　　　◆◆◆






　第６校舎にて、敗れた灰はい原ばらを素手でボッコボコにしたアイリとリゼットは、スッキリしたように晴れやかな顔でふぅと息を吐いた。

「ぁ……ぁ……ぁ……」

　ボロ雑巾眼鏡におまけの蹴けりを入れてから、アイリは髪を搔かき上げる。

「で、結局この校舎をおかしくしてるのは誰だったわけ？」

　アイリが疑問を口にすると、リゼットは顎あごに手を当てて思案した。

「わかりません。この眼鏡ビームさんの因子フアクターではないことは間違いないですし……襲ってきた生徒さん達の因子とも考えにくいですね」

　答えは見つからない。考え得るのはこの空間を構築している覚かく醒せい者が、将まさ人との相手をしているのではないかということだけだ。

　となれば、一刻を争う。奴ど隷れいがクレス一人では、将人はまともに戦えない。

「とにかく探すしかないわね。あたしらがまだ生きてるってことは、桐き生りゆうも生きてるってことだし」

「ええ。こうしてはいられません、今すぐに眼鏡さんから情報を引き出すとしましょう」

　リゼットが言うと、アイリがにっこりと微笑ほほえみながら灰原の胸ぐらを摑つかみ上げた。

　やめて、やめてと弱々しい声で懇こん願がんしてくる灰はい原ばらの口にナイフを突っ込む。

「答えなさいゲス野郎。桐き生りゆうはどこ？」

「ぁ……ぁうぁ～、ひゃべれない、くちにらいふ、ひゃべれなひっ」

「あうあうじゃわかんねーだろ殺すぞ！　あんたの玉踏みつぶして男として終わらせてやろうか、あぁ!?」

　完全にチンピラみたいな口調になりながら、見たこともないような怒りの形ぎよう相そうでアイリがまくし立てる。

　灰原は答えようにもナイフを口に突っ込まれているのでしゃべれなかった。

　ものすごい理不尽に、灰原はめそめそと涙を流す。

「ふみまへん……らいふ……らいふ、ろけて」

「おーけー、んじゃナイフどけるから、５秒で全部吐け。吐かなかったら切り落とす」

　どこを？　と問う前に、ナイフが灰原の股こ間かんにあてがわれた。

「はい５～、４～、３～」

「ま、待って！　しゃべるすぐにしゃべる！　もうちょっとゆっくり！」

「２～、１～」

　待ってやる気などさらさら無いアイリが、ナイフの柄つかに力を込める。

　──その時だった。




「　　　俺の因も子のに触れていいと誰が言った　　　」




　背後から、声。

　元殺し屋二人の気配を察知する能力は伊だ達てではない。

　まして殺気立っている今の状況ならば、警けい戒かいは最大限に発はつ揮きされていたはずだった。

　それなのに──そいつはアイリとリゼットの背後にいた。

　まずはナイフを握っていたアイリが、振り返りざまに一撃浴びせようとナイフを振るう。

　だが振り返るよりも速く、後頭部への一撃がアイリを襲った。

「──ぐっ……！」

　脳が揺れるような感覚に喘あえぐ暇もなく、次なる一撃は蹲うずくまったアイリの腹部に炸さく裂れつした。

　みぞおちにもろに入った蹴しゆう撃げきにより、アイリの意識が完全に途切れる。

　──速すぎる。

　目の前でアイリが落とされたのに、リゼットが対応できないほどのスピード。

　即座に銃を構えようとしたが、間に合わない。

　黒い影のように迫る人影が、リゼットの側頭部を鷲わし摑づかんだ。

　そしてそのまま、教室の床にリゼットの頭が叩たたきつけられる。

　床がクレーターのようにへこんだ。

「あなた……は……！」

　メキメキと頭部を押しつぶされそうになりながら、リゼットは辛かろうじて声を出す。

　リゼットの身体強化ＳＴＲですら耐えられない圧力。

　この人物を、将まさ人との所へやってはならない。

　意識を失うな、まだ終わるわけにはいかない。

「無駄だ。寝ていろ。今は貴様らに用はない」

　奇襲者の声は、邪悪そのものだった。

　頭へのダメージにうめきながら、リゼットは横目で強襲者の顔を見ようとした。

　見えたのは──自分の頭を摑つかむ漆黒の腕だけ。

「……まさ……と……さん……っ」

　リゼットには、もはや将人の名を呼ぶことしかできなかった。

　リゼットの意識もアイリ同様に完全に闇やみに落ちるのだった。







　戦いは一方的だった。

　荒れ狂う無機物の嵐あらしに将人とクレスは晒さらされていた。

　将人にできることは、クレスを両腕にお姫様のように抱きかかえて、自分諸もろ共とも鎖を巻き付けることだけだった。

　床が波のように襲い、壁が岩のように押し迫り、様々な無機物が飛びかかってくる。

　将人がある程度回避できているのは、クレスのおかげだ。

　クレスを胸に抱いたままの回避だったが、未来予知を可能とするクレスの視界を盗むことで、どこへ回避すればいいかがわかるのだ。

　クレスには回避すべき場所を視界に入れるように指示してある。

　だからこそ、今までは耐えられてきた。

　しかし、

「状況がさっきより悪くなっていますわよ？　鎖で多少防御力が上がったところで、衝撃までは殺せないでしょう。まして少女一人を抱えたまま、傷を負った状態での回避など……無謀もいいところです」

　アカネは教壇の上に腰を下ろしながら、悠々と将人達の足あ搔がきを眺めていた。

　戦いは廊下から教室の中へ移っている。

　なるべく広い場所へという将人の判断だったが、大きな間違いだった。

　四方八方からいろいろなモノが飛んできて、対処し切れない。

　アカネの言う通り、状況は悪くなる一方だ。

「一人より二人とはよく言いますけれど……それはお互いにプラスの人間が手を組んだ場合です。両方がマイナスならば、それは結局マイナスにしかなりません」

　楽しげに足をパタパタさせながら、アカネが艶えん美びな笑みを浮かべる。

　将まさ人と一人では何もできず、動きの鈍いクレス一人ではいずれ詰む。

　クレスを抱きかかえたままでも不思議なほどによく動けていたが、いつこの火事場の馬鹿力が切れてしまうかもわからない。

　確かに、併あわせてもマイナスになってしまう二人かもしれなかった。

　胸の中で守られているクレスが、泣きそうな顔で将人を見上げる。

「覇王……っ、クレスを下ろしてくれっ……このままじゃ貴様がっ」

　将人は不安そうなクレスを、身体からだ中じゆうから血を流しながら見下ろす。

　彼の顔には、不安や弱気は一切無かった。

　将人がクレスを離さない理由は、実はちゃんとあるのだ。

　将人は逃げるように教室から飛び出て、今度は廊下を走った。

「鬼ごっこですか～？　芸が無いですね～」

　教室から聞こえてくるアカネの笑い声を耳にしながら、将人はなるべく彼女から距離を取るために全力で走った。

　方向なんてわからない。廊下は曲がりくねり、行く先々で壁が出現し、アカネの迷宮は袋ふくろ小路こうじに誘い込もうと妨害してくる。

　それでも将人は足を止めずに走り続けた。そして、クレスにあることを願い出る。

「……っ！　クレス、今から言うことをよく聞いてくれ。お前はたぶん怒るだろうけど、それ以外にあいつを倒す方法が無い」

「？　こ、こんな時になんだっ、方法があるなら先に言えっ」

　クレスの怒ったような顔に、少し罪悪感を抱きながら、将人は唇を嚙かむ。

「早くしろっ。クレスにできることならなんでもするからっ！　一緒に奴を倒すんだろうっ？」

　クレスは相変わらず泣きそうだ。

　……しかしなんてピュアな目で見てくるのだろう。

　すごく言いづらかったが、これ以上逃げるのも限界なので、仕方なく将人はクレスへの願いを口にする。

「──お前の性感帯の位置を教えて欲しい。覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの真の力を発はつ揮きするには、そこに触れる必要があるんだ。性感帯に触れれば、俺はお前の因子フアクターを吸収して強くなれる。あいつを倒すには、もうそれしかない」

　照れくさいのも恥ずかしいのも通り越して情けなくなってくるが、仕方がない。

　将人は黙って反応を待っていたが、しかしクレスは──

「……性感帯？　それは何だ？」

　──きょとんと、目をパチクリさせながらそう言った。

　………………。

「──その反応は想定していなかったッ！」

　驚きよう愕がくに顔を強こわばらせながら、将まさ人とは真剣に困り果てた。

　どれだけピュアなんだこの勇者。

　そんなことを思いつつ、角を曲がって下の階への階段へ逃げ込む。

「えっと、あのな！　身体からだで触ると一番気持ちいいところを教えてほしいんだ！」

　完全に質問が変態だった。

「一番気持ちいいところ……あっ。頭を撫なでられるのは……すごく好きかな」

「頭!?」

「……よく、兄に撫でてもらったのだ」

　えへへと、照れくさそうに頰ほおに両手を当てるクレス。

（これ絶対違う！）

　確信を持ってそう言える。

　頭は違う。

「頭じゃダメなのか？　ど、どこならいいんだぁ……ほっぺたは？　ほっぺたさすさすされるのも大好きだ！」

　……埒らちが明かないと判断した将人は、おもむろにクレスの尻を揉もんだ。

　クレスが腕の中でビクッとすくみ上がった。

「な、何をする!?」

「ごめんな！　もう触って確かめるしか方法がねぇ！」

　暴れるクレスを必死に抱きかかえながら、それらしい箇か所しよに触る。

　ダメだ。この体勢だと触れられる箇所が少なすぎる。

　将人は階段を一番下まで降りきると、廊下に飛び出してクレスを床に下ろした。

　クレスはおろおろしながら直立している。

　将人は彼女の肩に手を置いて、真剣な顔をする。

「……いいか。今からお前の身体のいろんなとこ触るけど、決していやらしい理由で触るわけじゃない」

「ふ、ふぇ～？　なんで、そそそそんなこと……」

　おろおろして、クレスの顔が真っ赤っかになる。

　将人は真剣な表情で、クレスを見つめた。

「言ったろ。必要なことなんだ」

「う、う……」

「責任、取るから」

　……言ってて情けなくなるが、言わないわけにはいかないセリフである。

　クレスにも迷っている時間が無いことくらいわかったのだろう。

　下唇を嚙かみながらも、クレスは、

「……わ、わかった……これも勇気だ……ふ、服は？……脱ぐ？」

　上目遣いで、泣きそうな顔で、そんなことを聞いてきた。

　将まさ人とは、少しくらっとした。

「よ、鎧よろいを解除してくれればいい……あとは、なんとか、勇気で」

　クレスは将人に小さく頷うなずくと、鎧を解除して制服姿になった。

　勇気っていい言葉だな、と将人は思った。

「急ぐから、乱暴になっちまったら、ごめん……！」

　謝りつつ、将人はクレスの性感帯を探す作業に入った。

　まずは足。指先の一本一本に触れていく。反応無し。

　次にふくらはぎ、太ももを触る。なるべく優しく触れているつもりだったが、太もものあたりでクレスがビクッと震えた。

　太ももを候補とする。

　お尻は触ったので、次は前の……。

（ここは、最後の手段……！）

　……を素通りして、腰に移行。はずれ。

　次に胸。

　とても小さいけれど、心地いい弾力があった。

「ぅぅぅ！」

（マジで何してんだ俺……）

　泣きたくなってくるのを堪こらえて、脇わきに触れる。

「…………うっ……ひっく……ぇぇん」

　クレスがポロポロと涙を流していた。

　泣きたいのはこっちも同じだと言いたいところだが、女の子にとってはこれほど恥ち辱じよく的てきなことは無いはずだ。

　子供のように泣くクレスを前にしていると、とんでもない犯罪行為をしている気分になってくる。

　罪悪感がマックスだったが、罪は償つぐなうつもりでいた。

　将人は開き直って、クレスの肩に触れた。

　候補は太ももと胸だが、どうも反応が薄い。

　このままではまずい。見つからなかったら万事休すだ。

　そう思った時。

　丁度クレスの首筋に手が触れた瞬間。

「──ぁ、うぁ、んっ……！」

　クレスが肩をすくめて、身を捩よじらせた。

　体温の上昇も触れただけで感じられる。

　表情もいままでの子供っぽいものとは異なり、扇せん情じよう的てきとも取れる。

　間違いない──クレスの性感帯は首筋だ。

　よっしゃここなら直じかに触れても恥ずかしくない！

「……何をしているんですか？」

　そう思ったのも束つかの間ま、階段の踊り場からクレスと将まさ人とのやりとりをアカネが見下ろしていた。

　ものすごい軽けい蔑べつの眼まな差ざしが、将人に突き刺さる。

「……あなたは灰はい原ばら以上のゲス野郎でございましたか。この状況で劣情に身をゆだねるとは……男の生存本能とは度し難がたいですねぇ……！」

　カッと目が見開かれて、ギロリとアカネの眼球が蠢うごめいて将人を捉とらえる。

「やっべ！」と声を上げて、将人はすぐさまクレスを抱えてその場から駆けだした。

　すぐ後ろで轟ごう音おんと爆音が響く。恐らく鉄骨やら何やらが将人のいた場所に衝突したのだろう。

　将人は廊下を駆けながら、クレスに叫ぶ。

「クレス！　目を瞑つぶれ！」

　クレスは火照った顔のまま、ぎゅっと目を瞑る。

　なんだかキスを待っているようにも見えたが、将人は邪念を振り払ってクレスの首筋に唇を寄せた。

　そして──口を開くと同時に、クレスの首筋を甘あま嚙がみした。

「はぁっ……ん……!!」

　クレスの嬌きよう声せいを耳にすると同時に、将人は両の目を見開いた。

　瞬間、クレスの体内から因子フアクターが流れ込んでくる。

　流れ込んできた因子は、将人の体内に入り込むと琥こ珀はく色いろの輝きを放った。

《覇王化オーバーロード》の予兆を感じ取った将人は、勢いよく真横の教室に転がり込むのだった。







　廊下を歩く、アカネの靴音が響いている。

　もう近い。すぐそこだ。

　将人は敵を迎え撃つために、すでに限界が訪れている肉体に鞭むちを打ち、立ち上がった。

　鎖を、体中に巻き付ける。

　熱く熱く、燃え盛る鎖を巻き付ける。

　同時に、教室のドアが開く音がした。

「…………」

　教室に入ってきたアカネが、将まさ人との姿を目の当たりにする。

　鎖は灼しやく熱ねつを宿し、瞳ひとみは琥こ珀はく色いろ。

　今彼を包んでいるのは、紛まぎれもなく覇王の力。

《覇王化オーバーロード》──奴ど隷れいの因子フアクターを吸収し、我が力と成す覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの真の力。

　螺ら旋せんを描く《征服者の熱鎖アグレツシヨン》を纏まといながら、将人は静かにアカネを睨にらんでいた。

「ようやくその姿を見せましたか。《覇王化オーバーロード》……魔王様に匹ひつ敵てきし得る王の力」

「……なんだ、知っていたのか」

「もちろん。あなたと殺人鬼の戦いは遠目からですが拝見させていただきましたので」

　ですが、と付け加えて、アカネは将人を嘲ちよう笑しようする。

「勇者因子ブレイブ・フアクターを吸収したところで、あなたが私に敵かなうとは思えません。データベースには精神強化ＭＮＤと第六感強化ＣＨＲしか上昇値が存在しないとありました。そんなものを吸収したところで、どうにもならないでしょうに」

　アカネの物言いに、将人は目を鋭く細めた。

　確かに、彼女の言うとおり将人のステータスは偏っている。




【覚かく醒せい者名　桐き生りゆう将人　『覇王化オーバーロード』限定パラメーター】

【身体強化ＳＴＲ　×】

【知能指数強化ＩＮＴ　×】

【感覚強化ＡＧＩ　×】

【第六感強化ＣＨＲ要素　20】

【精神強化ＭＮＤ要素　55（※覇王化オーバーロード限定＋30）】

【リミットブレイクデバイス《征服者の熱鎖アグレツシヨン》】

【リミットブレイクスキル《チェインバーニング》《ウォークライ》《オーバーロードブロウ》《キー・オブ・ザ・ビクトリー》《ラストブレイバー》】




　バランスが悪いにもほどがある。突出しているのは精神強化ＭＮＤだ。覇王化オーバーロード限定の特性として、＋30に加え、クレスの精神強化ＭＮＤの値である20がプラスされている。

　そしてさらに５ポイント多いのは、恐らくノアやアカネとの戦いで覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターが成長したせいだろう。普通ならば動けなくなるようなダメージをもらいながら、あれだけ肉体を稼働できたのはそのせいだ。精神強化ＭＮＤの傾向は、恐らく『痛みや消しよう耗もうをある程度気にせずに動くことができる』といったところか。

　因子フアクターのパラメーターは、同じ強化でも要素が異なる。

　身体強化ＳＴＲでも『攻撃』に偏っていたり、『防御』に偏っていたりと、様々だ。

　クレスの精神強化ＭＮＤが『勇気』だとするならば、将まさ人との場合はきっと『我慢』だ。

　我が因子ながら変な方向に伸びたものだと、将人は苦笑した。

「何を笑っているのです……？　気でも触れましたか」

「……いや、正常だ。無駄に高揚感がある以外はな」

「自らの死に対して高揚するとは、ずいぶんとドＭなのですねぇ」

　クスクスと笑ってくるアカネに、将人も笑い返す。

　不快に感じたのか、アカネは笑うのをやめた。

「……何がおかしいのです」

「おかしいだろ。自分の状況もわからねぇで余裕ぶっこいてる奴を見るのは、とてもおかしい」

　アカネが顔をしかめ、鬼の形ぎよう相そうで将人を睨にらみつける。

　挑発、大成功。あまり意味はないが、この女のうろたえる様を見たいと思ってやったまでのことだった。驕おごり高たかぶる人間に一泡吹かせるための前まえ口こう上じようといったところだ。

　将人はアカネに向けて、指を二本立てた。

「──20秒。俺があんたを倒すまでに必要な時間だ」

　はっきりとそう言ってのけて、自信に満ちた笑みを浮かべる。

　アカネは将人の自信を虚きよ勢せいだと吐き捨てる。

「身の程を知りなさい……！　いくらあなたが覇王でも、奴ど隷れいがいなければ屑くず鉄てつも同然です！　精神強化ＭＮＤ程度でこのわたくしに対して何ができるというんですの!?」

　怒りに顔を赤くするアカネに、将人は余裕を笑みを返す。

「そんなもん、20秒後にわかるこった！」

　左腕でクレスを抱き寄せて、将人は彼女と共に《ブレイバー》を握った。

「クレス、これが俺とお前の勇気だ……！」

「……うんっ」




「───来い！　《ラストブレイバー》！」




　二人が握った剣が琥こ珀はく色いろの輝きを放つ。

　その光景を見たアカネは絶句した。

　凄すさまじいほどの因子の集束。恐ろしいほどの力の渦。

　形作るは機械の巨人。蒼そう穹きゆうのような鋼鉄は光り輝き、以前のように朽ち果ててなどいない。前はむき出しだった内部機構も、歯車の力強い回転音を響かせている。

　その巨体は教室の天井を突き破り、真の姿を露あらわにした。

《ラストブレイバー》

　ロボットアニメに出てきそうな、現実感のかけらもないスーパーロボットである。

　アカネは歯を食いしばり、君臨した巨人を前に腕を振り払う。

「そんなハッタリに、わたくしはもう騙だまされない！」

「ハッタリかどうか、味わってみればいい！」

　将まさ人ととクレスが剣を振るうと、《ラストブレイバー》の胸部が開口し、眩まばゆい光を放った。

　青と琥こ珀はくの入り交じった神々しい光の渦。

《ラストブレイバー》の必殺技──ハウリングブレイブ。

　その威力は覚かく醒せい者の精神強化ＭＮＤに依存する。

　チャージ時間は20秒。覇王化オーバーロードした将人の、《ラストブレイバー》の具現化持続時間は22秒。

　大丈夫。発動まで２秒も余る。

「言ったろ、20秒だって……！」

「っ……！　こんな、馬鹿げた因子フアクターが……！　ロボットなんてナンセンスです！」

「馬鹿げてるかどうかもすぐにわかることだ！」

　ギラつく将人の瞳ひとみを見れば、噓うそを言っていないことがはっきりとわかってしまう。

　アカネは髪を逆立てて、《ラストブレイバー》の咆ほう哮こうを止めるべく教室内の無機物全すべてを将人へ向けて襲撃させた。

「攻撃されるのを待ってあげるほど、わたくしは甘くありません！」

　何もかもが、将人に襲いかかる。

　将人は身体からだを丸めてクレスを抱きしめた。そして二人の身体を鎖でぐるぐる巻きにする。

　隙すき間まが無くなるくらいに、強く強く巻き付ける。

　直後、教室中の物体が将人を襲った。

　鎖の防御力は無敵だ。星の墜つい落らくにすら耐えるだろう。

　飛んで来る無機物達を、鎖はことごとく弾はじいてくれる。

　だが、今はその鎖自体にも殺さつ傷しよう力が宿っていた。

「は、覇王っ……熱い……っ」

「今は我慢だ！」

《征服者の熱鎖アグレツシヨン》の熱がクレスに及ばないように強く抱きしめる。

　第六感強化ＣＨＲの数値は20。

《キー・オブ・ザ・ビクトリー》の未来予知は１秒のままだ。

　今の状態では身体がろくに動かない。

　回避に使うのは無理だ。未来予知を使うべき時は、まだ先だ。

《覇王化オーバーロード》のリミットブレイクスキル、《オーバーロードブロウ》は敵の因子フアクターによる強化を無視できるが、接近しなければならない。

　これも無理。

　だから今できることは『我慢』と、そして──

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　──『咆哮ウオークライ』だけだ。

　リミットブレイクスキル、《ウォークライ》。

　敵の精神に直接ダメージを与える王の咆ほう哮こう。

　この咆哮を耳にした者は、たとえ精神強化ＭＮＤを持つ人間でも動きが止まる。

「くぅッ！」

　咆哮によりアカネは怯ひるんだ。

　だが、それも一瞬だ。叫び続けられるだけの強固な喉のどを、将まさ人とは持っていない。

　だが、残り５秒。

　あと５秒！

「おのれェ！　お前ごときを魔王様に相対させるものかああああああッ！」

　アカネが負けじと咆哮する。

　瞬間、《ラストブレイバー》の頭上から、天井を突き破って何かが降ってきた。

　あれは──貯水タンク!?

　アカネは屋上の貯水タンクをそのまま将人へ向けて落下させるつもりでいるのだ。

　将人は咄とつ嗟さにクレスに覆おおい被かぶさり、衝撃に備えた。

　１秒……２秒……。

　まだ、落ちてこない。

　おかしいと思い顔を上げると、最初に視界に入ったのは絶句するアカネの姿だった。

　そして真上を見やると、そこには将人とクレスを守るように振り上げられた《ラストブレイバー》の腕があった。

　貯水タンクは弾はじき飛とばされて、真上へ吹っ飛んで行ってしまった。

《ラストブレイバー》の機械の瞳ひとみが、将人と、そしてクレスを見つめている。

「お兄……ちゃん？」

　クレスのつぶやきが真実なのかどうなのかはわからない。

　将人の防御の意志が《ラストブレイバー》にそうさせたのかもしれない。

　けれど、《ラストブレイバー》がクレスが兄から受け継いだ勇気そのものだというのなら、この巨体が兄の化身であっても、将人は別におかしいとは思わなかった。

《ラストブレイバー》の胸部の光が、頂点に達する。

　将まさ人と達は──耐えきったのだ。

「……そんな……馬鹿な……！」

　アカネは光の渦を前にして後ずさる。

　床から壁を出現させて、幾いく重えにも折り重ねて防御に備える。

　そんなものが無駄なことはアカネにもわかっていた。

　あの光の前には、あの勇気を前には、壁など何の防御にもならないということが否いやが応おうにもわかってしまう。

　アカネは畏い怖ふする。恐怖する。

『覇王』の力に。

『勇者』の力に。

『勇気』の力に。

　そして──馬鹿げた威力を持つ勇気の塊はアカネを容よう赦しやなく襲った。







　極太のレーザーのごとく、ハウリングブレイブが教室を突き抜ける。

　用意した壁など一瞬でかき消えた。

　己の感覚強化ＡＧＩと身体強化ＳＴＲを全力で発はつ揮きして、アカネは横へ飛とび退のいた。












　スローモーションのように動く世界の中で、アカネは死を覚悟しつつ必死で床を蹴けった。

　真後ろを、光がかすめていく。長く美しい髪が光に巻き込まれ、半分ほど消えていく。

　背中の制服も消し飛ばされて、半裸になりつつもアカネは回避することに成功した。

　ハウリングブレイブは今も光の柱として発射され続けている。

　しかし射線の修正などする余裕は無いだろう。

　なにせあと１秒ほどで《ラストブレイバー》は存在を維持できなくなるのだから。

　アカネは飛とび退のいた勢いで、着地と同時に今一度攻撃を繰り出そうと考えた。

　彼女はまだ諦あきらめていない。闘とう志しは消えていない。

　全すべては魔王のために。全てはあの方の野望のために。

　アカネは決して、諦めてなどいなかった。




　だが、将まさ人とには１秒前からその行動が読めていた。




　いや、ハウリングブレイブを放つ前から読めていたと言っていい。

　このレーザーをアカネに当てるつもりなど、将人には初めからなかったのだ。

　初めからわずかに照準をずらして、アカネに当たらないように想定していた。

　いくら因子フアクターの強化を得ていても、本当なら光速の攻撃を避けることなどできない。

　でも、避けることができた。

　将人にとっては、避けさせることができたと言える。

　アカネはハウリングブレイブが放たれる前に気づくべきだったのだ。

　自分が回避のために跳ちよう躍やくしようとした先で、

　──将人の首輪がジャストの位置にまっすぐ飛んできていたことに。

　回避先を予測して、将人はすでに首輪を放っていたのである。

（バカなッ──！　あの凡ぼん庸ような男がここまで読んで行動できるわけが──！）

　否定しても事実は変わらない。

　こちらの行動の全てが、桐き生りゆう将人の読み通りに進んでいた。

　気づいたところでアカネの身体からだはもう止まれない。

　為なす術すべもなく、奪うばわれる。

　自ら首輪に突っ込む形で、アカネの首に首輪がはまる。




　──カチリ。




　その音は激戦の結末としてはあまりにも静かで、あまりにもあっけない響きだった。






エピローグ　epilogue






　第５校舎は半分が瓦が礫れきと化していた。崩れかけた教室で将まさ人とは《覇王化オーバーロード》を解除した。

「……はぁ……はぁ……」

「覇王……大丈夫か……っ」

「……だい……じょうぶ……」

　苦い勝利だった。

　腰の傷の血はどす黒く変色して、体温は下がりきっている。

　もう目もまともに見えなかった。

　倒れそうになる将人の身体からだをクレスが支える。

　体重のほとんどをクレスに預けながら、将人は最後の気力を振り絞って、アカネを見た。

　アカネはすでに立ち上がっており、天井から覗のぞく青空を見上げていた。

　彼女の首には、将人の首輪が装着されている。

　光ひかりノ河かわアカネは、覇王の奴ど隷れいとなったのだ。

「……今、すぐに……俺の家族を、襲ってる連中を……止めさせろ」

「…………」

「それから……アイリと、リゼットの……安全も……」

　声がまともに出ない中、将人はアカネに大切な人達の安全を要求する。

　アカネは、空を見上げたまま静かに目を閉じた。

「安心してください。すでにあなたの家に向かった傀かい儡らい達は全滅しています。あなたの奴隷の二人も、灰はい原ばらに勝利したようです。あなたが《覇王化オーバーロード》する前の出来事ですよ」

「…………」

「認めましょう。我々の敗北です」

　アカネは空を見るのをやめて、にっこりと将人に笑いかけた。

　将人は安あん堵どしつつも、アカネを睨にらむのを止めなかった。

　彼女からはまだ諦あきらめた気配が感じられなかったからだ。

「ですが、あくまで敗北したのは我々だけです。わたくしの敬愛する魔王様は、必ずやあなたを屠ほふることでしょう」

「……お前の……王なんか、どうでもいい……！　宣言通り……奪うばわせてもらうぜ……お前の尊そん厳げんを……！」

　憔しよう悴すいしきった将人に、アカネは薄目を開ける。

　将人は震えた腕を弱々しく上げて、親指を立てた。

　そして、上へ向けた親指を──真下へ。




「──跪ひざまずけ」




「その必要は無い」




　空気が凍ったのは、将まさ人とが指を下ろす直前だった。

　将人は霞かすむ視界で、確かにその人影を見ていた。

　いつの間にかアカネの背後に立っていた、その影を。




「──こいつは俺のものだ。貴様のものではない。返してもらおう」




　背後の影が、アカネの頭を鷲わし摑づかむ。

　黒く、大きく、歪いびつな手で。

　腕から血管のようなものがあふれ出し、アカネの身体からだに突き刺さる。

　突き刺さった血管は、アカネの体内から光る物質……因子フアクターを吸い上げていた。

　その間、わずか２秒。

　アカネは漆黒の右腕に因子を吸われながら、恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

　そして次の瞬間、将人は信じられない光景を目の当たりにする。

　アカネの首にはめられたはずの首輪が、




　──ガラスのように、砕け散ったのだ。




　将人は自分の力を無力化されたことで、一気に気力が抜けるのを感じて身体をふらつかせた。

「き──貴様は！」

　クレスが戦せん慄りつする。

　そこに現れた介入者に。

「……だ……れだ……」

　ぼやけた視界で、将人は介入者を凝視する。

　ピントが合わない。視界がぶれる。

　誰だ。

　あれは誰だ。

　シルエットは、男？　女？

　御み堂どう、光みつ秀ひで？

　…………違う。

「おま……え……は……」

　意識が途切れる寸前に、将まさ人とは確かに見た。

　魔王の姿を。

　その女の姿を。




「騙だまして悪かったな……覇王」




　岳たけ汐しおサナギの姿を。













あとがき









　お久しぶりです。柳やなぎ実み冬とう貴きです。

　２巻をお贈りしました。

　１巻のラストシーンからの続きになります。

　将まさ人との前も現れた新たな刺客、『勇者』との戦いが描かれ……あんまり描かれてないですね。どっちかというと魔王サイドとの戦いがメインでした。

　いやむしろ、アホの子な勇者を丸め込んで性感帯を触るお話だった気がします。

　うん。なんでだろう、不思議とこっちの方がしっくりくるな。

　アホの子、いいですよね。若輩ながらそれなりに物語を書いてきたのですが、女の子のアホの子を書いたのは初めてかもしれません。

　こう、ゲームだと後衛でサポート役なのに、前に出てきて杖つえで殴り始める感じのキャラでした。

　一応攻撃手段はあるにはあるけど、出が遅い上にＭＰ消費激しい、みたいな。

　白魔導士が使うホー○ーのような感じでしょうか。

　……へ、変な子が増えた……。

　次巻は魔王との直接対決になる予定です。

　お楽しみに！







　それでは謝辞を。

　今回も多大なご迷惑をおかけしてしまった担当Ｎ様。

　時間が無い中かっこよくイラストを仕上げてくださった白しろ味みそ様。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。

　そして、この本を手にとってくださった全すべての読者様へ、感謝を送ります。

　それでは、３巻でお会いできることを祈りつつ。
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